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　2013年 5 月31日，東京タワーから東京スカイツ
リーへの送信機能移転が完了した。完全デジタル
化による新たな難視等の課題については，送信側
対策が完了し，引き続き，受信側対策を実施して
15年 3 月の衛星セーフティネット終了までに恒久
対策完了を目指す。放送の機能強化では，大阪局
本部バックアップ機能整備，さいたま局報道別館
整備，津波対策サブステーション整備，電源設備
強化等を実施し，いかなる災害時にも確実に放送
を届けるための整備を進めた。
　ソチオリンピックでは， 8 Kスーパーハイビジ
ョン（SHV）のパブリックビューイングや，ハ
イブリッドキャストサービスの提供を行い，新サ
ービスの魅力を広くアピールした。『大河ドラマ』
ではVFX（Visual Effects）技術を活用するなど，
リアルで迫力のある映像表現に取り組んだ。参議
院選挙では，選挙ビッグデータCG等を交え，新
たな視点での情報表現を試みた。
　SHVについては，16年の試験放送，東京オリ
ンピックが開催される20年の本放送開始を目指
し，圧縮技術，撮像素子の高感度化のほか，SHV
を放送するための，衛星，地上，ケーブルの各伝
送方式の研究を進めた。また，SHVでのコンテ
ンツ制作，パブリックビューイングを数多く実施
し，研究開発の成果とその魅力を大きくアピール
した。
（1）番組技術
　14年 2 月 7 ～23日に開催されたソチオリンピッ
クでは，G，E，BS1，R1の 4 つのメディアで約
546時間にわたって放送し，日本人選手の活躍を
存分に伝えることができた。現地への技術派遣要
員は，ジャパンコンソーシアムで16人，NHKユ
ニ制作で32人，SHV（ 8 K）制作とパブリックビ
ューイングで17人，合計65人となった。また，現
地IBC内に設置した145インチPDPディスプレー
で開会式とフィギュアスケートの「SHVパブリ
ックビューイング」を行い，世界各国のマスコミ，
IOC関係者ら約5,000人が視聴し，上映時間は延べ
110時間を超えた。また，ハイブリッドキャスト
サービスをオリンピックでは初めて実施し，カー
リング女子予選の中継などで「番組巻き戻し再生
サービス」を提供した。さらに，インターネット
で競技のライブストリーミング，データ放送で放
送予定や競技結果の速報表示，スマートフォンで
はメダル獲得の一報などの通知サービスを行っ
た。
　開票速報番組では， 6月23日の東京都議会議員

選挙や，初の比例代表の字幕放送対応を実施した
7月21日の参議院選挙などで，「党派別の議席予
測」や「選挙区別開票速報」データ，FACE画面
や全国各地からの中継および記者解説，選挙ビッ
グデータCGなどを交え，迅速・正確でわかりや
すく放送した。
　『大河ドラマ～八重の桜』では，美しい背景ボ
ケが得られる映画用のカメラを初めて使用し，深
みのある映像とVFX（Visual Effects）技術を活
用したリアルで迫力のある映像で，八重の生涯を
生き生きと描き，東北の復興支援につなげた。「じ
ぇじぇじぇ」などの流行語を生み出して社会現象
ともなった『あまちゃん』とともに，大いに東北
を盛り上げた。
（2）放送設備の技術
　放送の機能強化について，首都直下地震等で放
送センターの機能が失われた場合に備え，大阪局
でバックアップするためのニュース送出システ
ム，放送センターに代わりラジオの送出が可能な
さいたま局報道別館の整備を完了した。津波対策
として徳島・高松・函館局のサブステーション整
備が完了した。また，電源設備強化として，放送
局や送信所の自家発電装置用燃料タンクの増量整
備を進めており，千代田放送会館の整備を完了し，
放送センターへの整備に着手した。
　 5月31日に東京タワーから東京スカイツリーへ
の送信機能移転が完了し，首都圏ではより安定し
た電波環境が整った。完全デジタル化後の課題に
対する取り組みについては，送信対策が完了し，
3月末に残る難視世帯は約1.3万件となった。
　番組系ファイルベースでは，本部の送出設備，
保存・提供設備，アーカイブス情報システムの整
備が完了し，運用を開始した。放送局ファイルベ
ース（フェーズ 3）については，26年度からの全
国整備に向けて具体設計を進めている。
　SHVについては， 5月に設立された次世代放
送推進フォーラムの場で，SHVの早期実現に向
けて，オールジャパン推進体制で取り組みを進め
た。NHKでは標準化を推進し，「 8 Kコンテンツ
制作環境の開発・構築」の研究を受託し，完了し
た。
　環境経営では，本部ニュースセンター照明設備
のLED化が完了し，更新前と比較して約70％の
消費電力を削減した。
（3）研究開発
　13年 9 月に開始した放送通信連携サービスであ
るハイブリッドキャストの高機能化と，番組情報，
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SNS（Social Networking Service）の活用技術な
どの研究を進めた。
　16年の試験放送，20年の本放送を目指している
8 Kスーパーハイビジョン（SHV）では，圧縮技
術，撮像素子の高感度化，カメラやプロジェクタ
ーの広色域化，ディスプレーの120Hz化等の研究
を進めた。また，ディスプレーの周囲に配置した
12個のスピーカーのみで22.2ch音響が再生できる
音響再生方式を開発した。さらに，SHVを放送
するための，衛星，地上，ケーブルの各伝送方式
の研究を進めた。立体テレビでは，複数台のカメ
ラ，ディスプレーを並べて配置し，統合すること
で視域を拡大する方式を開発した。
　人にやさしい放送の研究では，手話CG翻訳の
翻訳システムの改良や，やさしい日本語システム，
音声認識による字幕制作システムの研究を進め
た。
　また，周波数移行に伴う新たなワイヤレスマイ
ク，FPUの開発や放送用基盤技術の研究を進め
るとともに，諸外国の放送機関，研究機関と連携
し，研究成果の国際展開を図った。
（4）放送技術審議会
　13年度は 4回開催し，① 5月に「放送技術研究
所公開」，② 7月に「NHKのファイルベースシス
テム化への取り組み」，③11月に「NHKの緊急報
道設備の概要～大規模災害にむけて～」，④ 2月
に「第43回番組技術展」について審議を行った。

1 節 番組技術

番組送出
　1973年から続いてきたテープによる番組送出方
式を14年 4 月 6 日にファイルベース送出に完全移
行した。番組系ファイルベースへの移行では，周
到な検討と万全の体制でシステム整備と運用面の
ワークフローの確立に取り組んだ。また，地上デ
ジタル放送の電波は，13年 5 月31日午前 9時より
東京タワーから東京スカイツリーへ移行した。こ
れに合わせて夜間の電波監視業務をTOCに移行
した。首都直下地震により放送センターが機能停
止する事態を想定した機能強化として， 9月にラ
ジオセンター代替機能の「さいたま報道別館」を
整備し，10月には菖蒲久喜ラジオ放送所に向けた
プログラム回線を構築した。以降定期的に訓練を
兼ねて放送している。 5月に「らじる★らじる」
の大阪，名古屋，仙台のローカル放送のネット配

信を開始した。また，スマートフォン向けサービ
ス拡大は 7月に開始した。
　番組では，13年 7 月の参議院選挙の政見経歴放
送で，比例区で初の字幕放送を行い， 2メディア
（G，R1）で延べ52時間放送し，開票速報も万全
を期し送出した。茨城県知事選挙，東京都知事選
挙の政見経歴放送も無事故で送出した。また，14
年 2 月 7 日 から17日 間， 4 メ ディア（G，E，
BS1，R1）で延べ約546時間にわたってソチオリ
ンピックの熱戦のもようを放送し，生字幕放送も
約165時間放送した。
　設備整備では，11年度より整備を進めてきた新
ラジオセンターが13年 4 月に運用を開始した。 5
月には「NHKワールド」の英語ニュースを送出
しているCU777スタジオで，運用開始以来初めて
スタジオセットのリニューアルを実施した。字幕
放送中に緊急ニュースが割り込まれてもニュース
字幕放送が維持できるように 5月に設備を改修
し，視聴者からの要望に対応した。
　デジタルサービス関連では，災害時の避難情報
や避難所の情報などをデータ放送と公開ホームペ
ージの両方に効率よく提供するため，「災害情報
入力システム」を整備し 6月から運用を開始し
た。公共情報コモンズからのデータに加え，
NHKの取材による情報も併せてこのシステムか
ら配信することにより，豊富な情報を迅速かつ効
率的に提供できるようになった。また，河川水位
･雨量情報をデータ放送とウェブの両方へ提供す
るサービスも全局で開始した。そのほか，地震 ･
津波，大雨 ･大雪，暴風 ･波浪や火山等に関する
特別警報をデータ放送でも実施し，暮らしの安全・
安心に役立つデータ放送サービスの充実を図っ
た。
　参議院選挙では，G，BS1，Gワンセグのデー
タ放送でも開票速報を実施し，選挙区および比例
の開票速報のほか，議席マップ，党派別議席数な
ど，知りたい情報をすぐに見られるサービスを提
供した。さらにデータ放送での開票速報を，参議
院山口選挙区補欠選挙（ 4月28日），東京都議会
議員選挙（ 6月23日），東京都知事選挙（ 2月 9
日）のほか，県知事選挙，政令指定都市の市長選
挙でも実施した。
　BSPでは，特定番組を視聴することでマイルが
取得できる「BSドラマイル」と，子供向け番組
を対象とする「BSキッズマイル」を加えた「BS
マイルサービス」を 4月 1日にスタートした。E
テレでは「マイ語学サービス」を開始し，ウェブ
での学習記録や番組の視聴履歴をまとめてデータ
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放送で確認できるようにした。

Ⅰ．番組運行

1．緊急報道，流動編成への対応

　13年 6 月22日の富士山の世界文化遺産決定や，
9月の東京オリンピック・パラリンピック開催決
定，10月の台風26号による伊豆大島での土石流災
害，全国のホテルなどでの食材偽装発覚など，緊
急報道では流動編成（流動的に番組編成を変更し
て放送）で的確に対応した。
　 9月16日の台風18号関連では大雨特別警報が滋
賀県・京都府・福井県に発令され，数十年に一度
の大災害となるおそれがある警報が初運用となっ
た。14年 2 月のソチオリンピックでは終了時間変
更や中断ニュース（「大雪関連特設ニュース・L
字送出」「バリ島で日本人 7人不明」などが発生）
で計241回（GTV，Eテレ：117回，BS1：106回，
ラジオ第 1：18回）の手動対応を実施して，安定
的かつ的確な送出対応を行った。

2．番組ファイルベースへの移行

　「送出設備」「保存・提供設備」「音声ファイル
ベースシステム」や「アーカイブス情報システ
ム」が整備・連携され， 8月19日からファイルベ
ースでの番組完成登録を開始， 9月 2日からファ
イルベース送出を開始して，14年度より完全ファ
イルベース送出となった。一方，長期庫に保管し
てあるD3／D5完プロテープのファイル化作業も
順調に進んでいる。
　「送出設備」ではネットワークでの完成登録以
外に，窓口でのBM（Bridge Media：可搬型汎用
HDD）での登録，提供ができる端末，およびDV
Dでの提供ができる端末も整備した。「保存・提
供設備」では，iVDR（可搬型汎用HDD）でのコ
ンテンツ保存および提供に加えて，XDCAM（光
ディスク）での提供機能を整備した。媒体管理業
務では，ファイルベース運用に用いられているX
DCAM，iVDR（可搬型汎用HDD）などの記録媒
体についても，循環再利用するための検査機を整
備した。
　また，準完システムの老朽化更新としてVAF
システム（Video Audio File）を整備して14年 3
月17日から準完登録の運用を開始した。

3．  システムの安定とより良いサービスのた
めに

（1）テレビ放送・ラジオ放送
　地上テレビ放送システムおよびラジオ放送シス
テムの安定運用を図るため，本線・データ放送・
EPG・字幕・符号化多重化装置などの各送出シス
テムの設備点検や補修，機能改善を計画的に実施
した。信頼性向上のため補修期限を迎えた制御P
Cや基幹ユニットのMTXカード更新を順次行い，
放送機能の安定確保を図った。また，ファイルベ
ース送出，動画対応のVAF整備に伴う本線改修
や，緊急ニュース中の字幕送出の補完整備などの
機能改善を行い，サービス向上に努めた。
　ラジオ放送では，山間部など電波の入りにくい
地域や外国電波混信，鉄筋コンクリート住宅の普
及などによりラジオ放送が聴取しにくい状況を改
善するサービスとして開始した，NHKネットラ
ジオ「らじる★らじる」についてこれまでの東京
に加えて，大阪と名古屋，仙台の地域放送の番組
配信を 5月27日から開始した。
（2）衛星放送
　衛星放送システムの安定運用を図るため，地上
デジタル放送システム同様に，各送出システムの
設備点検や定期補修，リプレース等の老朽部分の
更新を計画的に実施した。
　また，ファイルベース送出，動画対応のVAF
整備に伴う本線改修，緊急ニュース中の字幕送出
補完整備などの機能改善を実施した。
　13年度はBSマルチ編成によるサブチャンネル
送出が，933時間と大幅に増加した。マルチ編成
時の確実な番組切り替えを可能とするためサブチ
ャンネルのNEXTプレビュー機能整備を実施し，
サービスの充実と安定化に努めた。
　その他，大雨，大雪の際の降雨減衰対応で階層
変調を実施するなど，衛星放送のサービス確保を
図った。
（3）国際放送
　番組関係では， 7月21日の参議院選挙において
国際放送独自の開票速報を実施し，ソチオリンピ
ックではCU778スタジオでハイライト番組を大会
期間中制作して放送し，テレビ国際放送の番組充
実に貢献した。
　設備面では，TV国際放送の「送出システムOT
Cサーバーリプレース」「アート制作・送出設備
更新」，ラジオ国際放送の「八俣送り音声端局更
新」「情報管理サーバーリプレース」「CR616スタ
ジオ更新」など老朽化した設備の更新を図り，国
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際放送の安定送出を推進した。
　国内放送の番組系ファイルベース化対応のた
め，国際運行室とCU778スタジオにFB録再機を
整備し，BMによる番組のファイルベース完成登
録を 9月より順次開始した。運用性改善として，
CU777スタジオ「NEWSLINE」のセット更新を
5月に行い，柔軟な演出に対応できるようになっ
た。また，総務省への報告様式変更に伴い，ラジ
オ国際放送の番組統計機能を改修し，編成業務の
負担軽減を図った。
（4）ラジオセンター
　13年 4 月13日に新ラジオセンターが設備更新さ
れ運用を開始した。デジタル音声卓の導入による
効率的な番組送出や，スタジオフロア拡大による
多彩な演出が可能となり，番組の充実が図られた。
8月にさいたま報道別館の運用を開始し，12月か
らは訓練を兼ねて隔月で全中ニュースの送出を始
めている。
　選挙報道にも積極的に取り組み， 7月に延べ 8
時間55分にわたる参議院選挙開票速報を送出した
のをはじめ， 6月には東京都議会議員選挙，14年
2 月には東京都知事選挙の開票速報をCR131から
送出した。
　ソチオリンピックでは，R1で約50時間にわた
る生放送や『ラジオあさいちばん』の中で毎朝10
分程度現地リポートを交えて大会期間中の放送を
盛り上げた。

Ⅱ．番組制作・送出

1．制作TOCの運用

　ソチオリンピックでは，JC 4 回線とユニ 3回
線で送られてくる競技や取材映像を局内のテレビ
スタジオやラジオセンター，ハイブリッドキャス
ト制作フロアへ伝送した。この局内伝送には12年
に整備したイベント盤と既存HV制作MTX（マト
リックススイッチャー）を用いて，効率的かつ信
頼性の高いシステム系統を構築した。期間中はア
ーカイブス資料として，全競技をHD-D5VTR（音
声8ch）で収録しテープ総数は335本，490時間に
及んだ。
　試写室はVTRテープ等で制作された完プロ番
組のファイル化やフォーマット変換，技術的な品
質チェックが確実に実施できるファイル化整備を
実施し， 8月より運用を開始した。また，ファイ
ルベース送出設備から完プロ番組を地方局へライ
ン送りするための系統を整備した。

　94年12月より総合テレビの放送を休むことなく
連続収録してきた24時間同録室は，ファイルベー
スによる放送同録の開始に伴い13年 9 月に運用を
終了した。
　さらに制作TOCでは，局内外から送られてく
る番組や素材映像をこれまではVTRでテープに
収録してきたが，14年 3 月からサーバーに収録し
てスタジオ／編集室やアーカイブスにファイルで
提供できるシステムを整備した。
　システムの安定運用に向けて，HV制作MTXの
光伝送装置の補修整備，老朽化したタイムサーバ
ーの更新を実施し，信頼性の維持・保全を図った。

2．生字幕放送

　 4月からは『NHKのど自慢』（日）の生字幕送
出を開始して，『あさイチ』（月～金），『ひるブラ』
（月～水），『スタジオパークからこんにちは』（月
～金），『クローズアップ現代』（月～木）などの
番組を生字幕送出した。定時番組以外では『NHK
スペシャル』『大相撲』『MLB』『ハートネット
TV』『バリバラ』なども生字幕送出した。
　ソチオリンピックの生字幕送出は，キーボード
方式で143時間，リスピーク方式で22時間の計165
時間を放送した。これは，夏季ロンドンオリンピ
ックの154時間を超え，前回の冬季バンクーバー
オリンピックの55時間と比べて 3倍のサービス拡
大となった。
　設備面では，番組系ファイルベース整備に併せ
て， 8月から生字幕室（ 5室）のリソース独立化
およびアンシラリー字幕での運用を開始した。

Ⅲ．デジタルサービス展開へ
の取り組み

1．データ放送

　安全・安心に役立つデータ放送の充実を図るた
め，災害情報や避難情報などのコンテンツを 6月
から「安全安心ポータル」として刷新し，年度内
に全放送局で運用を開始した。「安全安心ポータ
ル」は，災害情報をウェブとデータ放送で同時に
利用することを目的に制作したもので，大雨によ
って各地に避難情報が発令された 8月30日～ 9月
5日にかけて初めて使用した。避難情報は，自治
体の公共情報コモンズへの参加に併せて，13年度，
7局がコモンズからのデータ受信に切り替えた。
年度末時点で合計 9局（神戸，大津，静岡，岐阜，
広島，大分，仙台，福島，松山）が，コモンズの
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データを利用している。また，災害時の生活情報
を充実させるため，ニュース原稿をライフライン
情報に配信する機能を整備し，全放送局に展開し
た。従来はUSBメモリなどを介してニュース原稿
を受け渡していたが，これによって，ライフライ
ン情報にもNHKが取材した情報を迅速かつ効率
的に提供できるようになった。 2月の大雪の際に
は首都圏，千葉，前橋，甲府の各局で活用した。
　気象庁が新たに設けた「特別警報」が発令され
た場合に，既存の警報注意報に加えて，警報内容
をデータ放送トップ画面のお知らせ欄や放送画面
上に表示できるようコンテンツの改修を行った。
特別警報は，地震･津波，大雨･大雪のほか暴風･
波浪や火山に関して，従来の警報の発表基準をは
るかに超える現象に対して気象庁が発表するもの
で， 8月30日の運用開始に合わせてデータ放送の
サービスも開始した。
　そのほか，「紫外線情報」「記録的短時間大雨情
報，高温注意情報」「落雷・竜巻予測（前橋局･宇
都宮局）」「熱中症情報」「落雷情報」「沖合津波情
報」「PM2.5大気汚染予測」「花粉情報」のサービ
スも実施している。「落雷・竜巻予測」は気象庁
から配信される雷ナウキャスト，竜巻発生確度ナ
ウキャストを利用し， 1時間後まで10分間毎の短
時間予測情報を提供した。
　スポーツ関連では，「サッカーW杯予選（ 5月
29日～ 6月12日）」「FIFAコンフェデレーション
ズカップ（ 6月11日～ 7月 2日）」「天皇杯サッカ
ー（ 8月30日～ 9 月13日）」の独立データ放送で
戦績や選手紹介，トーナメント表等を放送した。
　全国高校野球選手権大会では，試合ごとに勝利
チームが抽選して次戦の日程を決めていく「全試
合抽選方式」が復活したことから，「組み合わせ
画面」のデザインを改修したほか，イニングスコ
アや継投・本塁打などの試合経過，地方大会での
成績などをデータ放送で提供した。
　大相撲に関しては，九月場所から勝敗データな
どを提供する配信元を変更し，これまで，17時頃
にまとめて更新していた「序ノ口」から「幕下」
までの取り組み結果を，階級ごとの更新に変更し
た。
　そのほか，「センバツ高校野球（ 3月15日～ 4
月 4日）」「日本ゴルフツアー選手権（ 6月19～24
日）」「全国高校野球地方大会（ 6月21日～ 8月 5
日）」などで独立データ放送を実施した。

2．双方向番組

　Eテレの『ビットワールド』（ 7月19日，11月

1 日）では，マルチ編成を使った双方向番組を生
放送した。リモコンの上下ボタンでメインチャン
ネルとサブチャンネルを行き来してクイズのヒン
トを見つけ出し，番組後半では色ボタンを連打し
て競うゲームなど，データ放送の多様な機能を活
用した双方向番組を実施した。
　W杯サッカー予選やコンフェデレーションズカ
ップの日本戦では，リモコンの色ボタンを連打し
て日本チームを応援することで視聴者同士の一体
感を盛り上げるとともに，Twitterによる応援メ
ッセージも表示した。
　『第64回NHK紅白歌合戦』では，データ放送
に加え，スマートフォンのアプリによる番組への
参加環境を提供した。スマートフォンのアプリで
は，番組進行に合わせた歌手紹介や投票画面への
自動切り替えのほか，歌手別の出演通知機能によ
り，お気に入りの歌手の登場を音声で通知して見
逃しを防止する機能も盛り込んだ。データ放送で
は，12月16日より出場歌手と曲目，関連番組情報
などの提供を開始した。放送当日は，MY採点表
や歌手情報，次の歌手名のほか，視聴者審査員投
票を実施した。総投票数は114万件を超えて過去
最多となり，視聴者の紅白への参加意欲にツール
の拡大で応えることができた。中でもスマートフ
ォンアプリでの参加が12年の約 4倍となり，テレ
ビ受信機に次いで 2番目，全体の18%を占めた。
　そのほか，『双方向クイズ！　天下統一』『国民
総参加クイズSHOW！QB47』 『危機回避バラエテ
ィー ドッチ×ドッジ』などの番組に加え，『おや
すみ日本　眠いいね！』『大！天才てれびくん』『特
報首都圏』『首都圏スペシャル』『しあわせニュー
ス』『解説スタジアム』などの報道関連番組でも
双方向連動データ放送を実施した。

3．放送通信連携サービス

　『連続テレビ小説』や『大河ドラマ』のスタン
プ，ドラマイルやマイ語学，『ためしてガッテン』
など，ネットクラブと連携して視聴を促す取り組
みを強化し，テレビをネットにつないで，より多
彩なコンテンツを楽しめるようにすることで，番
組の視聴や接触率の向上に努めた。
　『連続テレビ小説』のデータ放送スタンプラリ
ーでは，データ放送画面に参加人数を表示すると
ともにQRコードをスマートフォンで読み取るこ
とでスタンプ帳のように閲覧できるようにした。
「BSキッズマイル」は 1日 1 回対象番組を連続
で 5分以上見るとマイルがたまるサービスで，N
HKネットクラブと連携してたまったマイルで番
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組グッズなどの特典に応募できる仕組みにした。
Eテレ「マイ語学」は語学学習をサポートすると
ともに，視聴した番組に視聴履歴のスタンプが押
され，学習履歴と併せてウェブでも確認できるよ
うにした。データ放送とウェブを連携させること
で学習の継続と番組の視聴促進を図った。また，
7月22日からは，データオンラインのネットクラ
ブに「ダイエットクラブ」を追加。テレビ，PC，
スマートフォン向けに「ためしてガッテン 計る
だけダイエット」を展開した。
　 5月 1日から，リモコンの黄色ボタンを押すこ
とでNHKオンデマンドの案内画面へ直接遷移す
る機能をG，BS1，BSPのデータ放送トップ画面
で開始し，利便性を向上させた。

4．ソチオリンピック

　ソチオリンピックのデジタルコンテンツに関し
て，データ放送では，日本人選手に注目した最新
情報や競技情報のほか，「ここだ」と思う場面で
リモコンの色ボタンを押して投票する「みんなで
選ぶベストシーン」，各々の競技の放送中に押下
できる「競技スタンプラリー」を実施した。イン
ターネット向けサービスでは競技情報のほか，放
送していない競技のライブ配信「ネット生中継」
やVOD（Video On Demand）「ダイジェスト動
画」を，PCだけでなくスマートフォンやタブレ
ット向けにも提供した。
　「データ放送」「本線用作画」「携帯サイト」に
使用する競技データは，IOCと提携するサービス
業者から配信されるデータを活用した。また，
「PC・スマートフォン向けサイト」「スマートフ
ォンアプリ」なども同社のサービスを利用した。
「ネット生中継」「ダイジェスト動画」は，IOC
から提供された映像を渋谷・放送センターでエン
コードしてサービス業者にアップロードし，サー
ビス業者では競技情報を重畳してインターネット
向けに配信した。これらにより，開発コストの軽
減と工期の短縮を図った。
　「みんなで選ぶベストシーン」は 1日ごとに集
計し，その日いちばん押されたシーンの写真をデ
ータ放送コンテンツで紹介するとともに，放送本
線のハイライト番組で随時取り上げた。また，「競
技スタンプラリー」は，競技の放送中に押したス
タンプの数に応じてデータ放送画面の“どーもく
ん”の色が「銅→銀→金」と変化し，幅広く競技
を視聴していただけるよう工夫した。
○データ放送
　期間中，オリンピックコンテンツへのアクセス

数は延べ320万件超（ネット接続TVのみの数
値），うち「競技スタンプラリー」へのアクセス
は約125万件で，15個のスタンプ全部を集めた人
は5,000人を超えた。また，「みんなで選ぶベスト
シーン」の投票総数は123万件，最多投票は「ジ
ャンプ個人銀・葛西選手のフラワーセレモニー」
であった。ピーク時には 1分当たり約 4万件のア
クセスがあり，ツイッターでも話題になるなど好
評であった。
○インターネット
　「ネット生中継」は90本（総配信時間は約227
時間），競技を 3分程度に編集した「ダイジェス
ト動画」は225本となった。期間中，ソチオリン
ピック特設サイトへのアクセス数は延べ680万件
超，スマートフォン，タブレット向けアプリのダ
ウンロードは29万件に上った。PCと合わせて「ネ
ット生中継」には約44万件，「ダイジェスト動画」
には約149万件のアクセスがあり，好評であった。

5．インターネット向けサービス

　「NHK杯フィギュアスケート（11月）」や「全
国学校音楽コンクール ブロック大会（ 8 ～ 9
月）」「高専ロボコン ブロック大会（10月）」では，
ハイライトシーンなどの動画をインターネット向
けに配信した。また，「全国高校駅伝（12月）」「都
道府県対抗駅伝（ 1月）」などのロードレースで
は，各区間のダイジェストや中継地点の映像を公
開ホームページに展開した。
　各地のニュース動画サイトのスマートフォン対
応を実施し，Android，iOSの両方でニュース動
画サイトの閲覧が可能となった。また，動画のフ
ァイルフォーマットをFLVからMP4に変更する
とともに，ブラウザーの表示領域に合わせてコン
テンツの幅を可変で表示させる「リキッドレイア
ウト」を導入した。

6．ハイブリッドキャスト

　ハイブリッドキャストは，HTML5とインター
ネットを活用する新たなサービスで，従来のデー
タ放送に比べて伝送容量や画像の色数などの制限
がなくなり，より豊富な情報を提供することが可
能である。インターネットに接続された対応受信
機では，dボタンを押すことでハイブリッドキャ
ストに遷移し，従来のデータ放送と相互に行き来
することも可能である。NHKでは総務省から特
別認可を受け，スクロールニュースや気象，経済
情報，スポーツ情報のほか，季節の移り変わりを
二十四節気などの言葉と画像で表現する「旬美
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暦」を 9月 2日から開始した。
　12月16日からは，過去のニュースや番組ダイジ
ェストなど約800本の動画が見られる「みのがし
なつかし」，タブレットやスマートフォンなどの
セカンドスクリーンと連携した「キーワードコネ
クト」を開始した。 1月20日からは，画面と音声
が連動した絵本の読み聞かせサービス「おはなし
のくに」を開始した。そのほか，双方向番組「天
下統一」ではセカンドスクリーンと連携したサー
ビスを 3回実施した。
　ソチオリンピックでは「番組巻き戻しサービ
ス」を実施。対象番組の放送中にホーム画面の巻
き戻し再生ボタンを押すと番組冒頭から視聴で
き， 3分･10分単位でタイムシフトできるサービ
スを「スピードスケート」や「カーリング」「五
輪ハイライト」など，12番組で実施した。
　ハイブリッドキャストの利用者数は当初， 1日
平均600～700人ほどであったが，サービスを拡充
した12月16日以降，徐々に増加しており，複数の
メーカーがハイブリッドキャスト対応受信機を相
次いで発売したこともあり， 2月に入ってからそ
の伸びは急激に加速し， 1日平均3,330人に達し
ている。

制作技術

1．番組制作

　テレビ制作スタジオのファイルベース運用開始
やVFXを多用したドラマ制作， 4 Kカメラを駆使
した自然番組制作など，デジタル時代にふさわし
い新たな映像表現を目指し，多彩な番組制作を実
施した。
　ドラマ制作では，『連続テレビ小説』「あまちゃ
ん」が放送開始から視聴者の絶大な支持を得て，
東北を支援するドラマとしてお茶の間に定着し
た。地域発ドラマ制作では，要員や機材支援のほ
か，ドラマ制作の経験の少ない地域局職員への現
場実習を実施，技術継承とドラマスキル向上に取
り組んだ。
　音楽・エンターテインメント番組制作では，世
代ごとの視聴者層をターゲットとした音楽番組，
クラシックや伝統芸能など存在感のある番組を多
数視聴者にお届けすることができた。
　ソチオリンピックでは，地上放送（総合・教育）
と衛星放送を合わせて500時間を超える放送を実
施した。さらに，ソチパラリンピックの開会式を
初めて生中継で実施，日本との時差 5時間，深夜

に集中した編成にもかかわらず，数多くの視聴者
の方々に楽しんでいただいた。
　東日本大震災の対応としては，さまざまな番組
を通じて被災地の現状を取材，制作を行った。ま
た，「公開復興サポート　明日へ」のイベントも
継続して実施した。
　 8 K SHVでは，さまざまなジャンルのコンテ
ンツ制作に取り組むとともに，全国各地でのライ
ブパブリックビューイング，フランスのカンヌ国
際映画祭や東京国際映画祭での展示など 8 K 
SHVの超高精細映像と22.2マルチチャンネル音響
の認知度向上を図った。
　第23回参議院選挙の政見・経歴放送から字幕放
送が付加されることになり，通常の政見・経歴収
録に加えて，字幕制作業務と音声ラウドネス運用
など，政見・経歴放送収録の制作体制の見直しを
行った。

2．設備整備

　テレビスタジオではNHKホールの映像設備，
CU-556／557スタジオの更新整備を行った。
NHKホールは14年ぶりの映像設備の更新で，系
統やレイアウトを見直し，大規模公開番組にも，
より柔軟に対応できる信頼性の高いシステムとし
て，番組品質の向上と制作の効率化を図った。主
に大相撲の送出で使用するCU-556／557は，新た
に5.1chサラウンド＋ステレオの送出に対応し，
収録音声信号をSDIエンベデッドに統一，音声ル
ーターを廃止してスペース，コストの効率化を図
った。
　音声スタジオでは，CR-509，CD-521の更新整
備を行った。CR-509はラジオスタジオでは最大
のフロア面積（175坪）を有し，フルオーケスト
ラの録音が可能である。生放送対応として主要構
成部を二重化し，信頼性を確保するとともに，狭
い副調エリアを有効活用した建築設計とコンパク
トな音声卓により，従来よりも広い作業空間を確
保した。CD-521は放送センター内で最もコンパ
クトなダビングスタジオで，音声卓は24フェーダ
ーを採用，キーボード，マウス，ディスプレーを
複数の端末で共有できるシステムとし作業スペー
スの確保と操作性の向上を図った。
　照明設備では，整備後22年が経過し，老朽化が
顕著であったCT-104スタジオの調光設備を更新
した。LED照明に対応した調光器の導入や，持
ち込み機材用電源の設置など運用性を考慮した設
計とした。
　番組系ファイルベースへの対応として，ノンリ
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ニア編集設備ECS-544の整備，ダビングスタジオ
5室のファイルベース対応を実施した。HD-D5
VTRの後継となるファイルベース対応録再機の
スタジオへの整備を12年度から継続して進め，全
スタジオへの設置を完了した。サーバーとのデー
タの授受を一元的に行うファイルベースステーシ
ョン設備を整備， 9月から運用を開始した。BS
スポーツの制作で使用していたBSスポーツサー
バーを地上波スポーツにも対応したスポーツセル
へ更新，MLBの開幕に合わせて運用を開始した。

Ⅰ．テレビ制作技術

1．13年度重点特集番組

　総合・Eテレ共に幅広い層に親しまれる多彩な
ジャンルの番組を制作・放送した。また，衛星放
送においては，BS1とBSプレミアムの位置づけを
明確にし，BS1は“国際情報”と“大リーグ中継”
など報道とスポーツを中心に編成・制作，BSプ
レミアムは，国際共同制作番組をはじめ良質で個
性的な番組や大型企画番組を目玉とした番組制作
を行った。また， 2月の「ソチオリンピック」は
日本との時差 5時間で深夜に及ぶ生放送対応とな
った。さらに都知事の辞任による東京都知事選挙
の政見放送対応など，大型スポーツイベントから
選挙報道まで多岐にわたる番組制作を行った。
○東日本大震災関連番組
　「公開復興サポート 明日へ」は， 5月に大船
渡市民文化会館リアスホール，10月に石巻専修大
学からイベントと番組収録を実施した。 3月 9日
には，盛岡市をキーステーションにCT-510から
生放送『震災から 3年 特集 明日へ～支えあお
う』を行った。震災から 3年を前に多角的に取材
した被災地の現状をVTRや生放送を通して伝え
た。
○『FIFAコンフェデレーションズカップ』（ 6
月）
　FIFAワールドカップ開催の前年に各大陸王者
8チームが参加して行われる大会。衛星放送では，
対戦カード全16試合をCT-511スタジオから生放
送した。開催国がブラジルということで時差が12
時間あり，深夜の生放送対応となった。
○『第23回参議院選挙』（ 7月）
　参議院選挙の政見・経歴放送から字幕放送が実
施されることとなり，政見収録と同時に字幕制作
を実施した。字幕制作は，スタジオで収録してい
る政見内容をCL-707リハーサル室でテキスト化

する作業で，政見収録を実施しているスタジオと
直接，光ファイバーを布線して運用性を考慮した
システム構築を行った。また，ラウドネス運用開
始後，初の政見・経歴放送となった。
○『ソチオリンピック』（ 2月）
　地上放送（総合・教育）201時間04分，衛星放
送306時間20分の放送を実施した。地上放送では，
CT-112スタジオから注目競技を中心に 1日約10
時間の放送を行った。競技中継は，5.1サラウン
ドで臨場感のある音声を視聴者に楽しんでいただ
いた。衛星放送は，CT-512スタジオから 1日約
22時間，さまざまな競技を放送した。

2．ドラマ制作

（1）『大河ドラマ』「八重の桜」「軍師官兵衛」
　『大河ドラマ～八重の桜』は，NHK東日本大
震災プロジェクトに基づいて企画された大河ドラ
マ52作目。幕末から明治にかけて，自らの信念を
貫いて生きた新島八重の生涯を描いた。大河ドラ
マ初の大判イメージセンサーを用いたプログレッ
シブ（30P）撮影で，「美しさ」「陰影」そして「持
久力」を追求し，幕末から明治にかけて，八重が
生きた「激動の時代」を魅力あふれる表現で描い
た。VFXでは，グリーン幕を背景に合成素材を
収録し，奥行き感のある自然な合成映像を制作，
セット費用の削減にも貢献した。音声は，立体的
な音像制作を目指し，ラウドネス管理後初の『大
河ドラマ』となった。
　『大河ドラマ～軍師官兵衛』は，播磨の国（兵
庫県姫路市）を舞台とした 5年ぶりの戦国時代劇
で，下克上の時代に人との絆と信義を貫いた黒田
官兵衛の生涯を描いている。幅広い年齢層や家族
で楽しんでもらえるように，高齢者にも優しい映
像・照明と聞き取りやすい音声を目指し，収録を
行った。近年の制作手法からドラマ制作の原点に
今一度立ち返り，マルチカメラのスイッチング収
録を行うとともに，近年にない非常に効率的な制
作で経費削減にも大きく貢献した。さらに，今ま
で積み重ねてきたVFX等の技術力も生かし，安
定感のある映像・音声とともに幅広い世代に親し
まれる作品を目指した。
（2）『連続テレビ小説』「あまちゃん」「ごちそ

うさん」
　第88作「あまちゃん」は，脚本家・宮藤官九郎
氏が故郷の東北を舞台に描いたオリジナル作品。
海女を目指すヒロインが挫折・奮闘ののち，地元
アイドルとなり，その笑顔が元気を届けるという
人情喜劇として描かれた。撮影スタイルは「 5カ
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メ，VTR 3 台，1シーン連続撮り，平均 2回収録」。
芝居の鮮度と喜劇のエッセンスを重要視し，テス
トの回数を極力減らし，軽い場当たりの後にすぐ
本番に入るスタイルをとった。軽妙かつ重層的な
脚本と，フレッシュなヒロインはじめ個性豊かな
俳優陣や心に響く音楽などが相まって多くの視聴
者に愛され，震災後の東北支援にも大きくつなが
るドラマとなった。
　第89作「ごちそうさん」（大阪制作37作目）は，
東京で生まれ育ち，大阪へ嫁いだ「食いしん坊」
のヒロイン（め以子）が，小姑の「いけず」にも
負けず，食の神髄と始末の精神を学び，人々の胃
袋と心を満たす物語。「料理」のシズル感を重視
し，ユーザーガンマを使用，明るく活気のある映
像ルックを目指した。芝居を一連で撮ることで，
『連続テレビ小説』ならではのドラマ作りを実
施。劇中に登場する料理にも，ひと手間かけ，お
いしさを引き立て，朝から「元気」と「おいし
い」を届けた。
（3）『土曜ドラマ』「島の先生」
　鹿児島県の離島にある小さな学校を舞台に，さ
まざまな事情を抱え都会から留学してきた子ども
たちと，彼らの成長を温かく見守る教師たちの
日々を描いた。南国離島を随所に感じ，生きた明
かりを色彩豊かに物語に取り入れ，海・太陽・学
校，そこに包まれている人々をスケール感あふれ
る映像で表現した。
（4）『NHKスペシャル』「特集ドラマ　東京が

戦場になった日」
　東京大空襲を「消防」という観点から見つめ直
し，大空襲に立ち向かい炎の中に飛び込んでいく
消防官たちの姿を通して，戦争の愚かさ，過酷さ
を伝えた。また，17歳の年少消防員，19歳の学徒
消防員を主人公とし，青春時代を懸命に生きなが
らも戦争に巻き込まれていく敗北感と無念さを描
いた。東京大空襲を再現するため，栃木県高根沢
町にある工場跡地にオープンセットを設置し，こ
れに炎を仕込んで撮影。B29やヘルキャットなど
戦闘機からの焼

しょう

夷
い

弾
だん

や炎の表現などは，VFXを
最大限に生かしながら，限られた時間と予算の中
で効果的に当時の様子を描くことができた。
（5）『土曜ドラマ』「七つの会議」
　企業が抱える体質，組織の一員として働くサラ
リーマンの矜

きょう

持
じ

と悲哀，そして下請けの現場の人
間模様などを浮き彫りにしながら，大手電機メー
カーの下請けである中小企業を舞台に隠蔽と内部
告発を題材としたドラマ。一人の平凡な課長が思
いがけない出来事をきっかけにそれまで知ること

のなかった会社の謎に迫り，深い闇と向き合うよ
うになる劇的な展開を多彩なアングルショットと
映像トーンで描いた。
（6）『土曜ドラマ』「足尾から来た女」
　日本初の公害事件（足尾鉱毒事件）をテーマ
に，国家のために犠牲になった村の一人の女性の
喪失と再生を描いた物語である。喪失からどう生
きるのかを問う作品。新規に導入した 4 Kカメラ
（CineAltaF65RS）を使用し，HDによるプログ
レッシブ（30P）撮影を用いて，新たな映像を構
築した。自然なレトロ感をテーマに創り過ぎず，
主役の心情がダイレクトに伝わる映像表現を心掛
けた。「今も故郷を失った者の戸惑いと怒りは歴
史を超えて共通」というメッセージは多くの視聴
者の心を揺さぶった。
（7）『土曜ドラマ』「夫婦善哉」
　織田作之助生誕百年を記念し，代表作『夫婦善
哉』を新たに見つかった続編を含めてドラマ化。
長尺のカットで芝居の情感を最大限に引き出すと
ともに，カメラを動かさずミディアムサイズを基
調としたフィックスフレームで蝶子・柳吉の深い
人情劇と対

たい

峙
じ

し，美しく艶やかな作品に仕上げた。
撮影は大阪局T1スタジオと東映・松竹撮影所の
オープンセットを中心に行われた。メインカメラ
として被写界深度が浅く表現力豊かな大判カメラ
C300を使用し，内蔵のCineガンマで艶を表現。
併用したHDC-950も色調を合わせ30Pで撮影し
た。
（8）『土曜ドラマ』「太陽の罠（わな）」
　特許戦争をモチーフに，「軋

あつ

轢
れき

があろうが，そ
の先の高みを目指す人間のプライドと欲望」を描
き，男たちの狭

はざ

間
ま

に生きる女とのラブストーリー
という軸も持った，新しいバランスの『土曜ドラ
マ』を目指した作品。視聴者を混乱の渦に巻き込
むためのさまざまな“罠”がストーリーの中に仕
掛けられている本作。映像・音声共に，スピード
感あふれる展開でサスペンスフルな芝居を，マル
チカメラによる一連収録で表現。映像ルックはノ
ーマルなトーンで収録しポスプロで決める方針で
臨み，やや黒の締まったサスペンスにふさわしい
トーンに仕上げた。
（9）ドキュメンタリードラマ『基町アパート』
　広島市の中心部にある市営基町高層アパートを
舞台に，被爆，残留日本人孤児など多くのテーマ
を，おじいちゃんを訪ねた子供（孫）の目線で伝
えた力作。戦争体験者の高齢化が進む中，アパー
トに住んでいる人の証言というドキュメンタリー
パートを挟み込んだ多面的な表現に取り組み，デ
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ジタルシネマカメラC300 Canon－Log撮影によ
り，非常に幅広いダイナミックレンジを生かした
撮影を実施。マルチコプターやステディカムによ
るダイナミックな映像表現とあわせて，基町アパ
ートという特殊な環境を余すところなく伝えた。

3．音楽・エンターテインメント番組

（1）『NHK歌謡コンサート』
　毎週火曜に公開生放送で送る同番組は，13年度
に20周年を迎えた。NHKホールで37本，茨城・
福島で派遣番組として各 1本を制作した。毎回テ
ーマを設定し，時代・世代を超えて「歌謡曲ファ
ン」の心に響く名曲を季節感あふれる豪華なステ
ージショーとして放送した。ジャンルにこだわら
ない話題の曲も取り上げ，客席の盛り上がりとと
もに生放送ならではの臨場感を視聴者に伝えた。
（2）『NHKのど自慢』
　“日曜のお昼”といえば『NHKのど自慢』と
いわれるほど日本人の生活に定着している長寿番
組。 5台のカメラでシンプルに，アドリブで撮影
するスタイルで，13年度は46本の生放送を制作し
た。予選会では中継車見学ツアー等のCS活動を
全国で実施した。 3月にはNHKホールでチャン
ピオン大会を生放送した。
（3）『SONGS』
　40～50代の視聴者層をターゲットにした大人の
ための音楽番組。多彩なジャンルのアーティスト
が出演し，J-POPの名曲を中心にじっくり聴かせ
る。カメラは伸縮クレーンを含む 6台程度を使用
しているが，演出意図にあわせてさまざまな撮影
特殊機材を駆使し，ダイナミックで魅力的な画作
りを行った。演奏はほとんどが生演奏のため，マ
ルチ録音しトラックダウンを行いクオリティーの
高いサウンドをお茶の間に届けた。
（4）『MUSIC JAPAN』
　若者向けJ-POP中心の音楽番組。NHKホール
での公開収録分とスタジオ収録分で構成し，木曜
午後11時台に放送した。国内外の人気アーティス
トを招き，迫力と魅力満載のパフォーマンスを繰
り広げた。カメラは伸縮クレーンを含む 8台以上
を使用，ステディカムなどを駆使し躍動感あふれ
る撮影を行い，ムービングライトとLEDスクリ
ーンにより，華やかなステージを演出した。
（5）『にっぽんの芸能』
　日本の伝統芸能である歌舞伎・舞踊・邦楽演奏
などを劇場やスタジオで収録し，分かりやすい解
説とともに，日本人の心と文化を後世にも伝え残
していく大切な番組として制作した。

（6）『クラシック音楽館』
　NHK交響楽団の定期公演などを5.1chサラウン
ド音声を基本に，多くのクラシックファンに満足
していただける高品質な音声と映像でコンサート
ホールの臨場感あふれる番組として制作した。
　リモコンカメラや電子台本を活用して，紙台本
のめくり音や台本灯の明かりなどを極力減らし，
会場で演奏を楽しむお客様の妨げとならないよう
工夫を行っている。
（7）『スクールライブショー』
　中高校生向けの“エンタメ系ティーンズバト
ル”としてさまざまなパフォーマンスを披露し対
決する公開派遣番組。ダンスやバンド，書道など
その分野の一流のプレーヤーが審査しチャンピオ
ンを決定する。会場が一体となってのパフォーマ
ンスなど，ライブ感を大切にした番組制作を行っ
た。
（8）『第45回思い出のメロディー』
　時代を越えて愛され，歌い継がれてきた名曲を，
ゲストや当時の話題とともにさまざまな切り口で
紹介。「テレビ60年・夢つぐむ歌　未来へ」をテ
ーマにテレビから生まれた名曲を中心に生放送で
視聴者へ届けた。 2時間20分のステージショーを
印象的なライティングと12台のカメラ，5.1chサ
ラウンド音声で伝えた。
（9）『第64回NHK紅白歌合戦』
　“歌がここにある”をテーマとしてNHKホー
ルからの生放送でお送りした。出場歌手は51組。
「あまちゃん」とのコラボレーションや，陸前高
田，横浜，台北，品川の 4か所からの中継を交え，
1年を締めくくる 4時間25分の大型番組を国内外
に届けた。基本セットはLEDスクリーンとし，
同期再生映像を映して出場歌手のパフォーマンス
を盛り上げた。カメラは 4台のクレーンと 2台の
ワイヤレスミリ波モバイルを含む22台で多角的に
捉え，照明とLEDスクリーンとの融合により魅
力的な映像表現を行った。
　副音声サービス（紅白ウラトークチャンネル），
データ放送，スーパーハイビジョンライブビュー
イングも実施し，視聴者の期待に応えた。
（10） 『第57回NHKニューイヤーオペラコンサ

ート』
　「花が誘う 歌物語」をテーマに“花”を題材
にしたクラシック・オペラの名曲を生放送で届け
た。ダイナミックな5.1chサラウンド音声，リモ
コンカメラ 5台を含む13台のカメラ，そして季節
や時間で移り変わる花の美しさと歌の心情を華や
かな照明で表現し，オペラの魅力を余すことなく
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視聴者に伝えた。
（11）『第40回NHK古典芸能鑑賞会』
　日本の伝統芸能の各ジャンルを代表する演目の
当代一流の演者による上演を収録した。今回は箏
曲「松竹梅」，狂言「萩大名」，京舞「お七」，歌
舞伎「引窓」を披露。日本人が愛し，育んできた
古典の名曲・名作の数々を，未来に継承できる番
組となった。
（12）『震災から3年 “明日へ” コンサート』
　東日本大震災から 3年。復興支援の音楽番組と
して，NHKホールから“音楽の力”を通じて復
興メッセージを届けた。福島市音楽堂，宮城県気
仙沼市，栗原市の 3か所からの中継を交えて，紅
白歌合戦並みのセットとシステムで，人気アーテ
ィストのパフォーマンスを総合テレビとBSプレ
ミアムで 2時間29分にわたって生放送した。

4．『NHKスペシャル』大型企画

　13年度は34本の『NHKスペシャル』を担当し
た。
　東日本大震災から 3年，被災地の復興に向けて
の取り組みを中心に震災関連番組を多数制作し
た。「東日本大震災　“応援職員”被災地を走る
～岩手県大槌町」「東日本大震災　逆境からの再
出発～高齢者を支える医師たちの挑戦」「“災害ヘ
リ”映像は語る～知られざる大震災の記録」な
ど，復興に向けた取り組みを深く掘り下げて取材
し，視聴者に被災地の現状や被災された方たちの
思いを伝えることができた。
　大型企画シリーズでは「病の起源」「深海の巨
大生物」「遷宮」「金メダルへの挑戦」「人体　ミ
クロの大冒険」を制作した。
　「病の起源」では人類にとって宿命ともいえる
「病」を進化の観点から追求した。「がん」「脳卒
中」「心臓病」「うつ病」を取り上げ，進化の陰で
人類はいかに病に向き合ってきたかをひもといて
いき，壮大な知的エンターテインメントとして描
き出した。
　「深海の巨大生物」ではNHKが開発した深海
用超高感度カメラを最新鋭の潜水艇に搭載し，知
られざる深海の様子を驚

きょう

愕
がく

の映像で表現し，視聴
者に驚きと感動を伝えることができた。
　「遷宮」では，伊勢と出雲の御神体を移す遷宮
の全貌を紹介。これまで映像記録がほとんど残っ
ていない“遷御の儀”の詳細をカメラで捉えた。
日本という国が誕生した時代の知られざる物語に
最新の研究で迫った。
　「金メダルへの挑戦」の「小さな大ジャンパー　

髙梨沙羅17歳」「世界最高得点をめざせ～日本フ
ィギュア男子」では，ソチで開催された冬季オリ
ンピックに挑む選手の競技に向けて取り組む様子
をハイスピードカメラで撮影。驚異の運動能力を
特殊技術で捉えた。
　「人体　ミクロの大冒険」では「ようこそ！細
胞のミラクルワールドへ」「あなたを創る！細胞
のスーパーパワー」「あなたを変身させる！細胞
が出す“魔法の薬”」「あなたを守る！細胞が老い
と戦う」の 4本を制作し，これまで想像するしか
なかった細胞の活動を映像化し，驚きと感動を伝
えた。
　その他，「足元の小宇宙」「従軍作家たちの戦争」
「僕はなぜ止められなかったのか？～いじめ自
殺・元同級生の告白」「神の数式」「至高のバイオ
リン　ストラディヴァリウスの謎」「超常現象　
科学者たちの挑戦」などを担当。自然物から戦争
証言，教育関連番組など多岐にわたる現場でロケ
を行っている。

5．デジタル技術を生かした番組制作

　タブレット携帯端末やSNSの発達など，生活を
取り巻くメディア状況が目まぐるしいスピードで
変化している。この放送・通信融合時代に，ネッ
トワークやデジタル技術を活用した多様な番組制
作を実施した。
　『あさイチ』ではデジタルテレビの双方向機能
を使った視聴者参加型番組として，インターネッ
トに接続された受信機やワンセグから参加できる
「スゴ技Q」を放送した。毎日の家事に役立つ
“ウラ技”や暮らしをより明るくする“スゴ技”
を伝える生放送クイズコーナーで，毎回数多くの
視聴者が参加しており，14年度からはハイブリッ
ドキャストでも参加可能となる。また，『大！天
才てれびくん』では，子供向けに視聴者参加型の
生放送を実施した。テレビのリモコンで番組と連
動した多彩なゲームに多くの参加者数となった。
　『しあわせニュース2013』生放送では，「幸せ
になれる」をコンセプトに全国から届けられた
“しあわせニュース”をテンポ良く伝えた。共感
した視聴者からのボタン投票を「幸せの鈴をなら
す」として集計し，放送中に650万を超える投票
アクセスを記録した。
　『着信御礼！ケータイ大喜利』は，生放送中に
出題される大喜利のお題に，携帯電話，スマート
フォンから投稿してもらうシステムで，広く視聴
者の投稿を受け付け番組で公開した。この番組は，
アメリカ，カナダやヨーロッパ，中東，北アフリ
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カの一部地域等でも放送されており，海外からの
投稿も増えている。他にも『Rの法則』や『ハー
トネットTV』など，ホームページやツイッター
からの投稿を活用する番組も放送した。
　『クローズアップ現代』や『サイエンスZER
O』などでは，視覚化が難しい微小な現象から広
大な宇宙の現象やさまざまな社会情勢のCGやデ
ータを，バーチャルシステムを活用して視聴者に
分かりやすく伝えた。バーチャルシステムは，リ
アルタイムにCGを合成できるメリットがあり，
『ザ・プレミアム』「よみがえる江戸城」では，
細部までCGで復元した江戸城をバーチャルシス
テムで合成し，豪華な建築や松の廊下など江戸城
の真の姿に迫った。

6．撮影関連

　さまざまな撮影機材を駆使し，ドラマ・音楽・
ドキュメンタリーなど多彩なジャンルの番組制作
に取り組み，臨場感あふれる魅力的なコンテンツ
制作を実施した。
（1）特殊機材を活用した撮影
○防振装置（ステディカム・アルテミス）
　カメラマンの身体に専用ベストを使用して直接
装着するタイプの防振装置で，階段の昇降や悪路
などでの移動ショットにおいても映像にブレがな
く，極めて安定した移動撮影が可能。ただし，こ
の装置の総重量は20kg以上あり，担当カメラマ
ンには日常的な撮影訓練・体力訓練が不可欠であ
る。ロケ番組やドラマ・音楽番組で，受像機の大
画面化時代にマッチした安定感あるダイナミック
な映像表現に使用されている。『第64回NHK紅白
歌合戦』では，ケーブルのないミリ波モバイルカ
メラを装着し，華やかなステージ周りを縦横無尽
に移動して撮影を行い，迫力と臨場感にあふれた
映像描写で番組を大いに盛り上げた。
○ハイスピードカメラ
　通常のカメラでは捉えられない被写体の一瞬の
変化を，極めて鮮明な超スローモーション映像で
撮影できるハイスピードカメラで収録し，肉眼で
は見えない驚くべき姿を映像化した。特に『NHK
スペシャル～ホットスポット 2』や『ダーウィン
が来た！』では，未到の映像撮影に挑み，さまざ
まな謎の解析や驚異の映像表現を実現した。
（2）山岳撮影
　初歩的な登山技術から，冬山登山・ロッククラ
イミングなどの高度な専門技術まで，広範な山岳
登山技術習得のために山岳研修を定期的に実施し
ている。13年度も北八ヶ岳で，外部から山岳講師

を招き，ロッククライミングなどの技術や冬山で
の縦走術などを学びながら，より一層幅広い映像
表現を目指し撮影技術力を磨いた。自然番組を中
心に，紀行番組などさまざまな番組で山岳撮影技
術が用いられた。
（3）潜水・水中撮影
　ドキュメンタリーからドラマまで幅広いジャン
ルにおいて潜水撮影を行い，魅力的な水中の世界
を映像化した。高精細カメラを用い， 8 K・ 4 K
水中撮影にも挑戦し，新しい分野を開拓した。山
岳撮影同様，潜水撮影にも高度な専門技術力が必
要なため，13年度も伊豆大島において潜水研修を
実施し，初心者から上級者までの潜水撮影担当者
の養成に努めた。

7．照明関連

（1）省エネへの取り組み
　ソチで開催された冬季オリンピックにおいて，
現地のNHKユニスタジオの照明をすべてLED器
具で対応した。LED照明器具の使用により省エ
ネに貢献するとともに，大会期間連日現地からの
最新情報の安定送出を行った。
　機材の開発では，11年度にメーカーと共同開発
しCT－110スタジオに導入されている，高演色性
白色LEDスポットライトのLEDデバイスを利用
したフラッドライトの開発に取り組んだ。1kW
ハロゲンランプ器具と同等の照度を，約 5分の 1
の220Wの消費電力で得ることができた。今後さ
らにスタジオ設備に導入できるよう改良を進めて
いく。
（2）CT－104照明設備更新
　生放送番組やバーチャル制作番組を多く制作す
る汎用スタジオとして運用されているCT－104ス
タジオの照明設備更新を行った。前年度に更新さ
れたCT－103の設備仕様を踏襲し新規開発コスト
の削減に取り組み，多様な演出要件にも柔軟に対
応が可能で，作業効率と安全性の高い設備整備を
行った。

8．音声関連

（1）情報番組
　『NHKスペシャル』では， 6月放送の「世界
遺産　富士山～水めぐる神秘」， 7月放送の「シ
リーズ深海の巨大生物　謎の海底サメ王国」を
5.1chサラウンドで放送し，知られざる富士の湧
水の世界や未知なる深海の世界を臨場感あふれる
音声で表現した。11月放送の「至高のバイオリン　
ストラディヴァリウスの謎」では，放送技術研究
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所の無響室での音響データ測定に協力し，至高の
楽器の謎に迫った。
　ソチオリンピックの放送は，地上波では 2月 6
日のフィギュア団体から 2月23日の閉会式まで，
CT-112スタジオをキーステーションとして競技
生中継をすべて5.1chサラウンドで，ハイライト
はステレオで放送した。衛星波は，CT-511スタ
ジオをキーステーションとしてステレオで放送し
た。
　東日本大震災から 3年を迎えた13年度は，多数
の関連番組を制作した。「公開復興サポート　明
日へ」は， 5月18～19日に大船渡市民文化会館リ
アスホール，10月20日に石巻専修大学で開催され，
ワイヤレスマイク運用のコーディネートを行い，
多数のイベントの円滑な収録に貢献した。 3月11
日に向けた震災関連の番組では，「避難者13万人
の選択」「被災地　こころの軌跡」「あの日　生ま
れた命」などの『NHKスペシャル』や，テレソ
ン『震災から 3年　特集　明日へ～支えあおう』
などを通して，被災地の今を伝えた。
（2）ドラマ番組
　『大河ドラマ』「八重の桜」「軍師官兵衛」，『連
続テレビ小説』「あまちゃん」「ごちそうさん」の
ほか，硬派の社会派ドラマ『土曜ドラマ』「足尾
から来た女」「七つの会議」や，『NHKスペシャ
ル』「特集ドラマ　東京が戦場になった日」，『特
集ドラマ　生きたい　たすけたい』のほか，『土
曜ドラマ』「島の先生」「実験刑事トトリ 2」など
多くの番組を制作した。また，『SHVドラマ』「コ
ーラス」の制作ではアパートの断面を 1カットで
見せる実験的映像表現に22.2マルチチャンネル音
響で実験的な音響を創り上げ，東京国際映画祭で
も上映された。13年度は多くの地域発ドラマが制
作され， 4月の徳島発ドラマ『狸（たぬき）な家
族』にはじまり 3月の香川発ドラマ『さぬきうど
ん融資課』まで多くの長期支援を行った。
（3）音楽，エンターテインメント番組
　『NHK歌謡コンサート』『第45回思い出のメロ
ディー』『NHKのど自慢チャンピオン大会2014』
は，いずれもNHKホールから生放送した。『第64
回NHK紅白歌合戦』は「歌がここにある」をテ
ーマに，陸前高田，横浜，台北，品川の 4か所か
らの生中継のほか，『連続テレビ小説』「あまちゃ
ん」の出演者による生ドラマなど，NHKホール
から長時間の生放送を行った。12年度に引き続き
「紅白ウラトークチャンネル」を副音声で放送し
た。
　 3月10日には『震災から 3年“明日へ”コンサ

ート』をNHKホールから生放送した。福島県の
福島市，宮城県の栗原市，気仙沼市の 3か所から
の生中継を行った。多彩な出演者の力強い歌声や
演奏を通じて，被災地へ勇気と笑顔を届けること
ができた。
　音楽番組では『ベストオブクラシック～NHK
交響楽団定期公演』『第57回NHKニューイヤーオ
ペラコンサート』『第40回NHK古典芸能鑑賞会』
などを5.1chサラウンドで放送した。『ウィーン・
フィルハーモニー管弦楽団演奏会』（11月17日サ
ントリーホール収録），『クラシック音楽館～水戸
室内管弦楽団　第89回定期演奏会』（ 1月17日水
戸芸術館コンサートホールATM収録）など，話
題性の高いコンサートを視聴者に届けた。
（4）ラウドネスによる音声レベル管理
　13年度より，すべてのテレビ番組にラウドネス
による音声レベル管理を適用した。新規制作の番
組だけでなく，過去に制作された番組の再放送に
あたっても，適正な平均ラウドネス値となるよう
に測定，調整を行うことで，番組間やチャンネル
間の番組音声レベル差の解消に取り組んだ。

9．映像関連

（1）NHKホール映像設備更新
　老朽化したNHKホールの映像設備の更新を行
った。大規模な更新工事にもかかわらず，工事期
間が限られるため，12年度と13年度の 2か年計画
で実施した。
　カメラ設備については，12年度に先行して更新
した。SONY製のHDC-2000とHDC-2400を各 5
台（予備カメラ含む）導入し，暗部でもノイズの
少ない鮮明な映像の提供を可能とした。
　13年度は映像卓の更新を行った。映像卓は，
CT-110や112，113でも実績がある池上製HSS-
330を導入した。他のスタジオと同様にデータの
内部処理に改良を加え，スイッチングスピードを
改善することで，音楽番組特有のテンポの速い映
像切り替えに対応した。また，NHKを代表する
『NHK紅白歌合戦』をはじめとする多くの生放
送番組に対応するため，第 2エマージェンシー系
まで整備したのに加えて，パッチングを極力排除
できるシンプルな設備とし，リスクの軽減を図っ
ている。映像モニターは，監視卓マスターモニタ
ーを含めほとんどを有機ELで整備した。
　このほかに13年度は，大相撲をはじめとするス
ポーツ番組の生送出で使用するCU-556／557の映
像設備更新も行った。
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（2）ファイルベース制作設備の整備
　12年度に整備した第 2サーバーにノンリニアE
CSを 1 室（ECS-544）追加整備した。これによ
りノンリニアECSは当初予定の 7室の整備を完了
した。
　HD-D5　VTRの更新として，ファイルベース
録再機の整備を進め，CT，CUすべてのスタジオ
への整備を完了した。
　PD編集室は52室を更新し，AVC-I100対応が可
能となった。14年度は残った20室を更新する予定
である。
　13年度はスポーツサーバーシステムの更新を行
った。MLBや欧州サッカーなどに加え，大相撲
の素材収録にも対応できるようになり，多様なス
ポーツ番組の編集業務への貢献が期待できる。
　14年現在，ノンリニアECSでは『探検バクモ
ン』や『ドキュメント72時間』『コズミック　フ
ロント』『MUSIC JAPAN』などを制作している。
また，ハイブリッドECSでは『鶴瓶の家族に乾
杯』や『小さな旅』『ハートネットTV』などを制
作している。
（3）CGコンテンツ制作と開発送出
　『NHKスペシャル』「震災ビッグデータ」では，
多種多様なデータを集めた「ビッグデータ」の解
析と可視化を担当し，震災検証番組に大きな役割
を果たした。
　正月放送の『ザ・プレミアム』「よみがえる江
戸城」では，幕末にすべてが消失してしまった日
本史上最大の城「江戸城」の秘密に迫るべく，専
門家と共同で 5年をかけてCGでの復元に取り組
み，視聴者本位の映像制作を行った。
　その他，『NHKスペシャル』「MEGAQUAKE」
や「神の数式」「超常現象」「シリーズ遷宮」など
の番組のCG制作を行い，番組内容の理解促進に
貢献した。
　14年 2 月の東京都知事選挙では，Brainstorm 
eStudioをベースに開発した開票速報CGシステム
「BRAIN」で開票速報に対応した。選挙の度に
さまざまな機能を追加してきたが，これまでに選
挙電文の仕様変更を含めて，ほぼすべてのプログ
ラムを一新したことで，急な選挙ではあったが，
比較的軽微な開発で今回の選挙にも対応できた。
今回，BRAINで描かれたグラフ上の項目をタッ
チして次画面へ展開できる機能を新たに追加し，
さらなる運用性の向上を図った。
　また，今回も演出ツールとして「BRAIN touch
システム」を使用し，キャスターが実際に画面操
作しながら，選挙の状況分析や結果を解説する場

面で大いに活用された。
　開票当日には「BRAIN」「BRAIN touchシステ
ム」共に，即時性の高いコンテンツを無事故で生
放送し，視聴者の信頼に応えた。
（4）その他の主な設備整備
　このほか13年度の主な設備整備は次のとおり。
・CT-104汎用バーチャル設備の更新
・オーディションルーム　ファイルベース対応補
完工事
・アーカイブスES2編集室の更新

10． 8 K SHV（スーパーハイビジョン）

（1）ライブパブリックビューイング
　ミラノ・スカラ座オペラ「リゴレット」を仙台
局で，NHK杯フィギュアスケートを名古屋局で，
『第64回NHK紅白歌合戦』を大阪グランフロン
ト大阪・横浜赤レンガ倉庫・イオンシネマ幕張新
都心で実施した。長距離の伝送はIP伝送を使用し，
首都圏は非圧縮の光伝送を行い，中継会場の雰囲
気，臨場感を300インチを超えるスクリーンサイ
ズで22.2マルチチャンネル音響とともに各地で伝
えた。
（2）国際映画祭展示
　フランスのカンヌ国際映画祭と東京国際映画祭
で映画・映像関係者向けに 8 K SHVの展示をシ
アターで行った。 8 K制作による映像表現の提案
として短編映画「美人の多い料理店」，ドラマ「コ
ーラス」などを中心に上映。また，リオのカーニ
バルや水中撮影コンテンツ「美ら海散歩」などの
8 K SHVをPRできるコンテンツを上映し， 8 K
の超高解像度と臨場感の認知度向上を図った。
（3）スポーツコンテンツ
　14年のFIFAワールドカップの検証として， 6
月のFIFAコンフェデレーションズカップブラジ
ル大会に 8 K-SHV中継車を送り， 2会場で収録
し帰国後パブリックビューイング用コンテンツを
制作し上映した。 2月はソチオリンピックで，開
閉会式とフィギュアスケートをソチのIBC会場で
ライブ上映し，大会関係者にアピールした。また，
収録したコンテンツを持ち帰り，放送センターの
ふれあいホールと幕張，名古屋局でパブリックビ
ューイングを行った。
（4）コンテンツ制作
　 8 Kコンテンツ集「 8 Kエクスペリエンス」，初
のドラマ「コーラス」，「東京ガールズコレクショ
ン秋･冬」，「オペラハイライト」，「NHK杯フィギ
ュアスケート」，大河「軍師官兵衛」メイキング，
「紅白歌合戦」，国宝「風神雷神図屏風」を制作。



第
2
部

Ｎ
Ｈ
Ｋ

第２部　NHK｜第３章　技術｜1 節　番組技術

285 NHK年鑑’14

また，一部コンテンツで放送を意識した長尺版も
制作した。アメリカ・ラスベガスで行われる
NAB2014の展示上映用には 8 K SHV機器の小型
化をテーマに「東京ガールズコレクション春・
夏」「MOVE」を制作しアピールした。『新日本
百景』では震災後の「相馬野馬追」，水中撮影「美
ら海散歩」，「阿波おどり」「仁淀川」「長岡花火」
「高山祭」「京都のいろ」を制作した。

Ⅱ．ラジオ・FM制作技術

1．FM放送

　13年度も多彩なジャンルの音楽番組を制作し，
視聴者に届けた。
　クラシックでは，「NHK交響楽団定期演奏会」
をNHKホール，サントリーホールから継続的に
生放送した。「輝くオペラの巨星たち」と題され
た『NHK音楽祭2013』は，ミラノ・スカラ座管
弦楽団（ 9月16，19日），NHK交響楽団（10月 2
日），フランス放送フィルハーモニー管弦楽団（10
月 5 日）の演奏会をNHKホールから生放送した。
　ジャズでは，『セッション2013』をふれあいホ
ールでの公開録音で制作したほか，12年度に放送
して大きな反響を呼んだ『ハンサムJAZZ LIVE』
の第 2 弾（類家心平 5  PIECE BAND，indigo 
jam unit，PE’Zほか）を 4月30日～ 5月 3日の 4
夜連続，第 3弾（小曽根真&ゲイリー・バートン，
Aquapit，大野雄二withルパンティック 5ほか）
を 8月27～30日の 4夜連続で放送した。
　毎回 1つのテーマにスポットを当て， 1日たっ
ぷり堪能してもらう『今日は一日○○三昧』で
は，13年度は“美空ひばり”“サッカー音楽”“プ
ログレ”“学園ドラマソング”などの多彩なテー
マで16回を生放送した。
　『民謡をたずねて』『吹奏楽のひびき』『ベスト
オブクラシック』などの公開派遣番組の制作や，
『邦楽百番』『日本の民謡』『能楽鑑賞』などの伝
統芸能のスタジオ録音などに取り組んだ。また，
ポップス，歌謡曲，トークバラエティーなどのジ
ャンルでも，視聴者のニーズに合わせたさまざま
な番組制作に取り組んだ。

2．オーディオドラマ

　R1のオーディオドラマ『新日曜名作座』は，
話題の文芸書や人気作家の短編集などをドラマ
化， 7シリーズ40話の新作を制作した。
　『FMシアター』は本部では17本の新作を制作

した。 9月には「東の国よ！」を連続 2話で『F
Mシアター』枠で放送。松山局 3本と高知局 1本
のセリフ収録と生音収録と，広島局 1本のセリフ
収録で技術サポートを行い，オーディオドラマス
キルの地方への継承を行った。甲府局制作分では，
音声チーフとして本部担当者がスタッフに入っ
た。
　『青春アドベンチャー』は本部では14シリーズ
130本を制作した。14シリーズ中， 4シリーズで
劇伴音楽を作曲家に依頼。委嘱楽曲が増える傾向
にある。
　『特集オーディオドラマ』では「星を掘れ！」
「瑞穂のくに」「交響詩　ジーンとともに～たっ
た一羽の渡り鳥」の 3作を制作した。
　 9月に本部集合研修「オーディオドラマ制作実
習」を実施。その後，実習生の 1人にはOJTとし
て実際に本部での番組制作のオペレーターを努め
てもらうなど大きな成果を上げることができた。
　『青春アドベンチャー』「シュレミールと小さ
な潜水艦」の素材をもとに，「マルチチャンネル
立体音響（22.2ch）音楽録音研修」を実施。オー
ディオドラマの新たな表現手法の開拓に端緒を付
けた年となった。
　12年 3 月に放送した『FMシアター』「2233歳」
が13年度文化庁芸術祭大賞を， 8月に放送した
『特集オーディオドラマ』「瑞穂のくに」が優秀
賞を受賞した。

報道技術
　気象庁は，大雨や暴風などで，その地域で数十
年に一度しかないような災害が差し迫ったときに
最大限の警戒を呼びかける「特別警報」の発表を
8月30日から始めた。これに合わせて，NHKで
は「特別警報」の発表を迅速に放送できるように
情報システムを改修した。初めて「特別警報」が
発表された 9月の「台風18号」などで特設ニュー
スを編成して警戒を呼びかけ減災報道に努めた。
　 7月の参議院選挙の開票速報では，全国113か
所の候補者事務所を中継し，いち早く「自民・公
明が過半数獲得」を伝えたほか，初めてのネット
選挙に関連してツイッターなどのビッグデータを
分析するCGで解説するなど，新機軸を打ち出し
た。このほか， 6月の東京都議会議員選挙，知事
辞任に伴う 2月の東京都知事選挙にも正確・迅速
に対応した。
　『第64回NHK紅白歌合戦』では，8 Kスーパー
ハイビジョンのライブビューイングを国内最多と
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なる大阪・千葉幕張・横浜の 3か所で開催した。
新たな伝送手法を開拓し，今後のスーパーハイビ
ジョン伝送の可能性を広げた。
　 2月のソチオリンピックでは，現地に特設スタ
ジオなどの放送設備を仮設するとともに，安定し
た国際回線を確保し， 8個のメダルを獲得した日
本選手の活躍を生中継でたっぷりと伝えた。本部
ではオリンピック関連ニュースの専用スタジオを
設け，収録，編集，送出について，ニュースセン
ターと同様の制作環境を確保し，オリンピック情
報を迅速に送出した。
　ニュース映像の収録・編集・送出までのワーク
フローを，従来のビデオテープから，ファイルベ
ースへ置き換える「報道系テープレスシステム・
フェーズ 2」の整備が完了した。ニュース送出に
おけるビデオサーバーの使用率がほぼ100%にな
り，開票速報などの選挙報道でも活用した。
　首都直下地震などの大規模災害に備えた放送機
能強化整備では，編集機や衛星通信機能を搭載し
た「ニュース制作支援車」を整備した。また，こ
れまでは本部のみに設置されていたニュース原稿
などを管理する「報道情報システム」や，全国お
よそ500台のロボットカメラ映像を蓄積・送出可
能な「ロボカメモニタリングシステム」につい
て，本部の代替機能として大阪局に同等の設備を
整備した。このほか，取材ヘリコプターの中継な
どに使用されるFPU基地局の局舎の耐震や電源
設備の強化，制御系統の二重化などを実施した。
　12年度から進めてきたニュースセンターの照明
設備は，約 1年間の更新工事を無事故で終え，10
月に運用を開始した。照明器具のLED化により，
消費電力が約70%削減され，コスト削減につなが
った。

Ⅰ．ニュース送出

1．ニュース番組

（1）災害報道
　 7月から 9月にかけ，各地で大気の状態が非常
に不安定となり，気象庁は 7月28日に島根県と山
口県， 8月 9日に秋田県と岩手県に対して「これ
までに経験したことのないような大雨」とし，土
砂災害や河川の氾濫などに警戒するよう呼びかけ
た。また，発達した積乱雲に伴い 9月 2日に埼玉
県と千葉県，9月 4日に栃木県で竜巻が発生した。
災害現場からの中継や取材ヘリコプター中継，電
話リポート，天気カメラを使用し，特設ニュース

やニュース枠を拡大して伝えた。
　台風による被害も各地で発生し，台風18号は，
9月13日から16日にかけて北上し，愛知県豊田市
付近に上陸したあと，関東から東北地方を通過し
て局地的に激しい大雨となり，滋賀・京都・福井
に大雨特別警報が発表された。台風26号は，10月
16日の明け方に大型で強い勢力で伊豆諸島を通過
し，記録的な大雨となり，土石流による被害状況
をロボットカメラでいち早く伝えるとともに取材
ヘリコプター中継や電話リポートにより，特設ニ
ュースで伝えた。
　 2月14日から16日にかけ，西日本から北日本の
広い範囲で雪が降り，特に関東甲信では内陸を中
心に大雪となり，積雪が東京都心で18cm，横浜
で26cm，甲府市で85cmとなったことから集落が
孤立し，各地の道路で多くの車が立ち往生した。
放送画面をL字型に縮小し，画面上部に被害状況
や交通情報などを字幕で伝えるとともに，全国の
ロボットカメラを使用し，特設ニュースやニュー
ス枠を拡大して伝えた。
（2）地震・津波報道
　緊急地震速報は 7回（誤報 1回），震度 5弱以
上の地震は 9回，津波注意報が 1回発表された。
　 4月13日「兵庫県淡路島震度 6弱」， 4月17日
「三宅島震度 5強」「宮城県震度 5弱」， 5月18日
「宮城県中部震度 5強」， 8月 4 日「宮城県中部
震度 5強」， 9月20日「福島県浜通り震度 5強」，
11月10日「茨城県南部震度 5弱」，12月31日「茨
城県北部震度 5弱」， 3月14日「愛媛県南予地方
震度 5強」が観測され，震度が大きな地域からの
回線をいち早く確立するとともに，ロボカメモニ
タリングシステムで該当地域のロボットカメラを
選択して津波の警戒を行った。また，各地の地震
発生時映像を含め，被害状況などを臨時ニュース
やニュース枠を拡大して迅速に伝えた。
　10月26日，福島県沖を震源とするM7.1の地震
が発生し，東北・関東で震度 4を観測，「津波注
意報」が岩手県，宮城県，福島県，茨城県，千葉
県九十九里・外房に発表された。放送中の番組を
中断し，各地のロボットカメラなどを使用して現
状をいち早く伝え，避難呼びかけを注意報が解除
されるまで実施した。
（3）緊急報道
　 4月15日，ボストンマラソン大会のゴール付近
で連続爆発があり， 3人が死亡し，多数のけが人
が出た。ABCテレビの現場映像やマラソン参加
者が撮影した映像，現場からの電話リポートや中
継，専門家による解説を交えて伝えた。
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　 8月 5日，沖縄・米軍基地キャンプハンセン付
近で米軍のヘリコプターが基地内に墜落し，米兵
1人が死亡，新型輸送機オスプレイの追加配備が
進む中，地元の反発を強めた。墜落現場を取材ヘ
リコプターがいち早く見つけ，上空からの中継で
状況を伝えた。
　 8月15日，京都府福知山市の花火大会で，露店
で使う発電機が爆発し， 3人死亡，57人がけがを
負った。ツイッターに投稿された事故直後の画像
の利用，現場からの電話リポートで伝えた。
　 1月 7日，横浜地検川崎支部の取調室から逮捕
されていた男が逃走し，丸 2日近くたって横浜市
内で身柄を確保，逮捕された。身柄を確保した直
後の映像を上空の取材ヘリコプターから中継で伝
えた。
　 1月 9日，三重県四日市市のコンビナートにあ
る化学工場で，設備のメンテナンス中に爆発が起
き， 5人が死亡，12人がけがをした。取材ヘリコ
プターや工場前からの中継，専門家のインタビュ
ーを交えて伝えた。
　 1月15日，瀬戸内海で海上自衛隊の輸送艦「お
おすみ」と釣り船が衝突して釣り船が転覆し， 2
人が死亡した。船底を見せて転覆している映像を
取材ヘリコプター中継し，専門家の分析を交えて
伝えた。
　 2月15日，東急東横線の元住吉駅構内で停車中
の電車に後続電車が追突し，数十名のけが人が出
た。居合わせたNHK職員が撮った事故画像が素
早く伝送・送出され，電話リポートを含め現場状
況をいち早く伝えた。
（4）東日本大震災への継続報道
　大震災から 3年を迎える 3月11日，『おはよう
日本』では「被災者からの声」をもとに地域に広
がる格差や課題を見つめ，宮城県名取市から阿部
渉キャスターが被災者の思いなど中継で伝えた。
『情報まるごと』は放送時間を拡大し，国立劇場
から 3周年追悼式典中継や宮城県名取市，福島県
いわき市，岩手県陸前高田市からの中継リポート，
ツイッターを放送画面にスーパーして視聴者の声
をリアルタイムで表示した。『ニュース 7』は放
送時間を拡大し，被災地以外の人も自分たちの問
題と実感できるよう「あれから何が変わり，何が
変わっていないのか」をしっかり伝えた。福島県
浪江町の避難指示解除準備区域エリアからの中継
で，守本奈実キャスターが馬場有町長を交えて 3
年が過ぎた現状を伝えた。『ニュースウオッチ 9』
では大越健介・井上あさひ両キャスターが岩手県
宮古市からの中継で，前に進むために被災地で何

が行われ，被災者がどう頑張っているのか，課題
は何かなどを詳しく伝えた。
（5）選挙報道
　第18回東京都議会議員選挙は， 6月14日告示，
23日に投開票が行われた。開票速報は午後 8時45
分から開始し，ニュースや『サンデースポーツ』
を挟み，24日午前 0時50分まで伝えた。大型モニ
ターでタッチパネル機能を使用し，獲得議席など
をキャスター解説で伝えた。
　第23回参議院選挙は， 7月 4日に公示，21日に
投開票が行われた。開票速報は午後 7時55分から
開始し，22日午前 4時30分まで続け，『おはよう
日本』につないだ。今回新たな演出手法として，
選挙システムから一定間隔でバーチャルシステム
へデータを転送し「議席予測」「注目選挙区」な
どのシーンを作画するシステムを構築，また，イ
ンターネット選挙運動解禁に伴い「各党の取り組
み」「有権者の受け止め」などビッグデータを分
析したシーンを作画するシステムを構築し，正確
で見やすく，分かりやすい画面構成で，キャスタ
ーの手元のタブレット端末制御により伝えた。『列
島ドキュメント』は22日午前 8時30分から午前10
時まで行い，各地の選挙戦記者リポートや解説委
員によるスタジオ解説を行った。
　猪瀬直樹知事の辞任に伴う東京都知事選挙は，
1月23日に告示， 2月 9 日に投開票が行われた。
開票速報は午後 8時から開始し，ニュース・気象
情報やソチオリンピック競技の録画・中継を挟み
10日午前 2時15分まで伝えた。東京都議会議員選
挙や参議院選挙と同等にシステムを構築し，バー
チャルやタッチパネル大型モニターを使用してビ
ッグデータ，出口調査分析などをキャスター解説
で伝えた。
（6）ソチオリンピック
　現地時間 2月 7 日から 2月23日までの17日間，
ロシアのソチ市内を中心に開催された。ニュース
番組のオリンピックコーナーとハイライト番組は
CT-104スタジオを使用して制作・送出を行った。
迅速な対応ができるよう収録・編集・送出までを
一貫して対応できるシステムを構築，さらに報道
系テープレス再生・収録端末の設置によりニュー
スセンターのファイルベースへ書き込みを可能と
する系統も初めて構築した。またニュースセンタ
ーで使用しているアート送出サーバーの設置でニ
ュースセンターと同様の操作環境を作り，迅速・
的確な送出対応を行い，視聴者に感動を伝えた。
（7）2020年オリンピック開催都市決定
　20年のオリンピック・パラリンピックの開催都
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市を決めるIOC総会が 9月 7 日に行われた。『サ
タデースポーツ』の放送時間の拡大，オリンピッ
ク開催都市決定特番として 9月 8日の午前 0時 5
分から11時30分まで，スタジオにオリンピックの
メダリストや日本代表選手などを招き，IOC総会
会場や各候補都市，日本国内からの中継を交え，
“TOKYO”決定の感動的な瞬間を生放送で視聴
者に伝えた。

2．BSニュース番組

　激動する世界の最新情報を視聴者に伝えるべ
く，国内外のニュースや経済情報を放送した。特
に海外のニュースは同時通訳付きの 2か国語や原
語の字幕付きで放送し，BSニュースセンター（BS
NC）からの生放送時間は 1日約13時間に及んだ。
『ワールドWave　モーニング』（ 7時台）や『ワ
ールドWave　トゥナイト』（22時台）では海外
からの生中継やスタジオに多彩なゲストを迎えた
り，キャスターがスタジオを飛び出して現地から
生の情報を伝えるなど，世界の今を発信した。
　番組関連では，ボストンマラソン爆発事件 3人
死亡，中国四川地震，カイロ情勢，G8サミット（イ
ギリス・北アイルランド），エジプト情勢，アシ
アナ航空墜落事故，カナダ貨物列車爆発事故，ス
ペイン列車脱線事故，スノーデンCIA元職員ロシ
ア亡命，シリア情勢（化学兵器問題）・和平協議，
G20サミット（ロシア・サンクトペテルブルク），
APEC首脳会議（バリ），ASEAN首脳会議（ブル
ネイ），フィリピン台風被害，マンデラ元大統領
死去，ウクライナ情勢，ソチオリンピック，マレ
ーシア航空機不明など国内外視聴者の関心の高い
タイムリーな情報を定時番組や特別番組を編成し
て伝えた。

3．設備関連

（1）ニュースセンター照明設備更新
　ニュースセンター（NC）の照明設備は，1989
年にNCが運用開始した当時から使用している設
備も一部残っているなど老朽化が著しいため，照
明器具のLED化とともに設備の更新と老朽化対
策を実施した。ただ，NCは24時間365日休まず毎
日ニュースを送出するスタジオであり，設備更新
による長期の運用制限は不可能なため，深夜など
ニュース送出がない空き時間を利用し計画的に工
事を実施した。そのためNCすべてのフロアの更
新完了まで約 1年間という長期にわたる困難な工
事であったが，トラブルや事故などなく無事に完
遂した。ハロゲン電球からLED器具への更新に

よって使用電力量が約70%削減され，また，断球
を想定した定期的な電球交換の必要もなくなり，
照明設備の安定運用とともに経費の大幅な削減が
実現できた。
（2）BSNCスタジオバーチャル設備の更新
　06年から使用していたBSNCのバーチャルシス
テムを老朽更新し，効果的で多様な映像演出にも
柔軟かつ的確に対応できる設備を導入した。スタ
ジオのバーチャルカメラとして，これまでの 2台
からミニクレーンカメラも加えて 3台体制とする
とともに，CGの再撮出力系統も新たに整備して，
視聴者に伝わる分かりやすい番組演出にも貢献で
きる設備となった。また，すでにNCで稼働して
いるものと同じシステムを導入したことで，NC
用に制作したコンテンツをBSNCでも流用できる
など，コンテンツ制作にかかるコストや時間など
の削減につながった。
（3）気象庁「特別警報」への対応
　気象庁は，大雨，地震，津波，高潮など重大な
災害の起こるおそれがあるときに，警報を発表し
てきたが，この警報の発表基準をはるかに超える
豪雨や大津波等が予想され，重大な災害の危険性
が著しく高まっている場合，厳重な警戒を呼びか
ける「特別警報」の発表を 8月30日から開始し
た。NHKでは気象庁から受信する各種の気象警
報電文を，気象データベースで解析し独自フォー
マットの電文に変換し，緊急・気象系の各設備に
配信している。
　今回の特別警報の対応では，気象データベース
の改修に加え，特別警報が発表された地域を表示
する 3種類のCG画面を開発した。また，特別警
報の発表時，GTV，Eテレの放送画面上部に素早
くテロップを表示する緊急文字・気象文字発生装
置ではテロップの背景に帯やマゼンダ色の矩

く

形
けい

を
配置して目立つ表示とした。ニュース速報と同じ
チャイム音を付けて送出することで視聴者に確実
に伝わるよう工夫している。アナウンサーの読み
原稿となる原稿支援システムやプリントシステム
も，注意喚起文の追加などの改修を行った。
（4）道路交通情報画像処理システムの更新
　道路交通情報画像処理システムは，日本道路交
通情報センター（JARTIC）から配信される道路
交通情報データを受信し，「関東広域の高速道路」
と「首都高速道路」の渋滞・事故等の道路交通情
報のCG画面を作画し，ニュース送出用CG画面を
管理するGTVアート送出サーバーへ登録を行う。
さらにJARTICの担当者は，当日の道路状況に合
わせて画面の送出順をリモートで制御できる。従
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来設備の老朽化およびJARTICのデータフォーマ
ット変更に伴い，13年度の建設計画で開発・整備
更新し，14年 3 月31日の関東向け『おはよう日
本』から無事運用を開始した。
　道路画面のレイアウトは，アート担当者の作成
した地図画像をそのまま利用できるため，旧装置
に比べ視認性の良い画面になった。また，新しい
「首都高速道路」画面は接続する関東広域の高速
道路の情報も表示できるようになり，分かりやす
い解説が可能になった。これまで時間を要した道
路の追加延伸変更作業にも迅速に対応可能な設計
となっている。
（5）放送局・広域圏内局　画像伝送装置の更新
　放送局・広域圏内局画像伝送装置は，「雲画像」
「気圧配置図」「プロ野球情報」など本部や拠点
局で作成した画像を，局間伝送してアート送出サ
ーバーに登録し放送利用するシステムである。ま
た，装置出力を再撮モニター系統などアート送出
サーバーのバックアップとして使用したり，「地
震津波」「気象」「生活情報」などの画面を受信し
情報系画像の専用リソースとしても使用できる。
12～13年度の建設計画で開発し，域内予備含めて
49局に更新配備した。
　今回の更新では，映像出力のハイビジョン化を
実現するとともに，Windows7対応，画像コマア
ニメーション作成・登録・送出機能，簡易マルチ
端末による画像伝送バックアップ機能，簡易マル
チ端末の出力ハイビジョン化，簡易マルチ端末の
複数枚画像ループ表示機能を追加した。これによ
り複数枚にわたる気象画面などが効果的にモニタ
ーでき，運用性が向上した。
（6）報道系テープレスシステム・フェーズ2整

備
　ニュースセンターに大規模なビデオサーバーを
設置し，従来のビデオテープからファイルベース
による収録，編集，送出が可能となるシステムの
整備を2010年度から進めてきた。 4月初旬より，
『正午ニュース』『ニュース 7』『おはよう日本』
等の全国向けニュース番組のサーバー送出を開始
した。また， 6月の東京都議会議員選挙， 7月の
参議院選挙では，関東向けの放送部分について，
2月の東京都知事選挙では，全国放送分を含め，
すべてサーバーで送出した。システムの安定向上
対策や機能改善改修，サーバー用編集機等の端末
設置を進め， 3月末をもってすべての整備を完了
した。また，番組系ファイルベースの保存・提供
システム，および，NHKアーカイブスの運用開
始に伴い，報道系テープレスとの連携機能を整備

し，8月に従来のビデオテープによる提供に加え，
ファイルによるアーカイブ素材の提供が開始され
た。また， 1月末をもって，ビデオテープによる
アーカイブ作業を完了し，以降のアーカイブ素材
については，ファイルのみの提供に完全移行した。
（7）BSアート送出サーバーの整備
　ニュースの送出に用いるテロップやCG画面を
管理するアート送出サーバーについて，BSNCに
05年に整備した装置が老朽化したことから， 5月
より更新整備を開始した。その後，検証環境にて
事前確認作業を進め，10月に新しい情報管理部，
ネットワーク部の運用を開始，11月から 2月にか
けてBSNCのニュース送出卓 3式， 3月には事前
制作卓，簡易制作卓，精密試写装置の更新と，毎
日のニュース送出を確保しながら，長期間にわた
る整備へ確実に対応した。

Ⅱ．回線業務

1．回線運用

（1）国内回線
　北朝鮮ミサイル発射の可能性が高まった 4月に
は，発射に備え，関連放送局（沖縄，青森，岐阜）
からNTTデジタル回線を使用し，各地のロボッ
トカメラ映像を伝送し警戒に当たった。
　 6月23日の東京都議会議員選挙では， 6回線の
ATM回線，24回線の連絡線を使用し， 7月21日
の参議院選挙では， 8回線のATM回線（国際放
送局独自中継でも使用），50回線のNTTデジタル
回線（各放送局→拠点局→東京のサブステーショ
ン方式），109回線の連絡線を使用した。 2月 9日
の東京都知事選挙では， 3回線のATM回線，12
回線の連絡線を使用し対応した。
　 9月の台風18号では大阪，名古屋，仙台の各放
送局をサブステーションとして24回線のNTTデ
ジタル回線を取得し対応した。
　10月26日の台風27号では14回線のNTTデジタ
ル回線を使用した。この報道の最中，宮城・福島
で震度 4の地震が発生し津波注意報が発表された
ため，急きょ，仙台局をサブステーションとした
NTTデジタル回線 8回線と水戸，千葉局からの
2回線を追加接続して対応した。
（2） 8 Kスーパーハイビジョンの回線運用
　 8 Kスーパーハイビジョンのライブビューイン
グをIP専用回線もしくは非圧縮光回線を用いて国
内各地で実施した。 9月にNHKホールで行われ
た「ミラノ・スカラ座公演」を仙台局とNHKふ
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れあいホールで，11月には代々木第一体育館で行
われた「NHK杯フィギュアスケート」を名古屋
局とNHKふれあいホールで開催した。『紅白歌合
戦』は横浜赤レンガ倉庫，イオンシネマ幕張新都
心，グランフロント大阪と，国内最多となる 3か
所でライブビューイングを開催した。IPまたは非
圧縮で伝送していた従来のスーパーハイビジョン
伝送方式に加え，地上デジタルテレビ回線（DVB
－ASI）による新たな伝送手法を開拓し，今後の
スーパーハイビジョン伝送の可能性を広げること
ができた。
（3）国際回線
　ソチオリンピックでは，競技中継用として
NHKと民放が共同で確保したJC（ジャパンコン
ソーシアム）回線 4回線と，NHK独自のユニ回
線 3回線を全区間光ファイバーで構築し，GTV
とBS1で480時間を超える放送を行った。ソチパ
ラリンピックでは，ユニ回線 1回線を構築し放送
に利用した。
　冬季オリンピックイヤーということもあり，オ
リンピック前にも「W杯スキー女子ジャンプ」「カ
ーリング世界選手権」などのウインタースポーツ
を数多く中継した。
　20年の東京開催決定を伝えた「IOC総会 2020
年オリンピック開催都市決定特番」では，総会開
催地のブエノスアイレスから 8系統の国際回線を
構築したほか，候補地のマドリード，イスタンブ
ールからも回線を構築し，放送を行った。
　『紅白歌合戦』では，福山雅治さん出演パート
でNHKホール，横浜，台北の 3元中継を実施した。
台北から国際回線を 1回線，台北への送りは，
NHKホール用と横浜用の 2回線を，CS回線を使
って構築した。
　緊急報道対応では，ボストンマラソン爆弾テロ
事件や，台風30号フィリピン襲来，マレーシア航
空機不明などで，多くの国際回線を運用した。
　首脳会議では「北アイルランド G8」「サンクト
ペテルブルク　G20」「バリ島 APEC」「ブルネイ　
ASEAN」の回線運用を実施した。
（4）FPU回線（自営マイクロ回線）
　東京都議会議員選挙では，党本部 6か所と千代
田放送会館から中継を行った。また，激しい選挙
戦となった世田谷区では 6つの選挙事務所から中
継を実施，FPU受信機を池袋基地局に 4台，放
送センターに 1台増設して対応した。
　参議院選挙では党本部 9か所，選挙事務所 7か
所からの中継受信対応を実施した。既設受信設備
に加え，池袋基地局に 5台，放送センターに 3台

の受信設備を増設した。
　13年は台風が32個発生した。10月16日の台風26
号は伊豆大島に土石流による大きな被害をもたら
した。この台風報道では，大島町役場の鉄塔上に
設置しているロボットカメラが被害の様子を捉
え，繰り返しライブ映像とともに現地の状況を伝
えた。 6時間にも及ぶ停電があったが，ロボット
カメラやFPU伝送設備には，大容量のUPS設備
（無停電電源設備）を設置していたため，伝送・
中継業務には一切影響なく対応できた。
　現場クルーによる生中継も役場に設置している
FPU受信回転台を使用して連日行った。
（5）CS回線（通信衛星回線）
　東京都議会議員選挙では，世田谷区内 6か所の
選挙事務所中継の 1か所からCSK（衛星中継車）
による中継を実施したほか，都内 3か所の事務所
からCSKによる映像素材伝送を実施した。
　参議院選挙では全国100以上の中継現場のうち
15か所からCSKによる生中継を実施した。ほとん
どが事務所中継であったが，政党本部中継を予定
した「みどりの風」の会見場が急きょ変更にな
り，名古屋市内からCSKで中継した。既設CS受
信設備に加え，CS受信系統 3系統を仮設して対
応した。
　猪瀬前知事の辞職によって実施された東京都知
事選挙では，当選した舛添要一氏の事務所から
CS 2 系統による中継を実施した。
　番組・イベント関係では，年末年始の『紅白歌
合戦』と『ゆく年くる年』でCS中継の運用が集
中した。『紅白歌合戦』では，外部の衛星中継車
による陸前高田中継のほか，台北からの中継では，
現地に向けてCS 2 波を使い送り返し対応（ホー
ル映像と横浜中継映像）を行った。『ゆく年くる
年』では全国13か所の中継現場のうち 8か所から
CS中継を実施した。「震災 3年関連番組」では，
3月11日に全国20か所からCSによる中継・伝送
を行った。
　13年度は自然災害を中心とした緊急報道が相次
いだ。 7月下旬と 8月下旬には島根・山口で， 8
月 9日には秋田・岩手で豪雨災害， 9月 2日には
埼玉・千葉で竜巻被害， 9月中旬には初の特別警
報が発表された台風18号で大きな被害となった京
都を中心に，それぞれCS中継が実施された。10
月には台風26号で被害を受けた伊豆大島から小型
CS伝送装置ポータリンクを使用した中継，11月
の台風30号では被災地フィリピンからCS可動ビ
ームを利用した中継， 2月には 2週連続の関東の
大雪でCS中継を多数実施した。そのほか，年間
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を通して多数の緊急報道でCS運用を行った。
　首都直下地震を想定した機能強化対応として，
前年度に引き続き大阪局でのCS管制訓練を毎月
実施したほか，衛星通信事業者YSCC（JSAT衛
星管制センター）の機能停止を想定し，NHKが
YSCCになり代わりアップリンク・アクセス・テ
スト（UAT）を実施する「自主UAT訓練」を東
京CS主局とCSKの間で開始した。
（6）IT（IT，IPを用いた伝送）
　駅のホームや中継車が入れない人混みなど，F
PUやCS回線の運用が困難な取材現場からは，LT
E等の高速モバイル通信を使用して，取材映像を
IP（Internet Protocol）伝送した。特に，10月の
台風26号の大雨や， 2月の関東の大雪などで，機
動性を発揮した。また， 3月にオランダハーグで
開かれた核セキュリティサミットでは，警備上の
都合でCS中継車が駐車できなかったため，会見
場所からIP伝送による生中継を行った。
　海外で取材した素材を東京にファイル伝送する
海外ファイルサーバーシステムを使用して，海外
からの素材伝送を行った。13年度からは，ニュー
スおよびスポーツ系の素材だけでなく，『クロー
ズアップ現代』などの番組系の素材伝送にもこの
システムを使用している。
（7）NSNP取材伝送対応（Nippon Satellite 

News Pool）
　天皇陛下や総理大臣が国際会議や式典などで外
遊の場合，NHKと民放が共同で取材体制を組み
日本のTVメディア代表として同行取材を行う。
今年度は，G8サミット（北アイルランド），G20
（ロシア・サンクトペテルブルク），APEC（イ
ンドネシア・バリ島）など総理が出席した国際会
議や天皇皇后両陛下インドご訪問など，18件の同
行取材伝送対応を行った。取材した映像素材は，
現地からファイル伝送したり，最寄りの海外総支
局の素材回線を利用し伝送した。総理内外記者会
見では，現地の衛星伝送車などを利用して伝送を
行った。

2．設備関係

（1）国内回線
　拠点放送局～放送センター間を24時間結ぶ拠点
局映像回線で，取材用ヘリコプターのGPS位置情
報と搭載カメラ撮影情報や，全国に設置されたロ
ボットカメラの地名情報を伝達できるよう，伝送
装置の改修を行った。取材用ヘリコプターから伝
達した情報を「ヘリ撮影映像地名スーパー装置」
で解析することにより，映し出している映像がど

こであるかを地名などで把握することが可能とな
った。
　全国各地に設置されたロボットカメラ名称を字
幕表示させるシステムの整備を開始し，上記回線
と組み合わせることで，本部では一部のロボット
カメラについて，カメラ名称が把握できるように
なった。
　国内回線監視用収録機 8式の更新，32×32のマ
トリックスの導入および収録機制御ソフトウェア
の改修を行い，国内，CS，無線，国際の各回線
の監視用収録機の操作を各回線卓から可能とし
た。
（2）国際回線
　ヨーロッパ総局（パリ）と放送センターを結ぶ
専用回線を更新し，信頼性・運用性の向上を図っ
た。中国総局（北京），ソウル支局からの専用線
については，系統の整理や伝送装置の補修を行っ
た。
　また，トムソン・ロイター社から配信される映
像コンテンツのハイビジョン化を実施した。
（3）FPU回線
　赤城基地局の自家発電装置更新工事では降雪の
影響を考慮し，10月に完成させた。首都直下地震
に対する機能強化整備では筑波基地局の制御を水
戸局からも可能とした。箱根基地局，池袋基地局
には無停電電源装置を整備し，停電時の機能強化
を図った。
（4）CS回線
　前年度に引き続きCS回線狭帯域化，CSK更新，
副局設備更新に伴う，東京主局CS関連設備の整
備を行った。また，機能強化整備として，東京主
局と大阪副局においてスカイホン（衛星回線を利
用した連絡電話）回線の増設を実施した。この整
備により，東京主局は従来の16回線から24回線に，
大阪副局は 8回線から16回線となった。
　NHKがアップリンク・アクセス・テスト（UA
T）を実施する「自主UAT」に関連して，東京
CS主局内に自主UAT専用の衛星電話を新たに整
備し，大規模災害時，より確実に「自主UAT」
が行える環境とした。
　その他，スカイホンを使用して低遅延映像を送
り返す系統を構築し，運用を開始した。
（5）IT
　ロボカメモニタリングシステムの更新が完了
し， 2月から運用を開始した。新システムでは，
85%のカメラ映像がハイビジョンでの蓄積となり
画質が大幅に向上するとともに，蓄積時間が12時
間から72時間に延長された。さらに，操作画面上
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に震度や降水量データを表示できるようになり，
目的のカメラを探しやすくなった。新システムで
は予備サーバーが大阪局に設置され，首都直下地
震等で放送センターの機能が停止した場合でも，
予備サーバーを用いて，地震発生時の映像を放送
できるようになった。
（6）海外総支局技術コーディネーター業務
　海外からの安定した中継や素材伝送を確立する
ため，ヨハネスブルク取材拠点移転やウラジオス
トク支局IPマイクロ送受信設備整備，クアラルン
プール支局移転，エルサレム支局およびガザ事務
所保守など，24総支局で海外放送設備の保守，整
備作業を実施した。 7月にウラジオストク支局と
現地通信事業者間の伝送設備をNTSCアナログマ
イクロ送受信設備からIPハイビジョン対応のマイ
クロ送受信設備に更新し，ハイビジョン伝送が可
能となった。11月にはエルサレム支局とガザ事務
所保守を実施，ガザ事務所においては電源強化を
図るとともに現地スタッフにノンリニア編集の指
導を行った。その他， 4月のヨハネスブルク事務
所移転対応， 9月のアジア総局（バンコク）伝送
設備更新対応，15年 1 月の中国総局（北京）メデ
ィア分室移転対応，15年 3 月のヨーロッパ総局
（パリ）専用線更新支援などを実施した。

Ⅲ．局外中継

1．主な中継

（1）緊急報道
　東日本大震災以来，爆発事故を起こした東電福
島第一原発を抱え取材体制強化が続いている福島
局に要員・衛星伝送中継車（CSK）支援を継続し
ている。
　首都圏直下地震や東海・東南海・南海連動型地
震に備えた機能強化への取り組みが続いている。
　放送設備強化の一環として，千代田放送会館と
気象庁にワイドスター（衛星電話装置）を整備し
た。ファイルベース化に伴い，東京ヘリポート，
気象庁，外務省に伝送設備を整備した。
　放送センターが被災した際，本部機能をバック
アップする大阪局ではCS受信系統やNTTデジタ
ル回線を増設，またCS管制を月に 1度定期的に
行いハード・ソフト両面での機能強化を図ってい
る。
　緊急報道では10月に伊豆大島で大きな土砂災害
をもたらした台風26号， 2月に関東甲信地方に記
録的な積雪をもたらした大雪など気象災害に対す

る緊急事案が多く発生した。
　その他の主な緊急報道は以下のとおり。
○13年 6 月 1 ～ 3 日　アフリカ会議
　横浜で開催されたアフリカ会議において安倍晋
三総理大臣がおよそ40か国の首脳と会談を行っ
た。中継車（HM-2）とFPUで総理の会見，CSK
（AH-16）で記者立リポート・伝送対応を行っ
た。
○13年10月15日　伊豆大島土砂災害
　台風26号による記録的な大雨で大規模な土砂災
害が発生し住宅数十棟が壊れ，36人が死亡， 3人
が行方不明となった。
　発生直後から現地に要員を派遣し，衛星IP通信
装置APP-1（ポータリンク）とFPUを持ち込み
記者リポート中継・素材伝送体制を立ち上げた。
○13年11月10～15日　台風30号フィリピン
　11月 8 日未明，フィリピン・レイテ島に巨大な
台風30号が上陸した。多くの家屋が倒壊し死者・
行方不明者が 1万人を超えたため，NHKでは国
際緊急展開チームを現地に派遣した。
　悪化する治安や劣悪な衛生環境等の厳しい中
で，日本から持ち込んだ衛星伝送装置CSP（AP-
31）を駆使し，24時間態勢で被災状況を克明に伝
えた。
（2）国内中継
○選挙
　13年度は，東京都議会議員選挙（ 6月23日投開
票），参議院選挙（ 7月21日投開票）と，急きょ，
東京都知事選挙が14年 2 月 9 日に実施された。
　東京都議会議員選挙では， 7月に開催される参
議院選挙の前哨戦でもあり， 6か所の候補者事務
所， 7か所の政党から国政選挙規模の態勢で中継
を実施。自公が過半数を大きく上回り，自民党が
都議第 1党へ返り咲いた。
　参議院選挙では，全国97か所の選挙事務所， 9
か所の政党から中継を実施。出動した衛星伝送中
継車は43台，中継車を含めると78台に上った。自
公で単独過半数を超えた12年12月の衆院選に続
き，参院選でも自公が単独過半数を超え，衆・参
のねじれが解消する瞬間を迅速かつ正確に生中継
で伝えた。
　東京都知事選挙では，都知事が12月24日に辞職
したため年末年始を挟んで選挙報道態勢を組み上
げた。中継は 4か所の選挙事務所と 4か所の政党
事務所から実施し，新しい都知事の誕生を迅速に
伝えた。
○FIFAワールドカップ最終予選　対オーストラ
リア戦
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　 6月 4日に埼玉スタジアムで開催されたオース
トラリア戦は，本大会出場を決める戦いとなった。
NHKは，国際信号制作とNHKユニ中継を実施し，
合計 5台の中継車と29台のカメラを使用し，現地
特設スタジオでの解説を交えるなど多角的に伝え
た。
○13年 9 月 7 日IOC総会
　アルゼンチンのブエノスアイレスで開かれた
IOC総会で東京オリンピック開催決定の歴史的瞬
間を現地衛星通信会社オベロン社のCSと光回線
を使い中継した。国内では東証ホールからFPU
と光回線を使い，駒沢公園からはCSK（AH-16）
を使って，東京開催が決まった歓喜の様子を特設
番組において生中継で伝えた。
○女子オープン・日本オープンゴルフ中継
　10月の女子オープン，日本オープンゴルフ中継
では弾道と飛距離を同時に表示するなど視覚的に
分かりやすい映像表現を目指した。また，メタノ
ール燃料電池をロボットカメラ電源に使用し，静
かで環境にやさしい放送にも取り組んだ。
○第68回国民体育大会・第13回全国障害者スポー
ツ大会
　54年ぶり 3度目となる第68回国民体育大会が東
京で開催され，第13回全国障害者スポーツ大会と
合わせて， 5会場から中継放送を実施。障害者ス
ポーツ大会では，開会式を中継録画で放送した。
○ロードレース中継
　師走の京都では全国高校駅伝（男女），新春の
全国都道府県対抗駅伝（女子：京都，男子：広島）
そして 3月のびわ湖毎日マラソンで技術研究所と
大阪局で新規共同開発したアンテナをオートバイ
からの送受信に使用し，電波伝搬のさらなる安定
化を追求した。
○NHK杯フィギュアスケート選手権
　オリンピックシーズンに世界のトップスケータ
ーが集まった今年の大会は，オリンピックの活躍
を占う注目の大会となった。NHKは国際信号制
作とユニ中継制作を実施し，華麗でダイナミック
な演技をハイスピードカメラ，多視点カメラなど
を駆使し多彩な映像表現で放送した。
○『2014新春！100年前からおめでとう　ニッポ
ンめでたい記念日』
　新年元旦の全国 5か所のめでたいスポットから
生中継を実施。特に『連続テレビ小説』「あまち
ゃん」の舞台となった三陸鉄道・北リアス線のお
座敷列車内から，車窓を眺めながらの移動中継を
実施し，震災・津波被害の地域へ寄り添う中継と
した。

○東日本大震災 3周年特番
　東日本大震災から 3年。被災地が抱えるさまざ
まな問題や声に耳を傾け，その現状と復興への取
り組みを，東日本大震災 3周年追悼式をはじめと
し，ニュース番組やコンサートなどで全国に伝え
た。
そのほかの主な国内中継は以下のとおり。
○『プロ野球中継』
○『Jリーグサッカー』
○『日本水泳選手権』
○『NHK杯体操』
○『全日本体操選手権』
○全日本カーリング
○ロードレース中継
○『日本陸上選手権』
○『全国高校野球選手権大会』
○『ジャンプ女子ワールドカップ（蔵王・札幌）』
○『ジャンプワールドカップ』（札幌）
○新・歌舞伎座開場
○大曲花火大会（秋田）
○『第12回東京JAZZ』
○『あさイチ～ピカピカ☆日本』
○『ゆく年くる年』
○戦没者追悼式典
○一般参賀
○歌会始の儀
（3）海外中継
○FIFAコンフェデレーションズカップ（ブラジ
ル）

　FIFAワールドカップの前年度に開催されるコ
ンフェデレーションズカップの全16試合の中継を
実施。競技場はブラジルの広大な土地に点在して
おり，日本戦の 3試合を中継するユニ中継クルー
は 2台の中継車を配置し万全の中継態勢を組ん
だ。ユニ中継では，国際信号とユニカメラを使用
し日本チームの奮闘を余すことなく伝えた。他の
全試合は国際信号をベースに現地実況と東京での
実況で生放送し，世界トップクラスのサッカーを
臨場感豊かに伝え，サッカーファンの期待に応え
た。
○IOC総会2020年オリンピック開催地決定
　20年の開催地を決める第125回IOC総会がアル
ゼンチン・ブエノスアイレスで開催され， 9月 8
日未明に東京開催が決定した。IOC総会が開催さ
れたホテルには，ユニカメラを配置し，開催地決
定後の興奮冷めやらぬ招致委員の熱い喜びと感動
を伝えた。
○ワールドカップ，組み合わせ抽選会（ブラジル）
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　出場国32か国の対戦相手を決める，組み合わせ
抽選会がブラジル・サルバドールで行われ，対戦
カードが決まる瞬間を伝えた。
○『NHKスペシャル』「宇宙生中継　彗（すい）
星爆発　太陽系の謎」（12月 4 日）

　番組内容は急きょ変更されたが，ISSに滞在し
ている若田光一さんとの中継掛け合いを実施し
た。崩壊前に若田さんが超高感度 4 Kカメラで撮
影したアイソンすい星の映像を放送した。
○カーリング・ソチオリンピック　世界最終予選
　ドイツ・フッセンで開催されたカーリング最終
予選の日本戦のもようを放送した。国際信号にユ
ニカメを使用し現地での実況で生放送し，女子カ
ーリング日本代表チームのオリンピック出場の瞬
間と喜びを伝えた。
○ソチオリンピック
　長野オリンピック大会に次ぐ 8個のメダル獲得
となったソチオリンピック。若手とベテランが活
躍した大会となった。
　JC（ジャパンコンソーシアム）が現地制作の
国際信号に日本向けの中継を加え各競技場から日
本人選手の熱い戦いを放送した。
　NHKユニは，現地国際放送センターのスタジ
オ，オリンピックパーク内（いくつもの競技場が
集まっている公園）のサテライトスタジオ，競技
会場内のプレゼンテーションスタジオ（競技場内
の仮設スタジオ）などから，キャスターが現地の
様子を伝えながら競技中継番組を紹介し，連日の
日本選手の活躍に彩りを添えるとともに，各競技
場での盛り上がりとメダリストたちの声を日本に
届けた。
○ソチパラリンピック
　 6個のメダル数となったパラリンピック大会で
は，初めて開会式を生中継した。
　そのほかの主な海外中継は以下のとおり。
○なでしこジャパン欧州遠征（イングランド・ド
イツ）
○ウィンブルドンテニス（イギリス）
○『ゆく年くる年』『NHK紅白歌合戦』（台湾）
○総理大臣内外会見
（4）スーパーハイビジョン（SHV）への取り

組み
　16年の試験放送，20年の本放送を目標に，スポ
ーツを中心にした高精細な映像と22.2chマルチチ
ャンネル立体音響によるコンテンツ制作を積極的
に行った。パブリックビューイング（PV）のモ
ニターサイズを視野に入れた制作を行うなど，コ
ンテンツ制作力の向上に取り組んだ。

○ソチオリンピック
　外部より中継車の車体をレンタル，SHV機器
を搭載したSHVマルチカメラ中継車を製作しソ
チへ派遣した。コンテンツは開閉会式とフィギュ
アスケートを制作，開会式は大会期間中に日本国
内でPVを実施した。現地国際放送センターでは，
ホストブロードキャスターと共同でシアターを作
り，145インチPDPパネルディスプレーと22.2ch
立体音響でPVを実施した。延べ5,000人を超える
世界の放送関係者が訪れ，新しいメディアに多く
の賞賛と期待の声が寄せられた。
○NHK杯フィギュアスケート
　ソチ五輪でのフィギュアスケート制作を見据え
て， 3台のカメラと 1台のハイスピードカメラで
制作し，コンテンツ制作力の向上に取り組むとと
もに，会場内，NHKふれあいホール，名古屋局
第 1スタジオの 3か所でPVを実施した。NHKふ
れあいホールでは，会場内でPVの映像を見なが
ら，コメンテーターが解説を加え，大きな反響を
得た。22.2ch立体音響では，本放送での生中継を
見据えてこれまでの生中継で培った技術を発展さ
せ，映像との相乗効果でより魅力的なSHVコン
テンツ制作に取り組んでいる。
○FIFAコンフェデレーションズカップ
　14年に開催されるFIFAワールドカップサッカ
ーのSHV中継に向けて，前年に開催されるFIFA
コンフェデレーションズカップへSHVチームを
派遣し，予選 2試合と準決勝・決勝の計 4試合を
制作した。現地においては，85インチを対象とし
た制作手法を取り入れ，同サイズモニターと
22.2chサラウンドでPVを実施した。来場者は
1,000人を超え，SHV+22.2ch立体音響の魅力を余
すことなく伝え，ワールドカップのSHV制作に
弾みをつけた。

2．中継設備・機器

（1）HC-5中継車の更新
○主な特徴
・ 2倍速スローカメラ 5台で多彩なスポーツ中継
に対応する。

・車内は運転席後部に制作室，ラック15本の機器
室からなる。各室との個別出入り口に加え，
SUB卓専用出入り口を設置しスムーズな動線
を確保した。室内高は1,920mm，室内幅は
2,290mmからなる。

・制作室には25インチL／T，17インチL／Aの有
機ELモニターと29台のピクチャーモニターを
配置し，両サイドのモニターに内角をつけSW
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卓・PD卓・AUD卓からの視認性を確保した。
・機器室には17インチ有機ELマスターモニター
とミランダ製大型映像ルーターを導入した。
・照明はオールLED化し室内は面発光タイプと
することで室内高を確保した。
・追突警報・軽減ブレーキシステムをNHKの中
継車で初導入した。
○設備
・HDカメラ：常載 9式，最大15
（HDC-2000× 2 ，HDC-2500× 3 ，HDC-
2400× 4 ）

・VTR：常載 3式（HD2000）
※XDS-PD2000（14年度以降配備予定）
・VDR：常載 1式（EVS）最大 5式
・HDスイッチャー：MVS-7000X
（24入力／3ME／DVE2ch）
・DSK：HD1668（6ch）
・映像ルーター：NV8280
（188×230）
・音声ルーター：IXS6700
（AES64+ANA16ST×AES51+ANA16ST）
・音声卓：BSS-1204
・連絡装置：EclipseHX-Median
・発動発電機： HIT-50Ki-2（50KVA）
○車両
・全長／全幅／全高：10.55m／2.49m／3.33m
・総重量：18.9t
（2）RS-1の更新
○主な特徴
・電波の放射特性を考慮して最大限屋上をフラッ
トにした。
・重なり合うランナーを撮影するため，車両後方
には 5軸防振雲台カメラを 2台設置し 1台は上
下に，もう 1台は左右に動くスライド機能を持
たせた。
・新周波数移行後のFPUヘッド，PAなど機材ス
ペースの確保と電源を大容量とした。
○設備
・HDカメラ： 2式（HDL-F30）
・防振雲台： 2式（ACE-LX3）
・HDスイッチャー：HSS-330
（24入力／16出力／2ME／DVE2ch）
・映像ルーター：DSR-9030（32×32）
・音声ルーター：DIGITAL AUDIO MTX
（48×48）
・音声卓：DM-1000
・連絡装置：Eclipse Pico 
・発動発電機：HIT-20KK-3（20KVA）

○車両
・全長／全幅／全高：6.69m／2.41m／3.3m
・総重量：10.485t
（3）CSハンター機能付きAM34更新
○主な特徴
・衛星自動追尾機能として光ファイバージャイロ
FOG（FiberOpticGyro）を採用し精度と安定
動作の向上を図った。

・衛星通信機器はレドームコンテナに載せ替え陸
上に加え船舶での使用を可能とした。

・制作スペースは小型中継車同様の機能をコンパ
クトに実現した。

○設備
・HDカメラ： 1式（HDK-79EXⅢ）
・屋上ロボカメ： 1式（U-4SPⅡ）
・HDスイッチャー：OnePackSW（ 8× 4）
・VTR： 1式（HDW-2000）
※XDS-PD1000（14年度配備予定）

・映像ルーター：M86SEL× 2 （16×12）
・音声ルーター：AES-86SEL× 2 （16×12）
・SD 映音SEL （ 8 × 4 ）
・音声卓：BSS-1204
・連絡装置：Clear-Com
・発動発電機：HIT-20KK-3（20KVA）
○車両
・全長／全幅／全高：6.75m／2.30m／3.3m
・総重量：9.0t
（4）CSK AH-36の更新
○主な特徴
・SSPA80W型 2式を屋外へ配置することで室内
制作スペースを確保した。

・DVB-S2＋H.264による狭帯域HD 2 波伝送を可
能とした。

・緊急時の対応としてFPUは送信機に加え受信
機も装備した。

○設備
・HDカメラ：2式　（HDK-79GX，HDK-79EX）
・HDスイッチャー：OnePackSW（ 8× 4）
・VTR： 1式（HDW-M2000）
※XDS-PD1000（14年度配備予定）

・映像ルーター：M86SEL× 2 （16×12）
・音声ルーター：AES-86SEL× 2 （16×12）
・音声卓：BSS-1204，KS-342
・連絡装置：Clear-Com
・発動発電機：HIT-20KK-3（20KVA）
○車両
・全長／全幅／全高：5.66m／2.1m／3.2m
・総重量：7.335t
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・発動発電機：HIT-20KK-3（20KVA）
（5）CSK AH-35の更新
○主な特徴
・ 9 m油圧ポールを整備，FPU伝送を可能とした。
・SSPA（100W） 2式によりCS 2 波伝送可能。
・衛星伝送ではDVB-S2とH.264を採用。
○設備
・HDカメラ：常載 1式（HDK-79GX）
・VTR：常載 1式（HDW-2000）
※14年度配備予定（PDW-HD1500）
・小型音声ミキサー：KS-342+KS-6001
・ルーター：映像16×12，音声AES 8 × 8
・発動発電機：（20KVA）
・HPA：SSPA 100W× 2式
・ENC：VM-1100E× 2 式
・アンテナ：1.5mφ
○車両
・全長／全幅／全高：5.42m／1.98m／3.03m
・総重量：6.895t
（6）大規模災害への取り組み
○自然エネルギーを利用した小型軽量ロボカメシ
ステム
　大災害や原発事故の際に，商用電源供給が断た
れてもロボットカメラを機能させるために，太陽
光を利用した発電装置が付いた小型軽量ロボット
カメラシステムを開発した。14年 2 月には新潟県
新潟市の高層ビル屋上に設置し試験運用を始め
た。実用化に向けて検証を続けている。

放送技術を通じた社会貢献
1．  視聴者とのふれあいを通じた理解促進活
動

○「NHK出前授業」
　NHKの社会貢献活動の一環として，小学生に
放送局の仕事や公共放送の役割を理解してもらう
ことを目的に，NHK職員が小学校を訪問し，放
送用ロケカメラを使ったリポート体験を盛り込ん
だカリキュラムで，出前授業を実施している。 9
年目の13年度は，東京都内の40校（106クラス）
延べ2,630人の児童が受講し，12月 5 日にはこれ
までの総参加児童数が 3万人を超えた。また，09
年度からは特別支援学校（盲学校・ろう学校）を
訪問しており，目や耳に障がいのある児童にも楽
しんでもらえるように授業内容を工夫して対応し
た。
○人事採用関連イベント「放送技術体験ツアー」
　就職活動中の学生を対象にした職場体験イベン

ト「放送技術体験ツアー」を12月から 1月にかけ
実施した。番組制作スタジオや中継車，運行設備
などの現場を回り，機器の操作も体験しながら放
送の仕事へのイメージを膨らませてもらう機会と
なった。 3日間計 6回の実施で223人の参加があ
り，実施後のアンケートでも「仕事に対する情熱
が伝わりとても魅力的な職場だと感じた」などの
声が寄せられ非常に好評であった。
○イベント等での視聴者サービス活動
　『NHKのど自慢』予選会の会場で，来場者に
中継車の車内公開や放送用カメラの操作を体験し
てもらう「NHKふれあい隊」活動を関東地方の
各都県で 6回実施し，1,537人が参加した。
　また， 6月に横浜放送局が主催したイベント
「NHK深海ひろば」や11月の松山放送局会館公
開の会場で，『NHKスペシャル～シリーズ深海の
巨大生物』の潜水班による水中ロボットカメラや
超高感度カメラの体験・実演などを実施した。10
月の「日本女子オープンゴルフ」では来場者のス
イングをハイスピードカメラで撮影するサービス
を， 2月の「NHK福祉大相撲」では中継車公開
やカメラマン体験を行うなど視聴者とのふれあい
活動を実施した。
○「第43回番組技術展」
　魅力的な番組制作や放送の安定送出を目指し，
現場ならではの創意と工夫により，技術職員が開
発した放送機器を一堂に集めた展示会「番組技術
展」を，14年 1 月26～28日の 3日間，東京渋谷の
放送センターで開催し，6,533人の来場者にNHK
技術の取り組みを紹介した。ダイオウイカ深海撮
影システムや『NHKスペシャル』「ホットスポッ
ト　最後の楽園」特殊撮影機材展示など30点を展
示した。また，東京オリンピックの開催が決定し
たことから，1964年に開催された東京オリンピッ
クで使用された放送機器なども展示し来場者に紹
介した。来場者向けに展示機器のポイントを説明
するガイドツアーも実施し，好評であった。
　来場者からは「自分たちが普段何気なく目にし
ているものも技術に支えられていると感じた」「地
方局の方が独自の工夫で技術開発されているのが
分かりNHKの底力を見た」などの意見があり，
放送技術への理解を深めることができた。

2．  視聴者からのご意見やご要望を反映した
改善

　視聴者コールセンターなどに届く視聴者からの
意見や要望に基づき，改善に向けて積極的に取り
組んでいる。「時計表示を大きく見やすくしてほ
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しい」との要望に対し，従来に比べ約20％拡大し
た大型時刻スーパーを『おはよう日本』で開始す
るなど，視聴者のニーズに応えた。

3．  NHKならではの放送に向けた技術力向
上

○「第50回 放送技術選奨」
　全国放送局の技術者は視聴者に満足していただ
ける放送コンテンツの制作に日々取り組んでい
る。これらの放送コンテンツを本部の専門家が評
価する「放送技術選奨」を開催し，番組制作に携
わる技術者の育成とスキルの向上，放送局の制作

技術力のさらなる伸張を目指した。50回目の開催
となる13年度は，14年 2 月21，22日の 2日間にわ
たって開催し，各賞を決定した（表）。

2 節 放送設備の技術

放送衛星
　BSデジタル放送を行っている放送衛星は，基
幹放送局提供事業者であるB-SAT社が保有して
いる。NHKはB-SAT社に放送衛星の運用を委託
し，BSデジタル放送を実施している。

1．放送衛星BSAT－2の運用

　放送衛星BSAT-2は，B-SAT社がBSデジタル
放送の受託放送事業（現：基幹放送局提供事業）
を行うために調達した 2機の衛星である。設計寿
命は10年，同時 4チャンネル放送が可能である。
　このうち，BSAT-2aは，01年 3 月 9 日に打ち
上げられ， 4月26日に運用を開始した。01年 7 月
13日には，予備としてBSAT-2bが打ち上げられ
たが，所定の軌道に投入することができなかった。
このため，03年 6 月12日に代替としてBSAT-2c
が打ち上げられ， 7月15日から運用を開始した。
　BSAT-2a／2cは，後継衛星であるBSAT-3b／
3cが打ち上げられた後も，予備衛星として運用を
継続してきたが，燃料がわずかになり設計寿命に
達したことからBSAT-2aは13年 1 月に，BSAT-
2cは13年 8 月に運用を終了した。

2．放送衛星BSAT－3aの運用

　BSAT-3aは，放送衛星BSAT-1の後継衛星と
して，B-SAT社が07年以降の受託放送事業（現：
基幹放送局提供事業）を行うために調達した衛星
である。設計寿命は13年，同時 8チャンネル放送
が可能である。07年 8 月15日に打ち上げられ，11
月 1 日に運用を開始した。
　07年11月 1 日以降，BSAT-1aで放送していた
衛星第 1テレビ（BS7ch）および衛星第 2テレビ
（BS11ch）をBSAT-3aへ移行した。08年 9 月15
日以降はBSAT-2cで放送していたBSデジタル放
送（BS15ch）もBSAT-3aから放送することとな
った。
　さらに10年 3 月開始の地デジ難視対策衛星放送
（BS17ch）についてもBSAT-3aから放送される
こととなったが，すでに 8チャンネルの放送を行
っていたため，10年 1 月24日から衛星第 1テレビ

放送技術選奨 全国本選受賞作品（13年度）

構成番組
部門

最優秀賞 札幌
BS1スポーツドキュメンタリー
「厳冬・利尻富士 究極のスキー

大滑降」
優秀賞 大分 新日本風土記「別府」
アイデア賞 広島 フェイス「お好み焼き」

中継番組
部門

最優秀賞 札幌 北スペシャル
「夜の動物園でドキドキしナイト」

優秀賞 新潟
ひるブラ

「佐渡島　たらい舟漁の幸」
～新潟県佐渡市　小木地区～

チャレ
ンジ賞 松江

舞を伝える 舞と生きる 
福岡ユタカwithオタケビ神楽団

ライブ

アイデア賞 松山
ひるブラ

「自転車でゴー！ 瀬戸内を体感」
～愛媛県今治市～

ニュース・
情報番組
部門

最優秀賞 秋田
ニュースこまち 中継 
より魅せる演技へ 

白百合保育園一輪車クラブ

優秀賞 帯広
おはよう北海道 土曜プラス中継
動物の視点で森を空中散歩！ 

鹿追町
チャレ
ンジ賞 長野 ひるとく 年末スペシャル

「星のおくりもの」

奨励賞 宮崎 宮崎　夢追い人
「岩壁に魅せられて　三澤澄男」

音声番組
部門

優秀賞 横浜
FMサウンド☆クルーズ 

よこはま発JAZZクルージング
スペシャルジャズライブ

優秀賞 仙台 サバトセーラ東北 公開ライブ
ジャズ　イン　ミュージアム

奨励賞 宮崎 「MIYAZAKI DRUMMER’S 
CLUB LIVE Vol.7」

デジタル
コンテンツ
部門

最優秀賞 札幌 北スペシャル 
「夜の動物園でドキドキしナイト」

優秀賞 岡山 おかたかっ！岡山 vs 香川
奨励賞 長野 知るしん。撮るしん。SP 2013
努力賞 津 鉄道・フェリー情報

ドラマ
部門

最優秀賞 広島 ドキュメンタリードラマ
「基町アパート」

優秀賞 宮崎 プレミアムドラマ
「命のあしあと」

優秀賞 徳島
NHK徳島放送局開局
80周年記念ドラマ

「狸（たぬき）な家族」
放送技
術局長
特別賞

札幌 北スペシャル 
「夜の動物園でドキドキしナイト」



第２部　NHK｜第３章　技術｜2 節　放送設備の技術

NHK年鑑’14 298

（BS7ch）をBSAT-1bへ移し，地デジ難視対策
衛星放送（BS17ch）を開始した。

3．放送衛星BSAT－3b／3cの運用

　BSAT-3b／3cは，BSAT-2以降のBSデジタル
放送の受託放送事業（現：基幹放送局提供事業）
を行うためにB-SAT社が調達した 2機の衛星で
ある。設計寿命は15年，BSAT-3bは同時 8チャ
ンネル，BSAT-3cは同時12チャンネルの放送が
可能である。なお，BSAT-3cは，CS放送の中継
器も搭載しており，B-SAT社とスカパーJSAT株
式会社が共同所有する衛星である。
　BSAT-3bは，10年10月29日に打ち上げられ，
12月 8 日に運用を開始した。
　また，11年 2 月 7 日から地デジ難視対策衛星放
送（BS17ch）をBSAT-3aから引き継いだ。
　BSAT-3cは，11年 8 月 7 日に打ち上げられ，
9月21日に運用を開始した。
　現在，日本のBSデジタル放送は，BSAT-3a／
3b／3cを利用しており，NHKのBS1，BSプレミ
アムはBSAT-3aで放送されている。不測の事態
に備え，BSAT-3b／3cの衛星が確保されており，
放送の安定継続のための万全な体制が整えられて
いる。

放送設備
　NHK経営計画の重点目標の達成に向けて，い

かなる災害にも対応できる放送機能の強化や，よ
り効率的に質の高い番組制作を行うファイルベー
スシステム，墨田放送所（東京スカイツリー）へ
の送信機能移転をはじめとする安定した放送電波
確保のための整備，放送会館の建設など，最新の
技術を取り入れながら，効果的な設備整備を推進
した。

Ⅰ．テレビ放送設備

1．番組設備

（1）大阪局運行装置補完整備
　放送機能強化の一環として，首都直下地震など
により放送センターの機能が停止した際に，大阪
局からBS副局送信設備を用いてニュース送出を
中心とした全国放送をバックアップするため，大
阪局の運行装置に，リソースの増設など迅速的確
な緊急報道に係る機能を強化した。
（2）放送機能強化のための設備整備（ニュース

制作支援車）
　ニュース制作支援車は，大規模災害時にCSK
（衛星伝送車）などと組み合わせて，被災局周辺
でニュース制作を行う機能を備えた車両である。
車内には 2式の編集設備・テロップ設備・報道情
報端末などの制作設備，多数のエアモニター，ス
カイホン・ワイドスター・VHF無線機などの連
絡設備を搭載している。さらに，20KVAの発電

表 1　放送衛星BSAT－3の主要諸元
主要諸元／衛星名 BSAT-3a/3b BSAT-3c/JCSAT-110R※

衛星打上日 2007年 8 月15日（3a）
2010年10月29日（3b） 2011年 8 月 7 日

運用開始 2007年11月 1 日（3a）
2010年12月 8 日（3b） 2011年 9 月21日

打上機 アリアン 5 ECA アリアン 5 ECA

衛星バス A2100A（ロッキード・マーチン）
三軸安定型衛星

A2100A（ロッキード・マーチン）
三軸安定型衛星

軌道位置 東経110度 東経110度
設計寿命 13年（3a），15年（3b） 15年
使用周波数 BS部分 CS部分
　フィーダーリンク
　放送波

17GHz帯
12GHz帯

17GHz帯
12GHz帯

14GHz帯
12GHz帯

チャンネル数 8（日本に割り当てられている 1～23chの奇数chから選択） 12（ 1～23chの奇数chす
べてを同時運用可能） 12

アンテナ形式 送受共用，展開 送受共用，展開 送受共用，展開
放送用TWTA 120W 120W 120W
TWTA冗長構成 8対14 12対16 12対16
周波数帯域幅 34.5MHz 34.5MHz 36MHz
軌道上重量 約1,980kg（3a），2,060kg（3b）（打ち上げ時） 約2,906kg（打ち上げ時）
姿勢制御 3軸ゼロモーメンタム 3軸ゼロモーメンタム
バッテリー ニッケル水素 ニッケル水素

※BSAT-3c/JCSAT-110RはBS/CSのハイブリッド衛星であり，スカパーJSATがCS部分の占有所有権を有している。
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機を設置するとともに，カーゴ 2台分の機材と定
員 5人の運搬も可能で，被災時のニュース制作拠
点としての運用を想定している。
（3）放送機能強化のための設備整備（局外天気

カメラの電源・制御機能強化）
　大規模災害の際の長期停電や固定電話回線断に
対応するために，局外天気カメラの電源バックア
ップ機能付加および制御機能の強化を行った。電
源バックアップ機能については，風力・太陽光発
電と蓄電池を組み合わせた自然エネルギー方式を
1か所（伊方原発），燃料電池方式を 4か所（女
川，柏崎原発，柏崎マリーナ，霧多布）整備し，
上記の整備が困難な箇所には大容量UPS（新島，
志賀原発）を整備した。制御機能の強化について
は，衛星電話によるカメラ制御装置を24か所（原
発監視カメラが対象）に整備した。
（4）放送機能強化のための設備整備（津波対策

サブステ）
　大規模地震による津波や地盤沈降により浸水が
起こる可能性がある函館局，徳島局，高松局にお
いて，緊急時の取材・制作・伝送の拠点となるサ
ブステーションの整備を行った。サブステーショ
ンでは，放送会館からのニュース送出が困難にな
った際に，CSK（衛星伝送車）などと組み合わせ
て緊急報道対応を行うこととなっており，制作設
備として，スイッチャー，映像ルーター，音声ミ
キサー，ノンリニア編集機などによる低コストで
コンパクトなシステムを構築した。
（5）地方局運行装置代替系L字送出設備の整備
　12年度の地域拠点局 7局に引き続き，運行装置
の保守中にも，災害・気象・交通情報など地域に
密着したきめ細かい情報を提供するため， 5～11
月で，地域放送局44局の運行装置代替系にL字送
出設備を整備した。
（6）緊急警報設備の更新
　緊急警報放送を安定に送出するため，老朽化し
た緊急警報信号発生器について， 2～ 3月で本部
および地方局 9局の更新工事を完了した。併せて，
放送波から緊急警報信号を検出･監視する装置の
更新・整備を行った。引き続き，14年度に他の放
送局へ整備する。
（7）VAF（Video Audio File）の整備
　VAFは番組の冒頭または終了直後に，NHKオ
ンデマンドのお知らせスーパーやNHKテキスト
のPR静止画を送出する設備である。
　今回の整備では，老朽化した設備の更新により
安定稼働を図るとともに，動画・音声の送出や生
放送番組での使用を可能とした。また，効率的な

制作業務フローを実現するため，ネットワークを
利用した登録・試写を可能とした。
　14年 3 月16日に素材の登録を開始し，新年度番
組が始まる 3月31日に送出を開始した。
（8）気象通報自動読み上げ設備の整備
　R2で放送している「株式市況」番組は，07年
度より音声合成技術による自動読み上げ装置から
放送している。13年度の同装置更新では，同様の
番組である「気象通報」も自動読み上げを可能と
する装置として開発・整備を行った。
（9）3-Screens基盤用ウイルススキャン装置

の整備
　3-Screensネットワークは，全国の放送局から
NHK公開ホームページにアップロードするイン
ターネットサービスやデータ放送の情報配信で使
用する全国ネットワークである。24時間サービス
に対応する信頼性と，インターネットを双方向番
組等で迅速かつ柔軟に利用することを考慮して設
計されている。
　情報提供会社等と接続する外部ネットワークと
の通信に対するセキュリティを強化するため，ウ
イルススキャン装置を今回整備した。ファイアウ
ォールで区切られた3-Screensネットワーク内の
論理系統間および3-Screensネットワークとイン
ターネット間の通信（HTTP，FTP，SMTP，P
OP3等）をリアルタイムスキャンする。ウイルス
パターンと合致した場合には，電子メールで担当
者にアラートを通知するとともにインターネット
向け通信についてはパケットそのものをブロック
する。
（10）NHKネットラジオの地方局展開整備
　NHKネットラジオは，聴取しにくい地域・場
所の聴取状況を改善するための補完的な措置とし
て，インターネットによるラジオ放送の同時配信
を行うものである。
　11年秋からパーソナルコンピュータ（PC）と
スマートフォン向けに，R1・R2・FMの東京発全
国放送の配信サービスを開始し，その効果を検証
している。聴取者からの要望を踏まえ，地域放送
番組の配信サービスの検証を目的に，13年 5 月か
ら大阪，名古屋，仙台の地域放送の配信サービス
を追加した。
　14年 3 月に「らじる★らじる」（東京）のR1，
FMを全国向け放送から東京ローカル放送に変更
した。
（11）番組系ファイルベースシステムの整備
　番組系ファイルベース送出設備は，制作された
番組の完成登録・保管・送出を行う設備である。
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完プロ（放送用番組）本編および完プロ字幕の送
出に加え，生放送番組をファイル化して完成登録
する放送同録機能，完プロファイルを提供する機
能，手直し登録の機能等により効率的なワークフ
ローを実現した。番組の誤登録や不正コピーを防
止するためICIS（統合コンテンツ情報システム）
に登録されている番組担当者情報を活用したアク
セス制御の概念も導入している。
（12）アーカイブストータルシステムの更新
　アーカイブストータルシステムは，NHKが制
作したニュースや番組の映像・音声コンテンツの
内容情報や権利情報，保管場所等の情報を管理し，
検索，発注，提供を可能とした情報システムであ
る。整備後約10年を経過しており，その老朽化対
策と，ニュース・番組の制作および送出のファイ
ルベース化に対応する目的で，更新を行った。
　コンテンツを効率よく発見するための検索機能
の向上や，映像や音声を視聴しながら使用したい
部分の発注および提供を可能とするなどの利便性
の向上を実現した。また，連携するシステムを拡
張することで管理情報の充実を図り，情報の資産
価値を高めた。サーバーを集約することで省スペ
ース化も実現した。
（13）アーカイブス音楽図書システムの更新
　番組制作や取材への利用を目的に，NHK（放
送センターおよび地域拠点局）で所蔵するCDや
楽譜，レコード，図書，雑誌などを管理し，検索，
貸出・返却処理などを行うシステムである。
　今回，システムの老朽更新に合わせ，独立して
いた音楽システム，図書システムの統合を行い，
13年 8 月25日より運用を開始した。オープンソー
スのソフトウェアや仮想化技術を採用し，整備経
費の削減および省スペース化を実現した。
（14） 番組系ファイルベース　保存・提供設備の

整備
　保存・提供設備は，ファイルベース送出設備，
音声完プロ登録・保存設備に登録されたテレビ，
ラジオの完プロファイル，アーカイブスに登録さ
れた番組素材，報道素材のファイルを一元的に保
管・管理する設備として整備した。VTRベース
に比べて保管スペースは30分の 1程度となり，ま
た，素材は電子ファイルで保存しており，オンラ
インでの提供，さらには，次世代メディアへ劣化
させることなく移行が可能で，映像資産，音声資
産の長期的な保存を実現した。
（15）字幕送出設備の拡張整備
　13年 8 月，ニュースや生放送番組への字幕付与
の増加に対応し，緊急ニュースや緊急地震速報時

の速やかな字幕送出を可能にするため，生字幕，
VTR字幕，ニュース字幕を切り替える字幕マト
リックスを整備した。併せて，生字幕番組を制作
する 5つの生字幕室からのオンエア送出を可能と
した。
（16）原盤制作設備の更新整備
　NHKオンデマンド（NOD）サービスなどのネ
ット配信サービス向けに番組を配信・提供するた
めの原盤動画ファイルを作成する原盤制作設備
を，ファイルベース運用の開始に合わせ機能追加
して更新整備した。
　ファイルベース送出設備に登録された完プロフ
ァイルをオンラインで取得し，番組放送終了まで
にNODで配信できるようにした。また，作成し
た素材をアーカイブスに登録可能なフォーマット
で出力することで，配信用ファイルの保存を可能
にした。
（17） 番組系ファイルベース　スタジオ用収録再

生設備のファイルベース化更新
　従来のVTRに代わるスタジオ用収録再生設備
として，ファイルベース収録再生設備を整備した。
これは，ベースバンド映像・音声をファイル化し
て記録するとともに，ファイルをベースバンドの
映像・音声として再生することが可能な設備であ
る。圧縮コーデックとしてAVC-Intraを採用し，
映像ビットレートを100Mbpsとしたmxf（Material 
Exchange Format）ファイルを記録・再生する。
編集室など局内の素材授受用メディアとしては，
従来のVTRテープに代わりブリッジメディア
（ハードディスクアレイユニット）を用いる。
　また外部の制作プロダクション等，局外との素
材授受のため，放送用として市場で実績のあるフ
ォーマット（XDCAM MPEG HD422），メディ
ア（プロフェッショナルディスク）の記録・再生
にも対応した。
　放送センター内のスタジオに順次整備を進め，
12・13年度の 2か年で33スタジオへの整備を完了
した。
（18） 番組系ファイルベース　スポーツ番組編

集・送出設備の整備
　NHKのスポーツ番組には，世界中で開催され
ているさまざまな競技のもようや結果を，競技を
収録すると同時にその内容を切り出し，編集を行
ったうえで番組として放送するものがある。この
ような制作形態に対応するための設備として，映
像・音声サーバーと，その内容を編集するノンリ
ニア編集機，さらに編集結果をスタジオで再生す
るための再生装置を備えたスポーツ番組編集・送
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出設備を整備した。
　映像・音声サーバーは，同時に複数系統の素材
を収録しながら，一方で同一の素材を同時に多数
の編集機から読み出して編集が可能なアクセス速
度を確保したほか，設備障害時やメンテナンス時
にも運用を継続可能とするための十分な冗長系を
確保した。
（19）ラジオ国際音声端局設備の更新
　ラジオ国際放送のためにNHK放送センターと
KDDI八俣送信所間を専用回線により番組伝送し
ている。このサービスで使用している音声端局装
置の老朽化更新を実施した。新しい音声端局はIP
伝送対応とし，借用している伝送回線もIP回線に
変更した。
（20）大分局R調設備の更新
　整備後15年が経過した大分局R調設備を更新し
た。今回開発した設備では，音声入出力部と音声
処理部との間を光ケーブルで接続するシステムを
採用し，装置間の布線量を削減，かつ，外来ノイ
ズへの耐性を向上させた。また，システムの中枢
となる音声処理部は二重化構成とし，片系が故障
しても他系に自動的に切り替わり，番組制作を継
続可能とした。
（21）NHKホール映像設備の更新
　99年度の整備後，約14年が経過したNHKホー
ルの映像設備を更新し，13年10月 7 日から運用を
開始した。
　映像システムはハイビジョンスイッチャーを中
心に，障害時のバックアップ系統やモニター系統，
収録系統の切り替えを行うマルチフォーマットル
ーター，HDカメラ10式，収録再生機 5式，静止
画装置 5式，制作TOCリソース 2系統，回線リ
ソース 3系統で構成する。システム系統のほとん
どをデジタルで構築することで，系統の簡素化，
高画質化を実現するとともに，EMG（緊急予備）
系統にA／Bバス切り替え機能を加え，さらに第
2EMG系統を付加するなどバックアップ系統の充
実により信頼性向上を図った。また，モニターの
液晶・有機EL化やデジタル化による機器の小型
化・集積化，システムをHDデジタル系統に特化
することによる各種コンバーター数削減等を行
い，更新前の設備と比較して，消費電力の大幅な
削減を実現した。
（22）本部ニュースセンター照明設備の更新
　老朽化した本部ニュースセンターのスタジオ照
明調光・懸架設備を12・13年度の 2か年で全面更
新した。
　更新にあたっては，NHK緊急報道の要のスタ

ジオとして運用を休止せずに工事を行う必要があ
ったことから，懸架設備については昇降機能を廃
し，落下防止のための強固な安全対策措置を行う
ことで，大規模地震等においても安定して緊急報
道に対応可能な設備とした。また，調光設備につ
いては障害発生時にも明かりを確保するための冗
長系やバックアップ機能を強化したほか，10年度
以来順次導入を進めているLED灯具に対応した
調光設備とし，従来の白熱照明灯具を全面的に
LED化することで消費電力とランニングコスト
の抑制を図った。これにより，更新前と比較して
平均約70%の照明消費電力の削減を実現したほ
か，灯具の発熱量の低下による空調消費電力の削
減にも寄与した。
（23）中継車の更新
　本部の大型中継車HC-5とマラソン中継車RS-1
を更新した。
　ゴルフやプロ野球など大規模スポーツ中継の制
作に用いられるHC-5では，複数のハイスピード
カメラを切り替えてのスロー運用や高品質な映像
信号の収録に対応するため，NHKの中継車では
初めてスイッチャーを中心に3G-SDIで映像系統
を構築した。また，L／TおよびVEモニターとし
て有機ELモニターを採用した。
　RS-1中継車は，マラソンや駅伝などのロード
レース競技を生中継する移動中継車である。
800MHz帯FPUの周波数移行後を想定した無線機
器の設置スペースや電源容量を確保しながらも，
可動式の機器ラックを設置するなど効率的な空間
利用により，最大11人の要員が着席可能な運用性
の高い車内レイアウトを実現した。車体後部に 2
台設置されランナーを撮影する防振カメラは，車
内からカメラマンが制御できる昇降・スライド機
能を備えることで，多様な映像表現を可能とした。
（24）DAT／MO録音再生機の更新
　10～13年度で進めてきたDAT録音再生機なら
びにMO録音再生機の老朽化更新が完了した。更
新の最終年度である13年度は，地域拠点局 3局，
地域放送局28局へ，CF録音再生機ならびにCF編
集機の配備を進めた。一連の整備により音声の記
録メディアがCF（コンパクトフラッシュ）カー
ドに統一でき，音声素材の受け渡しがファイルベ
ースで効率的に行えるようになるとともに，音声
ファイルのポン出し機能によりスタジオ制作にお
ける素材再生を効率的に実施できるようになっ
た。12年度に更新が完了した局を含め，CFカー
ドでのラジオ番組の完プロ送出への切り替えを順
次進めている。
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2．報道設備

（1）取材ヘリコプター
　緊急報道に備えた取材ヘリコプターの搭載機器
更新および，ヘリコプター機体の新設に伴う搭載
機器の整備を進めている。
　13年度は，小型機 1機の搭載機器の更新，中型
機 1機の機体更新に伴う搭載機器の更新計画を進
め， 9月に高松ヘリ， 3月に名古屋中型ヘリが完
成した。また，これとは別に新中型ヘリ 1機を新
設し東京に配備した。これにより13年度末で，全
国12基地15機（中型機： 9機，小型機： 6機）の
航空取材体制が構築された。
（2）FPU受信基地局のハイビジョン化
　全国各地のFPU基地局ハイビジョン化整備に
取り組んでいる。
　13年度は，放送局 1局（大津）の会館受信基地
局，21局所のFPU基地局（〔長野〕清水高原，〔新
潟〕越後湯沢，佐渡，〔千葉〕大多喜，〔和歌山〕
木ノ本，御坊，〔大津〕彦根，甲賀，〔津〕青山，〔広
島〕己斐，膳棚山，〔福岡〕福岡タワー，〔熊本〕
阿蘇，〔長崎〕平戸，〔鹿児島〕横尾岳，〔宮崎〕
遠見山，〔秋田〕大曲，田沢湖，〔高知〕柏尾山，〔徳
島〕阿南，〔高松〕西讃岐）をハイビジョン化し
た。
　また，首都直下地震や南海トラフ巨大地震等の
大規模災害に対応するため，FPU基地局（〔本部〕
筑波，〔大阪〕三国山，〔和歌山〕護摩壇，大雲取，
〔名古屋〕本宮山，〔静岡〕粟ヶ岳）の制御監視回
線の無線化を進めた。
（3）FPU集中制御装置および局外カメラリモー

ト装置の更新
　12年度からFPU基地局，局外カメラを一元的
に制御，監視するFPU集中制御装置，局外カメ
ラリモート装置の更新を進めている。13年度は拠
点局・放送局12局（宮崎，秋田，大阪，新潟，福
島，長野，福岡，広島，高知，徳島，金沢，水戸）
の更新を行った。14年度は残る13局の更新を行い，
更新整備を完了する予定である。
（4）報道室のハイビジョン化
　13年度は，14報道室（〔新潟〕佐渡，〔前橋〕両
毛，〔大津〕彦根，〔岡山〕新見，〔熊本〕阿蘇，〔鹿
児島〕鹿屋，〔秋田〕大館，能代，横手，〔福島〕
白河，会津若松，〔北見〕紋別，〔室蘭〕浦河，〔宮
崎〕延岡）のハイビジョン化を行った。
　また， 3か所の伝送拠点（〔和歌山〕橋本，〔仙
台〕大崎，〔高松〕オリーブ）のハイビジョン化
を行った。

（5）ニュースカー
　ニュースカーは，基本的なFPU伝送機能に加
え，あらかじめ登録されたFPU基地局への自動
方向調整装置，取材カメラによる中継を可能とす
る光伝送装置，FPU操作を簡易にするリモート
パネルなど運用支援機能を充実させたコンパクト
な伝送車両である。
　13年度は，ニュースカー 6台（長野，大阪，岐
阜，福岡，仙台，松山）の更新を行った。
　QAM／OFDM／FM方式伝送が可能な 3モー
ドFPUを搭載するとともに，大容量リチウムイ
オンバッテリーを用いた電源システムを導入し，
深夜早朝等の運用時の騒音防止を図るため走行用
エンジンを停止した状態で車載機器を 2時間程度
運用可能としている。
（6）衛星伝送車
　緊急報道対応の要となる衛星伝送車（CSK）
の老朽更新を順次進めており，13年度は，本部の
番組制作用衛星自動追尾機能付きCSK，名古屋局
の報道用衛星自動追尾機能付きCSK，報道用CSK
（本部，福岡，仙台，松山各 1台），番組用CSK（本
部）の計 7台を更新した。
　13年度に拠点局に整備したCSKは，緊急報道に
特化した仕様とした。小型の車両サイズ，映像ス
イッチャーや音声ミキサーを省略したシンプルな
信号系統などにより，機動性が高く迅速・確実な
緊急報道対応が可能である。
　屋外型の固体化電力増幅器（SSPA）を車両屋
上に配置することで車内スペースを十分に確保
し，緊急報道や小規模番組（カメラ数 1～ 3台）
の制作など幅広い用途に対応可能とした。
（7）CS設備の狭帯域伝送対応整備
　CSによるハイビジョン伝送では，従来18MHz
帯域幅を主に使用してきたが，大規模緊急報道時
には回線が輻

ふく

輳
そう

することが多かった。そのため，
9MHzの狭帯域ハイビジョン伝送を実現するため
の要素技術としてDVB-S2変調方式およびH.264
符号化方式を採用し，この方式に対応した機器の
導入を07年度から段階的に進めており，本部・拠
点局のCS設備から順次，狭帯域化整備を行って
きた。
　13年度は，従来ハイビジョン伝送に27MHz帯
域を要していた拠点局CS送信設備（福岡，札幌）
を更新し，9MHzの狭帯域ハイビジョン伝送を可
能とした。また，放送局22局（前橋，宇都宮，神
戸，奈良，大津，静岡，富山，津，岐阜，松江，
山口，北九州，長崎，鹿児島，宮崎，大分，山形，
帯広，北見，室蘭，高知，高松）について，衛星
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受信機IRD（DVB-S2＋H.264）を追加整備し，2
系統の受信を可能とした。
　14年度以降も，放送局CS受信設備，拠点局CS
送信設備等の狭帯域化を順次進め，15年度中に全
国CS設備の狭帯域化整備を完了させる予定であ
る。
（8）スカイホン設備の更新
　スカイホンは，CSを使用したNHK独自の連絡
回線システムである。本部，拠点局，放送局，
CSK等に配備されており，相互に音声通話が可能
である。回線割り当てには周波数利用効率の高い
DAMA（Demand Assignment Multiple Access）
方式を採用している。また，本部・拠点局では内
線網に接続され，内線電話および外線電話との通
話も可能である。現スカイホン設備は整備後10年
以上が経過して保守も困難になりつつあるため，
安定運用の確保に向けて08年度から設備更新を進
めてきた。新スカイホンシステムでは，LD-CELP
（Low Delay Code Excited Linear Prediction）
方式の音声コーデックによる狭帯域化，音声通話
における同報機能追加，IP通信機能追加など，性
能・機能の改善を図っている。
　10年度までに，本部・大阪副局への親機（DAM
A交換機）・子機（DATAモデム）の整備，大阪
局を除く拠点局 6局への子機の整備を完了してお
り，11年度以降は放送局およびCSKへの子機の整
備を進めた。
　13年度も放送局やCSKのスカイホン設備更新
を進めた結果，年度内に全国の更新整備をすべて
完了した。14年 5 月に新旧スカイホンシステムの
切り替え作業を予定している。
（9）VHF連絡無線設備の狭帯域デジタル化整備
　VHF帯アナログFM連絡無線は16年 5 月31日に
免許期限を迎える。放送事業用VHF帯狭帯域デ
ジタル連絡無線方式として4FSK方式の技術規格
が承認されたことを受けて，規格に準拠した基地
局用無線機と，移動局用無線機（車載機，携帯機）
の整備を進めている。
　13年度は先行した本部および関東地域を除く全
国の連絡無線設備の整備を進めた。基地局用無線
機は全国の69局所（84式），移動局用無線機は車
載機106式，携帯機1,550式を整備した。また，拠
点局と甲信越局・支局11局に連絡無線リモート装
置を整備した。
　14年度は全国に残る31局所の基地局用無線機
と，残る全国の放送局・支局51局の連絡無線リモ
ート装置の整備を行い，免許期限までに整備を完
了する予定である。

（10）音声IP網の整備
　NHKの内線電話は，1000／100番台の放送業務
用電話と2000／200番台以降の一般内線電話に区
別されている。放送業務用電話はATM回線の放
送業務用電話網，一般内線電話はIP回線（データ
伝送と共用）の統合IP網を利用していたが，13年
度に放送業務用電話網を音声専用のIP回線（音声
IP網）として更新整備を行った。併せて，一般内
線電話も統合IP網から音声IP網へ移行した。
　音声IP網は，全国の放送局や支局等を接続する
帯域 1～50Mbpsのネットワークである。音声IP
網に障害が発生した場合は，自動で統合IP網へ迂

う

回
かい

する機能を持たせ，内線電話の信頼性向上を図
った。
　放送業務用電話は，生中継などの音声送り返し
用でも使用されるため，低遅延であることが求め
られる。そこで，低遅延音声IP化装置を導入し，
放送業務用電話については低遅延音声IP化装置を
介して通話を行うことで，遅延量を50msec以下
としている。
（11）報道系テープレスシステムの整備
　本部ニュースセンターの制作・送出設備をファ
イルベース化する「報道系テープレスシステム
（フェーズ 2）」の設備整備は，運用開始した11
年10月のBSニュースから各ニュースへの運用拡
大に合わせて進め，13年度末で整備を完了した。
（12）気象庁特別警報の対応整備
　気象庁はこれまで，大雨，地震，津波，高潮な
どにより重大な災害の起こるおそれがあるとき
に，警報を発表して警戒を呼びかけていたが，こ
れに加え，この警報の発表基準をはるかに超える
豪雨や大津波等が予想され，重大な災害の危険性
が著しく高まっている場合に，新たに「特別警
報」を発表し，最大限の警戒を呼びかけることと
した。
　NHKもこの情報を迅速に伝えるため，特別警
報用の速報スーパーや気象画面を新規に開発する
とともに，放送センターおよび全国の放送局にあ
る気象データベースや緊急気象速報サーバー，原
稿プリントシステム，などの気象速報設備を改修
した。
　気象庁の運用開始と同じ13年 8 月30日から，テ
レビ・ラジオ・ワンセグ・インターネットなど，
あらゆるメディアで，特別警報の情報発信を実現
した。
（13）ニュース字幕用音声認識システムの整備
　NHKのニュースや報道番組の字幕放送は，複
数の専門オペレーターが専用キーボードで文字入
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力する「スピードワープロ方式」と，放送技術研
究所が開発した音声認識技術を利用した「ニュー
ス字幕用音声認識方式」を並行運用している。ニ
ュース字幕用音声認識システムは11年度に本部
に，12年度に大阪局と名古屋局にそれぞれ整備・
運用開始したのに続き，13年度には福岡局と仙台
局にこのシステムを整備した。福岡局では13年 9
月に『ニュース845福岡』で，また，仙台局では
同年12月に『ニュース845みやぎ』で，それぞれ
字幕放送を開始した。
（14） ロボットカメラモニタリングシステムの更

新整備
　ロボットカメラモニタリングシステムは，NH
K局内・局外のロボットカメラ映像を公衆網を利
用して伝送し，常時サーバー内に蓄積することで，
過去の蓄積映像や現在のライブ映像などを，いつ
でも試写・送出できるシステムである。東日本大
震災をはじめ，地震津波の発生時や，事故発生時
など，さまざまな場合に一報映像を伝える手段と
して活用してきたシステムであるが，運用開始後
11年が経過し，老朽化が激しくなったため更新し
た。
　更新にあたっては，多くのカメラ局所の回線を
ISDNやADSLから光回線に変更し，HD映像の伝
送に対応させ，映像を高画質化した。また，本部
の他，大阪局にも同様のサーバーシステムを構築
し，首都直下地震などで本部が機能停止となった
ときでも，継続して運用することが可能となった。
さらに各カメラ局所の映像の蓄積期間を12時間か
ら72時間に長期化させるなど，さまざまな改良を
行った。
（15）静止画資料システムの更新整備
　静止画資料システムは，外部の通信社から配信
される写真データや，スキャナーで取り込んだ映
像等の資料画像を，撮影日・撮影地・使用条件な
どのメタデータとともに管理するシステムであ
る。
　更新にあたっては，新たに経歴情報（クロノロ
データ）の管理機能を追加した。これは，「人物」
や「建造物」などの各写真データを，時系列に親
子関係で保存することで，親データを修正する作
業のみで，関連する子データも同時に修正される
機能である。この機能により，データ管理上の利
便性が大幅に向上した。
（16）大阪局　報道情報設備の整備
　首都直下地震などで本部放送センターの機能が
喪失した場合でも，全国各放送局で原稿取材業務
を可能とするため，大阪局に報道情報設備を整備

した。
　大阪局には，災害対策用の原稿取材ホストをは
じめ，保管過去原稿サーバーやメタデータ管理サ
ーバーなどの各種サーバー群や，ネットワーク設
備などを整備した。大阪局原稿取材ホストは，本
部原稿取材ホストとの間で報道IP網を介してリア
ルタイムでデータ同期を行う。これにより，発災
時にすぐに大阪局側設備に切替え，原稿取材業務
を継続することが可能になる。
　また，通信衛星を使用した回線を経由して大阪
局原稿取材ホストにアクセスできるよう整備し
た。これにより，大規模災害などで報道IP網が障
害となった場合でも，原稿取材業務を継続するこ
とが可能となった。
（17）大阪局　緊急ニュース卓の整備
　首都直下型地震等による放送センター機能停止
に備え，大阪局緊急初動卓の機能強化を図り，緊
急ニュース卓として整備した。速報スーパーやL
字スーパー等の初動卓機能を継承するとともに，
L字スーパーと速報スーパーを同時に行っても文
字が重ならない機能も付加した。また，大阪局か
ら全国向けに緊急放送を行う際，NC卓を選択し
て送出する機能や緊急警報放送の送出が可能とな
っている。さらに，津波警報を伝える音声を多言
語で収録した緊急オーディオファイル装置を本部
同様に整備し，音声のRチャンネルを使用して外
国人向けに津波警報等の情報提供を 4か国語で行
うことが可能となった。このように緊急ニュース
卓は重要な設備であり，操作卓や装置は二重化構
成となっている。
（18）拠点局電子文字発生装置更新
　電子文字発生装置はニュース番組および一般番
組のテロップを制作する装置であり，導入から 8
年が経過したため12年度から 2か年計画で更新し
た。 2年目に当たる13年度は広島，福岡，松山の
3局の整備を実施し，全 7拠点局の整備を終えた。
加えて，首都直下地震などに備え，本部放送セン
ターのバックアップ機能を大阪局に整備する機能
強化の一つとして大阪局の電子文字発生装置を追
加整備し，テロップ制作環境の強化を図った。
（19）大阪局　報道用小型ビデオサーバーの整備
　報道用小型ビデオサーバーは，緊急報道時に，
リアルタイムで送られてくるニュース取材映像
を，収録しながらすぐに送出する「ポン出し」機
能や，任意の時間差で送出する時差再生機能，繰
り返し送出するループ機能等を有するニュース送
出に特化したビデオサーバーである。リアルタイ
ム性に優れるだけでなく，従来のテープ送出では
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難しかった簡易編集機能も実現している。本整備
は，老朽化した既設の小型ビデオサーバー 1式を
更新するとともに 1式を追加整備することで送出
機能を強化し，本部放送センターの機能喪失時の
バックアップにも備えている。
（20） 大阪局　ニュース送出 2か国語番組対応

設備の整備
　 2か国語番組は音声のRチャンネルに英語を主
とした外国語のサービスを行う番組である。災害
時，本部放送センターの機能が停止した場合でも，
大阪局からニュースの 2か国語放送を送出するた
めの機能強化整備を行った。ニュースの 2か国語
放送は，生で送出されるニュースをリアルタイム
で英語へ翻訳するため，翻訳者向けに，原稿をは
じめ地震や津波等の情報画面，伝送される現場映
像など複数のモニターを配置するなど，ニュース
翻訳に特化したシステムを構築するとともに，送
出時，翻訳者だけで送出が可能なように極力技術
レスで運用できる設計とし，整備を完了した。14
年度周辺設備の完成とともに運用を開始する。
（21） 拠点局アート送出サーバーの整備（静止画

ファイルの更新）
　導入から 8～ 9年が経過し老朽化が激しい静止
画ファイルを12年度から 3か年計画でアート送出
サーバーへ更新する。アート送出サーバーは，文
字スーパー等のテロップ画像や，気象情報等のCG
画像および動画アニメーションを，ニュース送出
システムとリンクして蓄積・管理する画像送出装
置である。これまで静止画しか扱うことができな
かったが，アート送出サーバー化することで，ア
ニメーションや音声などを扱えるようになり，多
彩なニュース演出に応えることが可能である。 1
年目に機器の設計が完了し， 2年目の13年度は，
仙台局と大阪局の機器製作および整備が完了し
た。14年度は札幌，名古屋，広島，松山，福岡の
整備を行い，順次運用を開始する。

3．送信設備

（1）テレビ放送所の設備
①東京・墨田DTV放送所の開局／芝DTV予備放
送所の整備
　13年 5 月31日，東京DTV放送所を芝放送所（東
京タワー）から墨田放送所（東京スカイツリー）
に移転した。移転後，芝DTV放送所を予備放送
所とし，墨田放送所からの電波が停止した場合に
自動で芝放送所のDTV放送機が起動する機能を
追加した。また，墨田運用センターへの事務所移
転，TOC夜間監視業務移行に伴いリモート設備

の本運用を開始した。
②地上デジタル送信設備の整備
　親局送信機の保守性向上に向けて，佐世保（長
崎），浜松（静岡）の出力同軸切替器を新開発の
準シームレス型に変更した。これにより，受信機
への影響を最小限に待機側送信機への切替が可能
となった。
　「環境経営・CO₂削減」施策の一つとして全国
展開を進めている，Eテレの夜間休止時間帯に送
信機を停止するエリアの拡大に向けて，全国拠点
局に引き続き，弥彦山（新潟），坊ヶ峯（甲府），
日本平（静岡），金甲山（岡山），笹森山（福島）
に制御時計を整備した。
③DTV非常用送信機の整備
　非常災害などで放送所からの電波発射が不可能
になった場合を想定し，放送会館より電波発射が
可能なDTV非常用空中線を22局に整備した。併
せて，DTV非常用送信機を甲府，大阪，神戸，
和歌山，名古屋，静岡，津，高知，徳島放送会館
に整備した。
④アナログTV放送所（親局）撤去工事
　12年度に引き続きアナログTV放送設備 2局の
撤去を実施し親局放送所の放送設備の撤去が完了
した。
⑤空中線などの更新
　老朽化した生駒（大阪），瀬戸（名古屋）の空
中線付属設備の更新を行った。
（2）テレビ中継放送所の設備
①DTV中継放送所の整備
　DTV放送ネットワークの拡大に向け，送信機，
空中線などの中継放送所設備の整備を実施した。
かすみがうら（水戸），奈良西（奈良），いわき窪
田（福島）など25局の整備を完了した。（表 2）

表 2　テレビ中継放送所の整備
項　目 局　所　名

地上デジタル
送信設備整備

かすみがうら（水戸）
富津富岡（千葉）
足利西（宇都宮）
四ノ宮小金塚（京都）
奈良西（奈良）
南豊北（山口）
北上口内（盛岡）
いわき窪田（福島）
など　25局

②リパック対策やネットワーク改善等の設備整備
　リパック対策に伴う設備整備については，渡島
（函館），興部（北見）など 3局の送信CH変更整
備を実施した。
　放送波中継回線の信頼性向上を図るため，空中
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線や補償装置による上位局受信改善整備を，南川
俣（福島），瀬戸（松山）など 4局で実施した。
③DTV中継送信装置2台化の整備
　設備の信頼性向上を図るため，送信機およびT
TL装置の冗長化（ 2台化）整備を進めている。
13年度は，木曾妻籠（長野），久美浜東（京都），
輪島町野（金沢），倉橋（広島），薩摩（鹿児島），
小原七ヶ宿（仙台），本別（帯広），城川（松山）
など114局の整備を実施した。
④アナログTV中継放送所撤去工事
　アナログTV放送終了に伴い，全国のアナログ
TV中継放送所設備の撤去工事を進めている。13
年度は654局の撤去工事を完了した。
（3）テレビプログラム回線の整備
　地上デジタル中継局では 7ルートのTTL回線
を新設した。（表 3）

表 3　テレビプログラム回線の整備
項　目 局　所　名

地上デジタル
放送中継局用
無線回線の新設

下仁田（前橋）
沼田（前橋）
かすみがうら（水戸）
郡上八幡（岐阜）
南豊北（山口）
瀬戸内（鹿児島）
唐津（佐賀）

Ⅱ．ラジオ・FM放送施設
（1）ラジオ放送所の整備
　親局放送機の老朽更新として原町（仙台）など
6局を実施した。中継放送機の老朽更新は小出
（新潟）など 5局を実施した。設備の信頼性向上
を図るため，11年度整備の親局および小電力中継
局の老朽更新より，放送機 2台化整備を進めてい
る。さらに100W中継局については複数の音声入
力に加え，さらに小型化開発した50DM-11形を
12年度より整備している。
　老朽化した千代水（鳥取）の空中線付属設備を
更新した。
　ラジオ放送所での非常時のプログラム回線確保
のため，無中受信機を115放送所に整備した。また，
中継局の監視を強化するため，IPを使ったモニタ
ー監視装置を会館43局所および放送所189局所に
整備した。大地震の際に，緊急地震速報を受信し
て，自家発電設備を自動起動させる設備を東海北
陸地方に整備した。
　TOC夜間監視業務移行に伴い菖蒲および新開
放送所のリモート設備本運用を開始した。

　ラジオ放送の難聴改善を図るため，FM波によ
るラジオ中継放送所設備の整備を実施し，喜界
（鹿児島）（R1）の整備を完了した。（表 4）

表 4　ラジオ放送所設備の更新
項　目 局　所　名 出　力

親局・放送機
の更新

原町（仙台）   R1／R2
矢巾（盛岡）   R1／R2
隼人（鹿児島） R1／R2
針田（松山）   R1／R2
清水（熊本）   R1
室蘭（室蘭）   R1／R2

20kW／10kW
10kW／10kW
10kW／10kW
5kW／5kW
10kW
3kW／1kW

中継局・放送
機の更新

小出（新潟）    　R1
西会津（福島） 　R1
諫早（長崎）    　R1
土佐清水（高知） R1
岩国（山口）    　R1

100W
100W
100W
100W
300W

空中線系設備
の更新

千代水（鳥取）
　空中線付属設備 ―

（2）FM放送所の設備
①放送機の更新
　老朽化した大阪・飯盛山（10kW），仙台・大
年寺山（5kW），札幌・手稲山（5kW），沖縄・
豊見城（1kW）の放送機を更新した。
②空中線などの更新
　老朽化した円海山（横浜）など 3局の送信空中
線と，大平山（山口）など 3局の空中線付属設備
を更新した。（表 5）

表 5　FM放送所空中線設備の更新
項　目 局　所　名

親局空中線の更新
円海山（横浜）
手稲山（札幌）
五台山（高知）

空中線付属設備の更新
大平山（山口）
八幡（北九州）
十文字原（大分）

（3）FM中継放送所の設備
①FM中継放送所の整備
　FM放送の難聴改善を図るため，送信機，空中
線などの中継放送所設備の整備を実施し，上那賀
（徳島）の整備を完了した。
②FM中継放送所設備の更新
　老朽化した八丈（東京）など28局の放送機，豊
橋（名古屋）など32局の空中線系設備を更新し
た。（表 6）
（4）ラジオ・FM自営無線回線の整備
　Aバンド（3.5GHz帯）からM／Nバンド（6.5／
7.5GHz帯）への周波数移行整備を装置の老朽更
新と併せて進め，13年度は，ラジオ16，FM 5 ル
ートの整備を実施した。特に，菖蒲R（東京）の
無線回線は，芝から墨田への移転整備（13年度）
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に引き続いて堂平固定局ルートの周波数移行整備
を実施し，一連の整備を完了した。960MHz帯の
周波数移行については，宮崎県内の 3回線につい
て移行を完了した。
　また，放送網設備の機能強化整備に合わせて，
新宮RほかTTL回線を 5ルート新設した。（表 7）

表 7　ラジオ・FM自営無線回線の整備
項　目 局　所　名

自営無線回線の更新

菖蒲・新開R（東京）
彦根R（大津）
遠別R（旭川）
稚内R（旭川）
中頓別R（旭川）
名寄R（旭川）
平野原FM（さいたま）
呉羽FM（冨山）
浜松FM（静岡）
など　21局

自営無線回線の新設

福山木之庄R（広島）
上後藤R（鳥取）
諫早R（長崎）
新宮R（和歌山）
横手R（秋田）

Ⅲ．新技術開発
　13年度は，24件の新技術開発に取り組んだ。そ
の内訳は，以下のとおりである。
①ラジオ放送，デジタルテレビ放送の安定・信頼
性の向上に寄与する項目（ 5件）
②ハイブリッドキャストなど新サービスに関連す
る項目（ 4件）
③緊急報道体制強化に寄与する項目（ 2件）
④番組制作機能の高度化と充実に寄与する項目
（13件）
　概要を表 8に示す。

表 8　13年度新技術開発の項目と概要
項　目 概　要

次世代デジタル中継局
用送信機の開発

次世代デジタル中継局の性能向上を
目指して，電源装置の改善と，補償
器の処理の最適化・マルチモード化
技術を開発した。

基部接地型中波ラジオ
空中線の高信頼化

基部接地型ラジオ空中線の高信頼化
に向けて着雪，着塩の影響を受けに
くい耐張碍子，ファインセラミック
ス碍子を開発した。

中波ラジオ非常用可搬
型送信アンテナの開発

手巻きの小型ヘリカルアンテナの支
柱・素子・構造・整合部の性能を向
上させ，車載が可能な可搬型送信ア
ンテナを開発した。

携帯端末向け小型受信
アンテナの調査研究

携帯端末に内蔵する小型ヘリカル受
信アンテナの開発に向けて，構造条
件とアース条件を調査した。

次世代映像伝送網の
開発

回線開通時の経路選択条件および回
線障害時における自動迂回を行う際
の経路制御アルゴリズムと，映像伝
送網の監視制御端末（GUI）を開発
した。（14年度継続）

Hybridcast AIT（アプ
リケーション制御情
報）送出システムの開
発

放送波を使用したAIT伝送に必要と
なるAITの生成，編成，送出とアプ
リケーションの編成・世代・公開管
理を検証するプロトタイプシステム
を開発した。

ハイブリッドキャスト
受信機コンテンツ用オ
ーサリングソフトの開
発

実際の画面を視覚的に確認しながら
コンテンツを制作し，デバッグ，試
写までをサポートするHTML5＋ハ
イブリッドキャスト用放送拡張関数
に対応できるオーサリングソフトを
開発した。

タブレット型携帯テレ
ビによる全方位映像音
声サービス「アクティ
ブ・テレビジョン」の
開発

表示パネルの位置・角度・距離情報
を算出し，視聴者を中心とした全方
位の映像・音声を表示できる装置を
開発した。

AR（拡張現実）技術
を用いた電子フリッ
プ・再撮モニターシス
テムの開発

テレビカメラで再撮したタブレット
型端末などの画面領域に，静止画像
または動画像を幾何変換してリアル
タイムにはめ込み合成する装置を開
発した。

動座標数理によるカメ
ラ映像からの発災位置
検出と地図等への表示

小型ハイブリッドセンサーと画像認
識データから，被写体をリアルタイ
ムに自動補捉し地図上へ表示するシ
ステムの要素技術の調査・検討を行
った。

情報フィルターのモバ
イル化

被災者に重要であると考えられる情
報をインターネットから選別し，直
感的で理解しやすい情報としてモバ
イル端末に提示するシステムを開発
した。

IPビデオルーター用モ
ニター機能の開発

前年度に開発したIPビデオルーター
の付加機能として，IPビデオルータ
ーと親和性の高いIPによるモニター
システムを開発した。

高速ファイルフォーマ
ット変換装置の開発

GOP（Group of Pictures）構造の
ファイルをマルチCPUで高速にデ
コード処理する技術を開発した。

タイムラインメタに基
づく自動チャプタリン
グ・動画配信システム

時間軸に基づくメタデータによりプ
レイリストを生成し，動画配信する
システムを開発した。

蓄積データと台本情報
を利用したターゲット
ラウドネス値支援装置
の開発

過去・現在放送中のラウドネス値と
放送台本をリアルタイムで比較・解
析し，適正なラウドネス値での送出
を支援するシステムを開発した。

表 6　FM中継放送所設備の更新
項　目 局　所　名

放送機の更新

八丈（東京）
宮津（京都）
山中（金沢）
西条（広島）
三重（大分）
原町（福島）
足寄（帯広）
須崎（高知）
など　28局

空中線系設備の更新

豊橋（名古屋）　送受信空中線
高田（新潟）　　送受信空中線
舞鶴（京都）　　送受信空中線
笠岡（岡山）　　送受信空中線
など　32局
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クルムス蛍光体を用い
たLED照明器具の開発

まぶしさを軽減できる可能性のある
蛍光体の特性を生かした白色LED
による放送用照明器具を開発した。

水中ワイヤレスカメラ
システム開発に向けた
調査・研究・開発

可視光通信技術を用いた水中高速通
信システムを利用した映像・音声の
ワイヤレスシステムを開発してい
る。（14年度継続）

高画質カメラ映像を利
用したHDビデオスタ
ビライザーの開発

HDよりも高解像度のカメラ映像を
利用し，画質劣化を軽減した防振映
像を出力できるHDビデオスタビラ
イザーを開発した。

ハイビジョンカラー紫
外線カメラの開発

人の目では見えない紫外線を可視化
する広波長領域の光に対応したハイ
ビジョンカラーカメラを開発した。

SDメモリーカード用
暗号化アダプタの開発

復号化する鍵をスマートフォンから
無線通信により送受信しSDメモリ
ーカードを暗号化・復号化できるア
ダプターを開発した。

4FSK連絡無線機を用
いた局外ロボットカメ
ラ制御装置の開発

4FSK連絡無線機のベアラモード伝
送（データ伝送）機能を用い，局外
ロボットカメラを制御するシステム
を開発した。

800MHz帯周波数再編
後のロードレース中継
のシステム開発

800MHz帯FPUの周波数再編により
移行する新周波数帯の信号を，特性
劣化させることなく伝送する装置を
開発した。

非可聴つぶやきを用い
たインカムの開発

無音声（NAM）用マイクと骨伝導
スピーカーを用い，音漏れの少ない
インカムを開発した。

励起・蛍光マトリック
スを応用した食品鮮度
カメラの調査研究

励起・蛍光マトリックスを応用し，
食品鮮度を映像化できるカメラ開発
に向けて，励起・蛍光マトリックス
を利用した物性分析の最新動向を調
査した。

Ⅳ．放送局舎

1．機能強化関連整備

　さいたま局報道別館が完成し，会館の屋上自家
発整備，CS・BS架台整備も完了した。また，サ
ブステーション整備については徳島・高松・函館
局用の建物工事を完了した。会館建物内の非構造
部材耐震調査については適宜 2次調査を実施し，
今後，計画的な対策工事に向けて検討を進めてい
く。

2．放送所

（1）テレビ・FM放送所関連工事
　アナログ放送設備撤去が終了した親局での原状
回復工事を継続して実施した。
　芝放送所は，FM放送の墨田放送所移転に伴い，
予備放送所としての整備を完了した。
　また，電源設備（自家発電設備，受配電設備）
の更新に伴う関連工事について実施した。老朽局
舎の維持保全工事としてリニューアル工事（屋根
防水層および外壁塗装更新等工事）および劣化診
断を実施した。

（2）ラジオ放送所関連工事
　大電力放送所（大阪・羽曳野）の放送機更新関
連工事を進めている。また，放送設備および電源
設備の更新に伴う関連工事を実施した。その他，
老朽局舎の維持保全工事としてリニューアル工事
（屋根防水層および外壁塗装更新等工事）および
劣化診断を実施した。

3．放送会館など

（1）会館建設
　以下のとおり，放送会館整備を推進した。
・京都
京都烏丸御池に単独建設。工事中。14年 8 月竣

しゅん

工
こう

予定。
・仙台
仙台青葉区本町に単独建設。設計者を選定し実
施設計中。17年度竣工予定。
・熊本
熊本中央区花畑に単独建設。設計者を選定し実
施設計中。16年度竣工予定。
・金沢
金沢駅西地区に単独建設。設計者を選定し基本
設計中。16年度竣工予定。

（2）放送センターの改修
　放送設備の更新に伴い，CU-556，557スタジオ，
CR-509スタジオ，CD-521スタジオを整備した。
また，SHVの音声編集室となるCD-606スタジオ
の整備に着手した。
　放送センターの建物の劣化補修工事を計画的に
実施しており，13年度は，放送センターコンコー
スほかの外壁補修，NHKホール屋根防水更新（第
2期）を実施した。

Ⅴ．電源・空調・給排水

1．機能強化関連整備

　13年度は， 3か年経営計画の大きな柱である
「機能強化」 2年目の整備を実施した。
　放送センター，放送会館，放送所，FPU基地
局の電源強化や，大阪局バックアップ機能整備に
伴うUPS電源増強，さいたま局伝送拠点化，自家
発燃料残量管理システムの整備などを進めた。
○放送センターの自家発燃料タンク増量整備着工
（14年度完成）
○放送会館の自家発燃料タンク増量整備
9局

○放送所の自家発燃料タンク増量整備
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47局
○放送所BFラジオ局の自家発化
15局
○FPU基地局自家発新設
6局

○放送会館屋上自家発新設
津・高知・新潟局
　津波浸水によって，既存の自家発電設備が浸水
するリスクの大きい放送会館について，屋上に簡
易型ディーゼルエンジンを増設した。対象局は自
治体公表のハザードマップを考慮して選定した。
○自家発燃料残量管理システム
　放送会館と放送所の自家発燃料残量をウェブで
監視できるシステム整備を進めている。

2．新会館の電源・空調設備整備

　14年 8 月に京都新会館が竣工予定。電源設備に
ついては，受配電設備や電源監視設備，無停電電
源設備（UPS），非常用自家発電設備（無瞬断切
り替え可能）などを整備し，信頼性の確保ととも
に，非常時にも放送設備に電源供給できるシステ
ムを構築した。
　空調設備については，蓄熱システムの採用によ
る使用電力ピークの抑制，電気・ガス・灯油多種
類エネルギー利用空調によるリスク分散を図った。
　また，高効率な冷凍機やインバーター制御など
の高精度な空調制御システムを採用し，さらに，
太陽光発電など自然エネルギーを積極的に導入し
ている。
　また，仙台新会館，熊本新会館の空調給排水衛
生設備の基本設計，電源設備の基本仕様の検討を
実施した。

3．老朽更新の推進

　放送安定確保のため，例年どおり計画的な老朽
更新を行った。
（1）電源設備
①放送センター
　西館などの直流電源装置更新とBS主局電源設
備の整備を行った。
②地域放送会館
　拠点局においては，札幌・福岡会館の受配電設
備更新と大阪会館のUPSを更新した。
　この他，地域放送会館の電源設備整備としては，
和歌山・津会館の受配電設備，長野・岡山・宮崎・
秋田・高松会館のUPSを更新するなど老朽更新を
実施した。
③放送所

　大阪羽曳野ラジオ・札幌手稲山FM・釧路緑ヶ
丘ラジオ・北見網走ラジオの受配電設備，津長谷
山TV・佐賀日の隅TV・山形西蔵王TV・高知柏
尾山TVの自家発電設備などを更新した。
（2）空調・給排水設備
①放送センター
　13年度から 2か年計画で，蒸気発生機を更新す
ることとし，13年度は 2台を更新した。
　毎年継続して実施している空調機，ファンコイ
ル更新については，CT-105・CR-509系統やTOC
系統， 5階食堂系統などの空調機と，本館13・14
階，北館地下のファンコイルを実施した。
　NHKホールについては，楽屋系統の空調機を
更新した。
②地域放送会館
　広島・長野・函館会館の冷凍機更新や，福岡・
長野・水戸・岐阜会館の中央監視設備更新などを
行った。

受信技術
　「デジタル放送の普及促進」や「放送の良好な
受信環境の確保」「デジタル放送受信に関する技
術開発」などに取り組んでいる。

Ⅰ．デジタル放送の普及促進

1．デジタル放送の受信普及

（1）デジタル放送の普及活動
　電器店や家電量販店など，家電業界に対して，
安定受信，BSデジタル放送普及，受信機へのイ
ンターネット接続の 3つの効果を向上させるため
組織への対応や店舗訪問を行った。
　活動としては，放送サービスや技術の最新動向
を提供しながら地上放送の安定受信に向けた情報
交換を行うとともに，BSの設置や衛星契約取り
次ぎの勧奨を行った。さらに，テレビへのインタ
ーネット接続を促進するためハイブリットキャス
ト受信機について各店舗での展示勧奨を行った。
（2）技術講習会，セミナーの開催
　テレビ受信向上委員会や受信環境クリーン協議
会などと連携し，デジタル放送の望ましい受信シ
ステムの普及や受信障害の防止活動を展開した。
　このほか，4K・8Kスーパーハイビジョンやハ
イブリッドキャストなど，放送サービスの高度化
についても講習会やセミナーを通じて正確な情報
の提供に努めた。
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　各放送局やテレビ受信向上委員会が作成した技
術資料を用いて，家電販売店，アンテナ施工業者
等を対象に技術講習会を開催した（13年度：全国
533回，参加者 1万3,223人）。
（3）「CEATEC JAPAN 2013」への出展
　千葉県幕張メッセで10月 1 日（火）から 5日
（土）まで開催されたアジア最大級のIT・エレ
クトロニクスショー「CEATEC JAPAN 2013」
において，JEITA（一般社団法人電子情報技術
協会）と共催でブースを設置した。
　13年は“テレビの進化を体感！”と題して，20
年の本放送に向けて開発を進めているスーパーハ
イビジョンのほか，13年 9 月からサービスが開始
されたハイブリッドキャストなど，放送と通信の
利点を生かした新サービスについて，多くの来場
者に体感してもらい，好評を得た（来場者数14万
1,348人：CEATEC JAPAN実施協議会）。

Ⅱ．放送の良好な受信環境の
確保

1．“あまねく受信” に向けた受信環境の構築

（1）受信状況調査
　新たな中継局の開設や送信条件の変更，都市環
境等の変化に伴う電波環境の変化を的確に把握す
るため受信状況を調査し，放送の安定受信確保な
らびに地域事情に即した電波サービスのさらなる
改善に向けた検討を実施した（13年度調査384地
区）。
（2）NHK共同受信施設への地デジ導入の恒久

対策
　NHK共同受信施設のデジタル導入において，
10年度末に衛星セーフティネット利用とした66施
設については，13年度末で65施設についての恒久
対策が完了した。残り 1施設については14年12月
末までに完了する予定である。
（3）自主共聴のデジタル化支援
　山間部や離島などテレビの難視聴対象のために
地元視聴者により運営されている自主共聴施設を
対象として，受信点調査，国の補助制度に必要な
手続きなどを支援する技術支援業務，および総務
大臣の認可を受けた経費助成制度を実施し，アナ
ログ終了までにすべての施設についてデジタル化
対応が完了した。
　また，13年度末までに，受信点調査は約5,100
施設，技術支援は約4,800施設，経費助成は約5,900
施設に対してそれぞれ実施した。

（4）受信者支援センター（デジサポ）への協力・
支援

　地上デジタル放送の周知広報やきめ細かい受信
相談を実施するため，総務省が全国10か所に設置
した受信者支援センター（デジサポ）へ視聴者対
応，各種調査や業務スキームの検討に対する協力
支援を行った。

2．受信相談活動

　視聴者がいつでも良好な状態でテレビやFM，
ラジオ，BS放送を受信することができるように，
電話による相談のほか，視聴者宅を直接訪問して
受信障害の原因調査や改善方法の指導を実施し
た。訪問受信相談については，携帯電話を利用し
た情報システム「ASSIST」を用いて，迅速かつ，
きめ細かい相談対応を通じて視聴者満足度の向上
を図った。13年度は約11万7,000件の相談に応じ
た。

3．受信障害・受信課題地区解消

（1）異常伝搬による受信障害への対応
　ダクト性電波伝搬やフェージングなどの放送電
波の異常伝搬に伴う障害は，延べ135日間発生し，
期間中の問い合わせ・相談件数は全国で309件（12
年度は493件）であった。
　障害改善対策として，高性能アンテナを使用す
るなどの受信指導を行った。また，混信障害の発
生状況を迅速に把握するため，デジタル受信監視
システムを全国で運用し，視聴者からの問い合わ
せに対応した。
（2）建造物によるテレビ受信障害の改善指導
　全国の大規模な建造物や橋

きょう

梁
りょう

，風力発電用風車
などの特殊形状構築物の建設に伴う電波障害の状
況を把握し，建築主による円滑な受信対策に結び
つけるための対策方法の指導などを実施した。
（3）受信環境クリーン協議会
　受信環境クリーン協議会の活動に協力し，受信
障害に関する知識の普及に努めた。特に，10月は
「受信環境クリーン月間」と位置づけ，放送での
PRをはじめ，受信相談所の開設など電波障害防
止・受信障害に関して全国で周知啓発活動に協力
した。このほか，全国の中学生を対象とした受信
障害防止に関する第46回受信環境クリーン図案コ
ンクール（応募校数298校，2,983点）に協力した。

4．NHK共同受信施設の運用

（1）NHK共同受信施設の現況
　テレビの難視聴解消を目的に地元組合と共同で
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設置したNHK共同受信施設の安定運用に努めて
いる。
　老朽が進んでいる施設については，組合の意向
なども反映して，光化による施設更新（104施設）
を進めた。部分的な劣化箇所については，小規模
改修工事などにより，今後の施設更新まで安定運
用できるよう保守している（NHK共同受信施設
14年 3 月末の運用状況：5,670施設，約37万世帯）。
（2）NHK共同受信施設の機能強化
　光技術を活用した長距離伝送で地デジ導入した
施設などでは，集落で受電していても災害により
共聴設備だけが停電となって信号が断となる可能
性が高まっている。そこで， 4年計画で当面180
地区に無停電電源を整備することとし，13年度は
60地区について導入した。
（3）アナログ放送受信設備の撤去工事
　不要となったアナログ放送の受信・伝送のため
の設備が，地デジの受信点と土地や設備を共用し
ている施設に残っている。13年度は，871施設に
ついて地上アナログ放送の受信点設備の撤去工事
を実施した。残りの施設については14年度以降，
他の工事に合わせて撤去していく。

Ⅲ．デジタル放送受信に関する
技術開発

1．速やかな災害復旧のための技術開発

　省令改正により移動局として利用できるように
なったケーブルテレビ向けの23GHz帯無線を活用
し，災害によりケーブルが切断された河川の横断
箇所を応急復旧させる装置を開発した。

2．放送受信に関する調査

（1）受信形態調査
　放送の安定受信を目的に，中継局整備や受信対
策方法の基礎資料とするため，視聴者がどの中継
局を受信しているか受信設備の形態を把握する調
査を毎年実施している。13年度は全国967地区171
万棟を対象に調査を行った。得られたデータは管
理システムに入力し，電話受信相談時の適切・的
確なアドバイスにも活用している。
（2）第36回受信実態調査
　放送受信における良好な受信環境の確保と望ま
しい受信システムの確立のために，受信状況や受
信設備の実態を把握する調査を毎年実施してい
る。
　13年度は録画機の保有状況や利用実態について

より詳細に把握するとともに，放送通信連携サー
ビスに関連して，NHKオンデマンドの利用状況
や受信機等のネット接続率，さらにネット系サー
ビスの認知度や利用意向等について把握した。
（3）受信機性能調査
　放送の良好な受信環境の確保に貢献するため，
毎年，受信機の性能調査を実施している。13年度
は，地デジ受信に加えてBS受信とワンセグ受信
も性能調査対象とした。放送受信に関しては妨害
波を想定したより実フィールドに近い条件で性能
を把握した。12年度から始めたネット系サービス
の受信性能に関わる測定も放送技術局クロスメデ
ィア部と連携して，ブラウザ性能とダウンロード
性能を切り分けて実施した。
　調査結果は，受信機メーカーと情報共有し，よ
りよい受信環境の確保に役立てている。また，新
しい放送サービスや受信機開発の動向についてメ
ーカーとの意見交換を実施した。
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3 節 技術研究
　技術研究では，本格的な放送・通信連携時代の
新しいサービスや端末の研究から，2020年本放送
を目指すスーパーハイビジョンや，さらにその先
の立体テレビの研究まで，直近の経営課題を解決
するための研究と，次の時代の新しいサービスを
創造するための研究の両面を進めている。また，
人間の認知科学などの基盤研究から，カメラ，デ
ィスプレーなどのデバイス，通信などを含めた全
放送システムまで，基礎から応用まで，また，デ
バイスからシステムまで幅広い研究開発を進め，
新時代の放送にふさわしい技術基盤の構築を進め
ている。諸外国の放送機関や研究機関との連携を
深め，多様な共同研究・実験などの国際展開を図
った。放送機関を中心とする標準化機関に参加し，
技術基準の策定に貢献した。研究成果は，学会活
動や技研公開などを通じて公表した。また，番組
制作への応用，特許権の実施許諾，技術協力によ
る技術移転などの形で，研究成果の社会還元に努
めた。

高臨場感放送に向けた研究
　将来の高臨場感放送として，16年の試験放送，
20年の本放送を目標に， 8 Kスーパーハイビジョ
ン（SHV）の研究を進めた。

1．SHVの方式

　映像方式の研究では，広色域SHVカメラとレ
ーザー光源の広色域SHVプロジェクターを開発
した。これらの接続により，ハイビジョンでは表
現できない彩度の高い被写体を忠実な色で表示で
きることを確認した。また，16年の放送信号形式
に対応すべく，現在番組制作で用いられている
SHV映像信号形式をフル解像度に変換する技術
について，実時間処理が容易で，色信号を精度良
く補間する手法を考案した。

2．カメラ

　カメラについては，12年度に試作した単板カメ
ラヘッドに波長多重伝送部とカメラ制御部を追加
し，システム化した。また，重量約2kgでCube型
の超小型カメラヘッドや，フルスペックSHVカ
メラ（3,300万画素，120Hz）の一層の高感度化の
ために，より微細化したプロセスを用いてイメー
ジセンサーを試作した。12年度に試作した高感度・

静音の「シアターカメラ」を，ミラノ・スカラ座
日本公演のライブビューイングで使用し，好評を
博した。

3．ディスプレー

　ディスプレーについては，従来のSHV液晶デ
ィスプレー（LCD：Liquid Crystal Display）を
120Hzで駆動・表示が可能なSHV LCDを試作し
たほか，自発光型ディスプレーによるフルスペッ
ク SHV表示を目指して，有機EL（Electro-
Luminescence）ディスプレーのフレーム周波数
の120Hz化を検討し，酸化物TFT（Thin Film 
Transistor）の設計値や回路構成などを明らかに
して120Hz化の実現性を示した。

4．記録システム

　記録については，機動性の高いSHV番組制作
に向けて，SHVカメラ信号の圧縮記録技術や多
並列固体メモリーを用いた高速記録技術などを開
発し，小型記録装置を試作した。

5．映像符号化

　映像符号化については，12年度に開発した
MPEG-H HEVC／H.265（以下HEVC：High 
Efficiency Video Coding）方式のSHV映像符号化
装置を改修し，国際規格に完全準拠した符号化ス
トリーム生成と多重化の機能を追加し，変調器と
の接続を可能にした。また，従来のMPEG-4 AV
C（Advanced Video Coding）／H.264方式の符
号化装置との性能比較を行い，HEVC方式の画質
が優れていることを確認した。

6．高臨場音響システム

　音響については，22.2マルチチャンネル音響の
制作時間を短縮するため，頻繁に利用する制作パ
ターンの保存・読み出し・調整機能をミキシング
システムに追加した。また，さまざまな場所で測
定した22方向の残響波形を 3次元残響付加装置に
実装するとともに，22.2マルチチャンネル音響が
再生可能なディスプレー一体枠型12スピーカーシ
ステムを開発した。
　標準化については，22.2マルチチャンネル音響
のスピーカー配置を含む，チャンネルベース・オ
ブジェクトベース複合方式の国際電気通信連合 
無線通信部門（ITU-R）勧告策定を主導し，14
年 2月に成立させた。また，フルスペックSHV信
号を含む種々のUHDTV（Ultra High Definition 
Television）映像信号を10Gbpsマルチリンクで伝
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送する機器間インターフェースを一般社団法人電
波産業会（ARIB）へ提案し，14年 3 月に標準規
格となった。

7．衛星伝送技術

　12GHz帯の衛星伝送については，周波数利用効
率 の 高 い16APSK（Amplitude Phase Shift 
Keying）変調方式を採用し，衛星 1 中継器で
100Mbpsの信号を伝送できるSHV放送用の伝送
方式を情報通信審議会に提案した。多重技術につ
いては，研究成果の国際標準化に取り組み，
MPEGにおける新たなメディアトランスポート方
式として国際規格に採用された。

8．地上伝送技術

　次世代の地上デジタル放送を目指した大容量伝
送の研究では，熊本県人吉市に偏波MIMO
（Multiple-Input Multiple-Output）伝送の実験
試験局を設置して伝搬特性の測定実験を開始し
た。この実験で，91Mbpsに圧縮・符号化した
SHV信号を27km離れた地点に長距離伝送するこ
とに成功した。
　非圧縮SHV信号の無線伝送を目指した研究で
は，偏波多重を用いる120GHz帯FPU（Field 
Pickup Unit）の温度特性の改善とその評価を進
めた。さまざまな条件での野外伝送実験により，
屋外環境でも安定して伝送できることを確認し
た。

9．有線伝送技術

　非圧縮SHV信号の光伝送については， 1波長
当たり10Gbpsの信号を 8波長多重して，72Gbps
のフル解像度SHV信号を伝送する方式を開発し
た。また，ケーブルテレビ伝送方式として，圧縮
されたSHV信号を複数の搬送波に分割して伝送
する方式を（一社）日本CATV技術協会に提案
し，標準化を進めた。

立体テレビの研究
　次世代の超高臨場感放送を見据えて，特別なメ
ガネが不要で自然で見やすい立体テレビの研究開
発を進めている。

1．インテグラル立体テレビ

　撮影と表示の双方に微小なレンズを多数並べた
レンズアレーを用いるインテグラル方式では，高
品質な立体像を生成するために，多画素の映像装

置が必要となる。11年にスーパーハイビジョンの
2倍の解像度を持つ走査線8,000本級の映像シス
テムをベースにした撮像装置と表示装置を試作
し，12年度から，さらなる高解像度化と広視域化
に向けて要素技術の研究に取り組んでいる。13年
度は，撮像方式の研究として，複数のカメラを用
いて視域を分割して撮像する装置，レンズアレー
と撮像素子を密着させて小型化した装置の試作を
進めた。表示方式では，小型のプロジェクターを
複数組み合わせて視域を拡大する技術や複数の平
面ディスプレーを用いて大画面化を図る技術の基
礎検討を行った。
　12年度に開始したインテグラル立体像の再現品
質に関する研究では，立体像に対する眼のピント
調節応答を測定する実験を行い，立体像の奥行き
位置に追従してピント調節が働くことを確かめ
た。また，レンズアレーのレンズ間隔や焦点距離
などの表示パラメーターと解像度の関係につい
て，計算機シミュレーションによる主観評価実験
を行い，立体像の奥行き位置と解像度に関する基
礎データを取得した。
　13年 7 月に，MPEG-FTV（Free-viewpoint 
Television）アドホックグループの活動が始ま
り，インテグラル方式に関係する符号化方式も検
討対象になった。これに合わせて，インテグラル
方式の符号化技術に関する基礎検討を開始し，標
準化活動に参加することとした。

2．多視点映像

　多視点映像の研究については，12年度から複数
のカメラの映像から被写体の 3次元情報を取得
し，インテグラル立体像を生成する技術や映像制
作への応用に関する研究を進めている。13年度は，
複数のカメラと赤外線カメラを組み合わせたカメ
ラアレーを構築し， 3次元情報の精度改善に向け
た研究を進めた。また，多視点ロボットカメラの
撮影映像からインテグラル立体像を生成する実験
を行うとともに，処理の安定化と高速化を図り，
スポーツ生中継での番組利用を実現した。

放送通信連携サービスの実現に向けた研究
　デジタル放送とブロードバンドの普及による放
送・通信の連携の本格化が進む中，12年度からの
NHK経営計画の中で「放送と通信の融合時代に
ふさわしい，さまざまな伝送路を利用した新たな
サービスを充実」が重点目標の一つとして掲げら
れている。技研では放送と通信の特長を生かし，



第２部　NHK｜第３章　技術｜3 節　技術研究

NHK年鑑’14 314

番組の価値を高める新たな放送サービスの実現に
向けて，放送通信連携技術の研究開発を進めた。

1．放送と通信の連携

　ハイブリッドキャストについては，（一社）IP
TVフォーラムにおける標準化作業に参画し，13
年 3 月に「ハイブリッドキャスト技術仕様第 1
版」が発行された。この仕様に基づくテレビ受信
機も販売され，NHKは13年 9 月からサービスを
開始した。技研では，さらなる高機能化と 8 Kス
ーパーハイビジョン放送への適用に向けた研究開
発に取り組むとともに，IPTVフォーラムにおけ
る次期技術仕様の標準化作業を進めた。
　より魅力的な放送通信連携サービスの提供に向
けて，番組情報やSNS（Social Networking 
Service）の活用技術についても研究開発を進め
た。放送局が持つ番組情報をオープンデータとリ
ンクを付けることで，インターネットユーザーを
さまざまな番組や関連するサービスへ案内する手
法や，SNSユーザーの視聴傾向を分析し，これを
基に番組視聴を促進する手法を検討した。また，
SNSを用いてユーザー間がコミュニケーションを
行う環境下で，CG（Computer Graphics）コン
テンツの派生・創作・共有を行うシステムを開発
した。さらに，視聴者の番組視聴状況を取得し，
視聴者の興味内容を推定することで視聴者の好み
に合わせて番組関連情報を提供する技術について
も研究を進めた。番組注視状態を識別する手法の
開発とこれを適用した視聴状況取得システムを試
作し，評価実験により注視状態と興味内容推定の
関係について調査した。

2．セキュリティ

　放送通信連携サービスの利便性を向上させると
ともに，安全・安心にサービスを提供するための
技術開発も進めた。放送サービスと通信サービス
の異なるライセンス管理を統合的な仕組みで制御
する新たな認可方式を開発した。また，次世代
CAS（Conditional Access System）については，
検証システムの開発を進めるとともに，情報通信
審議会における標準化に寄与した。さらに，より
安全で確実なサービスを提供するための暗号技術
として，クラウドに個人情報を安全に保管しつつ，
条件を満足する事業者のみが復号できる属性ベー
ス暗号方式や，鍵の所有者を追跡できるコンテン
ツ保護用の暗号化方式の開発を進めた。

3．IP（Internet Protocol）配信

　ネットワークを利用した番組配信技術の研究と
して，過去に放送した番組をネットワークを介し
て簡単にタイムシフト視聴できる分散サーバー放
送システムの開発や，放送コンテンツに同期して
通信路経由で情報を配信するプッシュ型配信制御
技術，さらに，通信を使って効率的にライブ映像
を配信する技術として，P2P（Peer-to-Peer）配
信とCDN（Contents Delivery Network）配信を
連携動作させるライブ配信システムの開発を進め
た。

人にやさしい放送の実現に向けた研究
　ハイブリッドキャストが始まり，放送サービス
のより一層の充実が図られた。一方で，障害者や
高齢者，外国人などすべての視聴者が，視聴環境
や状況に応じて必要な情報にアクセスし，コンテ
ンツを楽しむための手段の充実も望まれる。そこ
で，誰もが放送サービスを享受できる，人にやさ
しい放送のための技術の研究開発を進めている。

1．人にやさしい情報提示

　人にやさしい情報提示の研究では，視覚に障害
のある人のための触・力覚提示手法の研究を進め，
2次元情報の把握を容易とするための提示方法
と，指に多点で力の刺激を与える 3次元情報提示
方法を提案し，評価を行った。また，聴覚に障害
のある人のために，日本語テキストを手話CGに
自動翻訳する技術について，気象情報を対象とし
た翻訳システムの改良を進めた。
　高齢者のための音声・音響信号処理の研究では，
番組音声を受信機側で聞き取りやすく調整する装
置の改良を図った。また，放送原稿の自動読み上
げや，データ放送などの文字の読み上げサービス
に向けて，音声合成技術の改良を進めるとともに，
多様な表現を可能とするための音声加工技術の研
究を開始した。

2．音声認識

　字幕制作のための音声認識の研究では，情報番
組への字幕付与を目的とした音声認識技術を改良
し，認識率を95.9％まで改善した。また，地域放
送局展開を目的として，ニュース原稿を利用した
認識誤り自動修正アルゴリズムを開発した。
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3．  言語バリアフリーサービスのための言語
処理

　言語バリアフリーサービスのための言語処理の
研究では，国内に在住する外国人のためのニュー
スの「やさしい日本語」変換支援システムの書き
換え作業効率向上のための技術開発と，「やさし
い日本語」への自動変換技術の研究を進めた。ま
た，番組に対する視聴者の意見を把握する目的で，
放送番組に寄せられる視聴者の意見を言語解析に
より分類するシステムの開発を進めた。

4．コンテンツ検索・推薦技術

　コンテンツ検索・推薦技術の研究では，コンテ
ンツ利活用の基盤作りを目的として，番組概要文
の言語解析に基づき番組を多様な関係性により結
びつけたコンテンツマップの構築，番組検索・推
薦の根拠となった理由の抽出手法の研究を進め
た。関連番組検索技術の研究成果をハイブリッド
キャストアプリに組み込んだ。また，映像制作に
有益なメタデータを素材映像に付与して，検索や
加工作業を支援するための「素材バンク」システ
ムの研究を進めた。開発した映像内容に基づく解
析技術を地域放送局での素材映像管理で利用し
た。

5．視聴者の高度情報受容特性の研究

　視聴者の心理状態推定技術の研究では，スーパ
ーハイビジョンを想定した高精細映像がもたらす
立体感について，認知特性を明らかにする実験と
脳活動計測による実験を進めた。また，脳活動計
測から映像に対する心理状態を分析する研究と，
映像による身体への悪影響を防止する技術の高度
化の研究を進めた。

高度番組制作・伝送技術の実現に向けた研究
　20年の 8 Kスーパーハイビジョン（SHV）の本
放送の開始を目指し，高品質で魅力的なコンテン
ツの制作や大容量伝送を実現する番組素材伝送装
置の開発，IPネットワークを利活用した取材網の
構築，ISDB-T（Integrated Services Digital 
Broadcasting-Terrestrial）の高度化の研究を進
めている。

1．  ネットワークを活用した番組制作・創出
システム

　放送局間の素材伝送の高速化・高信頼化を目的

として，IPネットワークを利活用した取材網フル
IP化の研究を進めた。無線LAN・モバイルデー
タ通信など伝送性能が大きく変化する無線伝送路
でも安定した映像を伝送する技術や，遅延増加を
抑える技術，IP回線を複数の素材伝送で同時に利
用する技術を開発した。

2．素材伝送技術

　ファイルベースの映像素材を高速に無線伝送す
る双方向FPUの研究では，時分割複信方式の装
置実装を進め，実験により伝送特性を評価した。
また，前方向誤り訂正と自動再送要求を組み合わ
せたハイブリッドARQ（Automatic Repeat 
reQuest）方式を実現するためのパケット構成の
検討を進めた。
　1.2GHz帯および2.3GHz帯への周波数移行が検
討されている700MHz帯FPUの研究については，
移動環境においても映像ビットレート35Mbpsを
安定して伝送できる時空間トレリス方式によるM
IMO伝送方式を情報通信審議会に提案し，移行
先周波数帯における技術基準に採用された。
　同様に，ホワイトスペースまたは1.2GHz帯へ
の周波数移行が求められているラジオマイクの研
究については，非圧縮リニアPCM（Pulse Code 
Modulation）音声が伝送できる高品質な方式と
多チャンネル運用が可能な方式の室内および屋外
伝送実験を行い，その有効性を実証した。これら
の技術内容は，（一社）電波産業会（ARIB）標
準規格に採用された。
　スタジオや中継現場においてケーブルレスで移
動しながらの撮影を可能とするミリ波モバイルカ
メラ等の研究では，MIMO伝送方式の演算規模の
削減や，シングルキャリア方式において伝送路特
性を周波数領域で等化する方式の検討を進めた。
また，ミリ波モバイルカメラシステムの受信特性
の性能改善を目指し，アンテナ垂直面の指向性を
50°から20°に絞って水平方向の利得を向上させた
楕
だ

円
えん

ホーンアンテナを開発し，ゴルフ中継で使用
した。

3．ISDB-Tの高度化

　ISDB-Tの高度化では，被災地向けエリア限定
ワンセグサービスの研究として，自治体等が被災
地でエリア放送を利用して災害情報を提供するこ
とを想定したシステムに関して，愛知県弥富市に
設置した実験試験局を利用して， 9月に野外実験
を実施した。実験により，サービスエリアが設計
どおりであることや開発したシステムの有効性を



第２部　NHK｜第３章　技術｜3 節　技術研究

NHK年鑑’14 316

確認した。

次世代放送用デバイス・材料の研究
　 8 Kスーパーハイビジョン（SHV）などの新た
な放送サービスを支える次世代の撮像・記録・表
示システムの実現に向けて，その中核となるデバ
イス開発などの基盤研究を進めた。

1．次世代撮像技術

　撮像に関する基盤研究では，超高感度撮像デバ
イス，有機撮像デバイス， 3次元構造撮像デバイ
スの開発を進めた。超高感度撮像デバイスでは，
固体撮像デバイスの高感度化に向けて，低い印加
電圧（回路にかける電圧）での電荷増倍を可能と
する光電変換膜の研究を進めた。また，夜間緊急
報道などに不可欠な小型超高感度カメラの実現に
向けて，冷陰極HARP（High-gain Avalanche 
Rushing amorphous Photoconductor）撮像板の
ハイビジョン化に向けた要素技術開発を進めた。
有機撮像デバイスでは，高精細化に向けて 3層の
有機光電変換膜と，そこで発生した電荷を読み出
す光透過型の薄膜トランジスター回路とをガラス
基板上に交互に積層するための直接積層技術の開
発を進めた。 3次元構造撮像デバイスでは，超高
精細と高フレームレートの両立に向けて，画素並
列信号処理を可能とする 3次元構造撮像デバイス
の要素技術開発を進め，デバイスの動作原理検証
を完了させた。

2．次世代記録技術

　記録に関する基盤研究では，新たな磁気記録デ
バイスとホログラム記録技術の開発を進めた。磁
気記録デバイスでは，磁性細線中の磁区移動を利
用した微小磁区記録デバイスの開発を進め，磁区
駆動の高速化を進めるとともに，トンネル磁気抵
抗効果を利用した，微小磁区再生技術を開発した。
ホログラム記録技術については，記録密度向上の
ための多重記録技術と高速再生技術のさらなる高
度化に取り組んだ。前者に関しては， 2次元角度
多重方式を開発し，多重数を従来の 2倍の600に
高めた。後者については，記録媒体の改善ならび
に再生信号処理系の高速化を進め，データ再生レ
ート500Mbpsを達成した。

3．次世代表示技術

　表示に関する基盤研究のうち，SHVシステム
への適用に向けたシート型ディスプレーの開発に

関しては，これまでに開発した，低消費電力で長
寿命な特性を示す赤色リン光有機ELを使用して
8インチVGA（Video Graphics Array）ディス
プレーを試作した。また，プラスチック基板を用
いた封止下においても250日劣化しない有機ELデ
バイスを開発するとともに，デバイスの発光機構
の解明や，長寿命で高効率な緑色リン光有機EL
デバイスの開発にも取り組んだ。シート型ディス
プレーの駆動素子として，酸化物半導体や有機
TFTの移動度向上や微細化などTFTの性能改善
を進めた。
　広視域な空間像再現型立体表示システムの実現
に向けた超高精細・高速空間光変調器の開発につ
いては，視域の拡大と多画素化に向けて，トンネ
ル磁気抵抗効果を利用したスピン注入型光変調素
子の性能改善，ならびに本デバイスに適したMO
S（Metal Oxide Semiconductor）トランジスタ
ー・アレー回路を設計し，アクティブマトリック
ス駆動型空間光変調器の開発を進めた。

外部との連携

1．放送技術研究委員会

　放送技術研究委員会を 2回開催し，外部の学識
経験者から成る委員の方々からご意見を頂いた。
（表 1）

表 1　放送技術研究委員会
 （2014年 3月31日現在）〈敬称略〉

◎委員長　○副委員長

◎相澤　清晴 東京大学大学院 情報理工学系研究科 
教授

金山　敏彦 独立行政法人 産業技術総合研究所 理事

小池　康博 慶応義塾大学 理工学部 物理情報工学
科 教授

小林　哲則 早稲田大学理工学術院 基幹理工学部 
情報理工学科 教授

篠原　弘道 日本電信電話株式会社 常務取締役 研
究企画部門長

鈴木　陽一 東北大学 電気通信研究所 教授
高田　潤一 東京工業大学大学院 理工学研究科 教授
高原　　淳 九州大学 先導物質化学研究所 所長

○富田　二三彦 独立行政法人 情報通信研究機構 理事
豊中　俊榮 株式会社TBSテレビ 常務取締役 技師長
中島　康之 株式会社KDDI研究所 代表取締役所長

中田　安優 株式会社フジテレビジョン 常務取締役
技術開発局長

野崎　雅稔 総務省 情報流通行政局 放送技術課長
美濃　導彦 京都大学 情報環境機構長
村田　正幸 大阪大学大学院 情報科学研究科 教授
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2．研究アドバイザー，客員研究員

　研究アドバイザー会議を延べ15回開催し，研究
アドバイザー（表 2）からご意見を頂いた。また，
客員研究員（表 3）の方々と共同で研究を実施し
た。

表 2　研究アドバイザー（2014年 3月31日現在）〈敬称略〉
安藤　　真 東京工業大学大学院 教授
伊藤　公一 千葉大学大学院 工学研究科 教授

伊東　　晋 東京理科大学 理工学部 電気電子情報工
学科 教授

伊福部　達 東京大学 高齢社会総合研究機構 特任研
究員（名誉教授）

今井　秀樹 中央大学 理工学部 電気電子情報通信工
学科 教授

内田　龍男 仙台高等専門学校長
大賀　壽郎 芝浦工業大学 名誉教授
大槻　知明 慶応義塾大学 理工学部 情報工学科 教授

甲藤　二郎 早稲田大学 理工学術院 基幹理工学部 
情報理工学科 教授

亀山　　渉 早稲田大学大学院 国際情報通信研究科 
教授

塩入　　諭 東北大学 電気通信研究所 教授
染谷　隆夫 東京大学 工学系研究科 教授

髙畑　文雄 早稲田大学 理工学術院 基幹理工学部 
情報理工学科 教授

谷口　高士 大阪学院大学 情報学部 教授
徳丸　克己 筑波大学 名誉教授
中村　慶久 岩手県立大学 学長
羽鳥　光俊 東京大学 名誉教授

浜本　隆之 東京理科大学 工学部第一部 電気工学
科 教授

原島　　博 東京大学 名誉教授
板東　武彦 新潟大学 名誉教授
Philip Nelson 英Southampton大学 副学長／教授
横尾　邦義 東北大学 名誉教授
吉川　明彦 千葉大学 名誉教授

表 3　客員研究員（2014年 3月31日現在）〈敬称略〉
小澤　賢司 山梨大学大学院 医学工学総合研究部 教授
川田　善正 静岡大学 工学部 機械工学科 教授

中田　時夫 東京理科大学 総合研究機構 太陽光発電
研究部門 教授

平栗　健史 日本工業大学 電気電子工学科 准教授
府川　和彦 東京工業大学大学院 理工学研究科 教授

3．外部連携

（1）海外の研究機関等との連携
　ブラジルでの14年サッカーW杯，16年のリオ 
五輪において，現地での 8 Kスーパーハイビジョ
ン（SHV）伝送や制作を円滑に進めるためには，
現地の放送局や通信事業者との協力関係の構築が
重要である。SHVのブラジルから日本へのIP伝
送に向けて，ブラジルの学術回線団体RNPと協
力して伝送テストを重ねた。また，SHVの理解

促進を目的として現地の放送事業者TV Globoと
協力して展示を実施した。
　22.2マルチチャンネル音響の標準化では，独フ
ラウンホーファー研究所，ABU，TV Globoなど
多くの研究機関等と協力を得て進めた。
　日中韓の最新の放送技術・研究の相互情報交換
を目的とした日中韓放送技術・研究会議（略称
DGBTR）を，ABSおよびCCTV（中国），KBS
（韓国）と合同で10月に中国・北京で開催した。
　06年 6 月にブラジルが日本のISDB-Tを基礎と
する地上デジタル放送方式を採用したことを契機
に，官民が協力してISDB-Tの国際普及活動を積
極的に推進してきた。その成果として，ISDB-T
は海外15か国で採用された。13年 2 月に採用を決
めたボツワナ共和国やフィリピンでのISDB-Tセ
ミナーに講師として参加した。
（2）共同研究，連携大学院
　13年度には，システム開発から材料，基礎分野
に至るまで総数27件の共同研究および13件の研究
相互協力を実施した。
　また， 8つの大学（千葉大学，電気通信大学，
東京工業大学，東京電機大学，東京理科大学，東
邦大学，東北大学，早稲田大学）と教育研究に対
する連携・協力などを目的とした連携大学院の協
定を結び，非常勤講師の派遣，実習生の受け入れ
などを行った。
（3）滞在研究員，実習生の受け入れ，研究者の

海外派遣
　ABU加盟機関からの若手研究者の受け入れプ
ログラムに基づき，ベトナムから 1人の研究者を
受け入れた。また，国内の放送事業者から 2人の
研究者を受け入れた。さらに，ポストドクターに
1件の研究委嘱を実施した。
　大学などからの要請により，卒業論文や修士論
文作成のための実習生を 9校（電気通信大学，東
海大学，東京電機大学，東京理科大学，長岡技術
科学大学，早稲田大学，東京工業大学，東京女子
大学，慶応義塾大学）から24人を受け入れ，指導
を行った。
　海外における研究のため，アメリカに研究員 2
人を派遣した。
（4）委託研究の受託
　総務省，総務省戦略的情報通信研究開発推進制
度，独情報通信研究機構から委託された 7件の研
究を実施した。（表 4）
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表 4　委託研究
次世代衛星放送システムのための周波数有効利用促進技
術の研究開発
周波数有効利用に資する次世代放送基盤技術の研究開発
革新的な三次元映像技術による超臨場感コミュニケーシ
ョン技術の研究開発
革新的三次元映像表示のためのデバイス技術
感性情報認知・伝達技術

複合撮像面による空間情報取得システムの研究開発
究極の省電力ディスプレイ実現に向けた高効率・長寿命
有機ELデバイスの研究開発
生活空間における人の注視に着目した映像コンテンツ評
価手法に関する研究開発

4．標準化機関への参加

　放送関係を中心とした国内外の標準化活動に積
極的に参加し，技研の研究成果を寄与することで
技術基準の策定に貢献した。
　放送業務の標準化を所掌するITU-R SG6では，
8 Kスーパーハイビジョン（SHV）の映像方式の
勧告BT.2020に引き続き，22.2マルチチャンネル
音響のスピーカー配置を含む，チャンネルベース・
オブジェクトベース複合方式の勧告BS.2051が14
年 2 月に成立した。
　MPEGでは，放送と通信のハイブリッド配信を
実現する多重化方式MMT（MPEG Media 
Transport）について，パケット構造やハイブリ
ッド配信のための制御信号などMMTの主要パー
トが国際規格になった。高能率音声圧縮符号化の
規格であるMPEG-4 AAC（Advanced Audio 
Coding）に，22.2マルチチャンネル音響の追加を
提案し改定された。13年度から新たにインテグラ
ル方式の立体テレビの符号化技術について標準化
活動を開始した。
　SMPTEでは，UHDTV映像規格S2036-1にIT
U-R BT.2020に準じたフレームレート120Hzおよ
び広色域対応を追加し改訂された。
　米国のテレビ放送方式を策定する標準化団体A
TSC（Advanced Television Systems Committee 
standard）が，13年度に次世代の地上デジタル放
送方式の策定を開始した。NHKからSHV地上放
送を目指して研究開発を進めている伝送・多重技
術の成果をATSC3.0会合で提案し，会議に継続し
て参加した。
　放送通信連携コンテンツの記述に用いられる
HTML5を規定するW3C（World Wide Web 
Consortium）では，総会であるTPAC（Technical 
Plenary／Advisory Committee Meeting）会議
で，NHKから13年 3 月のIPTVフォーラムでのハ
イブリッドキャスト仕様策定と，同年 9月からの

サービス開始状況などを報告し，標準化を推進し
た。
　ベトナム・ハノイで開催されたアジア太平洋放
送連合（ABU）の技術委員会・年次大会では，
NHKから基調講演を行ったほか， 9件の制作・
伝送・周波数などのトピックグループ議長報告や
プロジェクトマネージャーによるレポート提出な
どを行った。このほか， 3月にクアラルンプール
で開催されたデジタル放送シンポジウムで講演を
行った。
　このほか，欧州放送連合（EBU），国際標準化
機構（ISO），国際電気標準会議（IEC），オーデ
ィオ技術協会（AES）などの国際標準化機関，
（一社）電子情報産業協会（JEITA），（一社）
情報通信技術委員会（TTC）などの国内標準化
機関にも参加して，標準化を推進した。

研究成果の発表と活用

Ⅰ．研究成果の発表

1．技研公開

　13年の技研公開は，「期待，見たい，感じたい」
をテーマに， 8 Kスーパーハイビジョン（SHV），
ハイブリッドキャストを中心とした最新の研究展
示等37項目と，体験展示 3項目，ポスター展示13
項目を出展した。ハイブリッドキャストでは，13
年 9 月にNHKが試行的に開始するサービス例や
民放／有料放送事業者が提案するサービス例，世
界初となる 8 K対応HEVCリアルタイムエンコー
ダーなどの展示が注目を集めた。また，講堂では
SHV上映（ロンドン五輪，リオのカーニバル）
を，土日には小学生以上の親子を対象にした「工
作体験」を開催し，開催期間中 2万607人が来場
した。（表 5）

表 5　「技研公開2013」展示項目
1 ハイブリッドキャスト
2 ハイブリッドキャストのさらなる進化
3 機動的なスーパーハイビジョン番組制作機材
4 120Hzフルスペックスーパーハイビジョンイメージセ
ンサー

5 スーパーハイビジョンカメラ用小型記録装置
6 スーパーハイビジョンHEVCリアルタイムエンコーダー
7 12GHz帯衛星放送によるスーパーハイビジョン伝送技術
8 次世代地上放送に向けた大容量伝送技術
9 スーパーハイビジョン長距離光伝送システム
10 音響一体型145インチスーパーハイビジョンディスプレー
11 インテグラル立体テレビ
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12 超解像技術を用いたリアルタイム映像符号化システム
13 ハイブリッドキャストアプリ制作・配信システム
14 評判分析のためのTwitter解析技術
15 気象情報を対象にした手話CGへの翻訳システム
16 2 次元・ 3次元情報の触覚・力覚提示技術
17 非圧縮スーパーハイビジョン信号伝送用120GHz帯FPU
18 次世代放送システムのメディアトランスポート技術
19 お年寄りにも聞きやすい番組音声調整システム
20 広色域スーパーハイビジョンシステム
21 多視点ロボットカメラシステム
22 低遅延型デジタルラジオマイクの伝送方式
23 IP無線モバイル中継技術
24 次世代地上放送の移動体・携帯端末向け伝送技術
25 P2Pライブ映像配信技術
26 放送通信統合型のアクセス制御システム
27 2 次創作を楽しむSNS型コンテンツ創作システム
28 携帯端末のカメラを用いた放送通信連携技術
29 12／21GHz帯広帯域衛星伝送技術
30 素材映像マネージメントシステム「素材バンク」
31 NHK放送博物館
32 NHK技術の活用と実用化開発の紹介
33 放送局で活躍する技術
34 フレキシブル有機ELディスプレー
35 ホログラムメモリーの高速再生技術
36 次世代撮像デバイスに向けた要素技術
37 リモコンの色ボタンチャンネル誘導サービス
J デジタル放送受信相談コーナー

2．所外での展示

　13年 4 月に，世界最大の放送機器展である「N
AB Show 2013」（Nat iona l Assoc ia t ion o f 
Broadcasters 2013 Show）において，300インチ
シアター，カメラ，地上伝送など最新のSHV技術，
およびハイブリッドキャストの研究成果を展示
し，技術が急速に進歩・発展していることをアピ
ールした。期間中，NAB Showには約 9万2,000
人が世界各国から来場した。
　 9月には，欧州最大の放送機器展「IBC2013」
（International Broadcasting Convention 2013）
にて，NAB Showと同様にSHVとハイブリッド
キャストのほか， 8 K対応のHEVCリアルタイム
エンコーダーを日本国外で初めて展示し，注目を
集めた。IBCには約 5万3,000人が来場した。
　10月には，アジア太平洋地域の放送に関する課
題を議論する「ABU2013」においてもSHV・ハ
イブリッドキャストを展示し，アジア各国の放送
関係者の大きな関心を集めた。（表 6）

表 6　海外展示
イベント名 日程 展示項目

NAB show 2013
（アメリカ・ラス
ベガス）

4/8～11 スーパーハイビジョン，
ハイブリッドキャスト

IBC2013
（オランダ・アム
ステルダム）

9/13～17 スーパーハイビジョン，ハイブリッドキャスト

ABU2013
（ベトナム・ハノイ） 10/23～29 スーパーハイビジョン，ハイブリッドキャスト

　また，NHKの全国各地の放送局が主催あるい
は協力するイベントにおいて，年間を通じて技研
で研究開発した最新の放送技術を紹介した。新し
い展示機材として，インターネット経由で放送番
組の関連コンテンツを番組進行に同期して提供す
る“ハイブリッドキャスト連動アプリ”を開発
し，多くのイベントで出展した。（表 7）
表 7　国内展示（主なもの）
イベント名（主なもの） 日程 展示項目

渋谷DEどーも 5/3～5 テレビのしくみ，ハイブ
リッドキャスト等

ケーブル技術ショー 7/30～31 スーパーハイビジョンのケーブルテレビ伝送技術

NHKサイエンス
スタジアム 9/28～29

スーパーHARPカメラ，
ウルトラハイスピードカ
メラ等

CEATEC JAPAN 
2013 10/1～5 スーパーハイビジョン，

ハイブリッドキャスト
ひろしまIT総合展 10/23～25 ハイブリッドキャスト
NHK大阪放送局
会館公開 11/8～10 スーパーハイビジョン，ハイブリッドキャスト
NHK松山放送局
会館公開 11/22～24 スーパーハイビジョン，ハイブリッドキャスト
ソチ五輪記念イベ
ント「NHKオリン
ピックパーク」（渋
谷）

2/8～23 ぐるっとビジョン，ウル
トラハイスピードカメラ

NHK名古屋放送局
テレビ60周年記念
イベント

2/28～3/2 スーパーハイビジョン，ハイブリッドキャスト

3．学会などへの発表

　映像情報メディア学会，電子情報通信学会など
の国内学会で研究成果を多数発表したほか，IEEE 
Transactions，Applied Physics Letters，Advanced 
Functional Materialsなどの海外学会誌に論文が
採録された。（表 8）

表 8　学会などへの発表
国内学会誌 58件
海外学会誌 34件
国内学会・研究会など 265件
海外学会・国際会議など 130件
一般雑誌などへの寄稿 51件
部外への講師派遣 72件

合計 610件
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4．報道発表

　放送技術研究所の研究成果を中心に，13件の報
道発表を行った。（表 9）

表 9　報道発表
年月日 発表内容
13. 5. 9 新しい多視点ロボットカメラシステムを開発

～複数カメラの連動制御で，よりダイナミック
な映像表現が可能に～
「物の輪郭をなぞる感覚」を再現できる装置を
開発
～触れてわかる情報伝達の実現に向けて～ 
  「第67 回 技研公開」の開催について
～“期待，見たい，感じたい”をテーマに 5月
30日（木）から～
世界初！ スーパーハイビジョン（ 8 K）
～HEVC 符号化装置を開発～

5.16 酸素や水分に強い有機ELデバイスを開発
～薄くて軽いシート型ディスプレーの実現に向
けて～
  単一周波数ネットワークによるスーパーハイビ
ジョン（ 8 K）の地上伝送実験に成功
～時空間符号化技術でより安定した大容量伝送
が可能に～

5.23 低遅延型デジタルラジオマイクの伝送方式を開発
～800MHz帯の円滑な周波数移行に向けて～  
ハンディカメラでリアルタイムCG合成を実現
～カメラの位置や姿勢を計測する小型センサー
の開発～

5.27 超小型 スーパーハイビジョン（ 8 K）Cube型
カメラヘッドを開発

6.18 「2013年 ウォルター・コソノキー賞」を受賞
～スーパーハイビジョン（ 8 K）イメージセン
サーの研究に対して～

9. 5  手話CG 評価ホームページを開設
～手話サービスの充実を目指して～ 

14. 1.20  8 Kスーパーハイビジョン 地上波での長距離伝
送実験に成功 

2.13 「第68回 技研公開」の日程を決定
～“ココロ動かすテクノロジー”をテーマに 5
月に開催～ 

5．視察，見学，取材への対応

　ハイブリッドキャストやSHVなど研究開発成
果の普及促進のため，国内外の放送関係者に対す
る見学対応を行った。また，ITUやIBCなどの規
格化や国際展示会を主催する要人，世界各国の放
送事業者など，海外から多くの放送関係者が技研
を訪れた。（表10）

表10　視察，見学，取材
視察，見学 136件（うち，海外　41件）

1,771人（うち，海外　387人）
取材 35件

6．機関誌

　研究活動と研究成果を国内外に周知する機関誌

などを，次のとおり発行した。（表11）
　『NHK技研R&D』は，「自然言語処理」「高フ
レームレート映像技術」「 3次元映像技術」など
を特集した。
　海外向けの『BROADCAST TECHNOLOGY』
では，「次世代地上放送に向けた大容量伝送方式」
「やさしい日本語ニュースの公開実験」「スーパ
ーハイビジョン用のイメージセンサーの研究・開
発の動向」などの最新の研究内容を紹介した。

表11　機関誌
『技研だより』
（和文，月刊） No.97～No.108

『NHK技研R＆D』
（和文，隔月刊） No.139～No.144

『研究年報』
（和文，年刊） 2012年度版

『BROADCAST TECHNOLOGY』
（英文，季刊） No.52～No.55

『ANNUAL REPORT』
（英文，年刊） 2012年度版

7．ホームページ

　技研の概要，研究内容，技研公開などのイベン
ト情報，報道発表資料，機関紙などを公開ホーム
ページで紹介した。ホームページのデザインをリ
ニューアルし，情報を整理して分かりやすく見や
すいレイアウトを採用した。13年の技研公開では，
テーマ音楽「その一歩先へ」の公開や，土日に開
催したイベント「実験室探検隊」の参加者を
NHKネットクラブと連携してホームページで募
集を行うなど，ホームページを積極的に広報活動
に活用した。

Ⅱ．研究成果の活用

1．番組制作への活用

　研究開発成果は，多くの番組で利用されている。
複数台のカメラを組み合わせて立体的な映像表現
を可能にする多視点ロボットカメラシステムが，
体操競技やフィギュアスケートの中継番組でダイ
ナミックに移動する被写体の撮影に用いられた。
自然・科学番組では，暗闇でも撮影できるスーパ
ーHARPカメラ，超高速度カメラ，昆虫マイクが
活躍した。13年に実施した番組協力は，53件であ
った。
スポーツ中継で多視点ロボットカメラが活躍
　移動する被写体の位置と動きに応じた多視点映
像を撮影できる多視点ロボットカメラシステム
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が，第52回NHK杯体操選手権にて利用された。
スポーツ選手を取り囲むように配置した複数のカ
メラで同時に撮影した映像を切り替えて表示する
ことで，時間を止めて被写体の周囲を取り囲んで
見ているかのような映像表現「ぐるっとビジョ
ン」を実現した。平行棒や鉄棒などの演技におい
て， 1つの視点の映像では分かりづらかった選手
の動きや姿勢を，さまざまな視点の映像を用いて
分かりやすく表現した。
ハイブリッドセンサーによるバーチャルスタジオ
　カメラの動きや位置の情報を取得する小型セン
サー「ハイブリッドセンサー」を，実写映像とC
G映像を合成するバーチャルスタジオの撮影に使
用した。ハイブリッドセンサーをハンディーカメ
ラやクレーンカメラに搭載することで，臨場感の
ある多彩なカメラワークが可能となった。地方局
でのさまざまな番組制作でも活用され，小規模な
スタジオセットでも画面いっぱいにCGを合成す
ることで，広がりのある映像表現を実現した。
マラソン中継でマクロダイバーシティ受信システ
ムが活躍
　マラソンなどのスポーツ中継では，移動するバ
イクや中継車から無線で送信した映像を複数の受
信点で受信している。開発したマクロダイバーシ
ティ受信システムでは，従来よりも広範囲の数
kmから数十km離れた各受信点の映像からノイズ
の少ない映像を組み合わせることができ，安定的
に移動中継できるエリアを拡大することができ
た。また，このシステムはゴルフなどマラソン以
外の競技の中継でも活躍した。

2．産業財産権などの現況

　デジタル放送規格に必須の特許を合理的な条件
で一括ライセンスする「デジタル放送パテントプ
ール」への参加を通じてNHK保有特許の利用促
進を図り，デジタル放送の円滑な普及に寄与した。
また，NHKの知的財産を適正に管理する観点か
ら引き続き研究開発成果の権利化を推進するとと
もに，NHK保有技術をまとめた「技術カタログ」
を活用し，放送センターで開催された「番組技術
展」や横浜市ほか主催の「テクニカルショウヨコ
ハマ2014」など地方自治体と連携したイベントに
おいて，NHK保有技術や利用する仕組みのPRを
展開するなど，積極的な技術移転活動に取り組ん
だ。（表12）（表13）（表14）（表15）

表12　特許などの出願状況
区分 新規出願数 13年度末件数

国内
出願

特許 447 1,299
実用新案 0 0
意匠 0 0
海外出願 41 232
合計 488 1,531

表13　特許権などの保有状況
区分 新規取得数 13年度末件数

国内
特許 307 1,815
実用新案 0 0
意匠 0 8
海外 13 194
合計 320 2,017

表14　特許権などの実施許諾状況
区分 新規許諾数 13年度末件数

契約件数 38 289
許諾権利数 29 426
（内訳）
特許権 17 217
ノウハウ 12 209

表15　技術協力
区分 件数

技術協力・受託試験 28
受託研究 7


